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角川スニーカー文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　ポニーテールの少女が着ている半はん袖そでの制服から伸のびた腕うでには汗あせが滲にじみ、体が揺ゆれるたびに俺の左腕へと当たる。少し筋肉質な彼女の腕は、しかし女子らしい柔やわらかさも合わせ持ち心ここ地ちよい感かん触しよくがした。

「なんで廊ろう下かにはクーラーがないのかしら。早く水泳したいわ」

　自分の腕が当たっていることなど気づいていないように、出いず海み渚なぎさはぼやく。彼女は俺──夜よ空ぞら翔かけるの幼なじみだ。

「今日は一段と暑くなるらしい。七月の初めとはいえ、気分は真夏だな」

　ふと、俺の右側から女の声が聞こえる。それと同時に俺の右腕にも誰だれかの腕が当たった。すべすべしてキメの細かい肌はだ。それがうっすらとした汗ですべる様は、どこか艶なまめかしくドキリとする。

「翔、どうしたんだ？　顔が赤くなっているぞ」

　そう言いながら、右側から長い赤あか髪がみの少女がこちらをのぞきこむ。完かん璧ぺきボディーを持つお嬢じよう様さま、〝バラの君〟こと城じよう之の森もり美み紅くだ。

　渚と美紅……二人の少女にはさまれた俺は、この場を抜ぬけ出すタイミングを失ってさらに顔を赤くしてしまった。

「──僕から見ると、きみたちの方が熱そうだ」

「「え？」」

　後ろから唐とう突とつに聞こえた男子の言葉に、二人の少女は声を合わせる。

　振ふり返ると、背の高いメガネ男子が見えた。彼は猫ねこ谷たに歩ほ貴たか。幼いころから腐くされ縁えんの男だ。

　彼の言葉で俺をはさんでいたことに気づいた美紅と渚は、急に顔を赤らめて飛びのく。

「ご、誤解するなよ。私は他ほかの通行人のことも考えて一ヵ所に固まっていただけだぞ」

「あたしだってそうよ」

「ふふっ……これは文化祭も熱くなりそうだ」

　美紅と渚の言葉をまったく聞かずに喋しやべった歩貴は、楽しそうに俺へ目を向ける。

「朝っぱらから人をからかうな。しかしなんでうちの学校は暑いときに文化祭をするんだ」

「べつに純じゆん菜な高校だけじゃない。他にもやってる学校はあるさ」

「文化祭は秋のほうが楽でいい。もちろん体育祭はないほうがベストだ」

「また引きこもればどちらも出席しなくていいぞ」

「俺だって本音は引きこもりたいが……」

　そうやって歩貴とだべっていると、渚が「そろそろ部活の時間だわ」と携けい帯たい電話の時計を見て慌あわてる。

「私も華か道どうのお稽けい古こがあるな」

　美紅はそう言うと、渚と目を合わせて「では私たちは先に失礼する」と二人して小走りで去ってしまった。

　そんな二人の後ろ姿を見送りながら、俺は唸うなるようにつぶやく。

「文化祭に部活やお稽古か……ピュアランドのアクセス数が減りそうだ」

「せっかく軌き道どうにのってきたのに、ここでプレーヤーが離はなれるとまずいな」

「うむ。ここは一つ、なにか派手なイベントでもぶち上げてみんなの興味をひこう」

　考えながら漏もらしたそのとき、本を脇わきに抱かかえたボブカットの少女が廊下の向こうから歩いてきた。彼女は深み山やま雪ゆき奈な。俺の初はつ恋こいの人にして、俺がネット恋れん愛あいにのめりこんだ原因だ。

「っ……」

　身構えるように息をのむと、歩貴が「ＧＷの合宿で少しは慣れたはずだろ。いちいち反応するな」とため息をつく。

「バ、バカ言え。純情な俺の心の傷はそう簡単に癒いえんのだ」

「童どう貞てい乙おつ」

「お前もだろ！」

　そう叫さけんだ瞬しゆん間かん、こちらに気づいた雪奈が「翔くん？」と立ち止まる。

「おう……」




「文化祭の出し物、決まった？」

「まだだ」

「そう。わたしのクラスも」

「ふ～ん」

　……………………………………………………………………………………………………。

　俺たちの間に気まずい沈ちん黙もくが流れる。

　歩貴の言う通り、ＧＷの合宿で少しは雪奈に慣れた。しかしあれからもう二ヶ月近く経たっているのだ。この俺に、よりによって女子と二ヶ月前のテンションで話せという方が無理だろう。

　俺が黙だまりこんでいると、歩貴が不意になにか思い出したように雪奈の方を見る。

「そういえば、僕はきみのことで一つ疑問に思っていたことがあるんだ」

「え？」

「僕たちがネット恋愛──ピュアランドをやっていることは知っているな？」

「うん」

「僕はその中で、アバターの相関図がわかる能力を持っている。ＧＷ中にその力を使ったところ、不自然に翔のアバターへ好意を寄せている相手がいたんだ」

「不自然に？」

「そう。ピュアランドでどんなことをしたのか翔に詳くわしく聞いたのだが、そのアバターが翔のアバターへ好意を寄せるにはなにかが欠けている。その〝なにか〟だが……」

　そこまで言うと、歩貴はメガネの奥の瞳ひとみを鋭するどくして雪奈を見つめる。

「もし、そのアバターの主がＧＷの勉強合宿に参加していたとしたら、つじつまが合う」

　そのひと言に、彼女は息をのむ。

　だが次いですぐに「わたしにピュアランドの話をされても困る」と漏らすと、いきなりその場から去ってしまった。

「……あいつ、どうしたんだ？」

　啞あ然ぜんとして聞く俺に、歩貴は険しい表情をする。

「お前は雪奈との初恋で傷ついて、雪奈みたいなヤツが入会できない聖域〝ピュアランド〟を作ったんだよな？」

「そうだ」

「そんなピュアランドに、もし雪奈がいたらどうする？」

「はぁ!?　ないない。俺が超ちようさわやかくんになるくらいありえねーし」

「自分で言うな」

　歩貴はまいったように肩かたを落とすと、しばらく考えこむ。

　どうしたっていうんだ？　お前、まさか俺がさわやかになればいいと思ってるのか??

　そんなことを考えながら歩貴をのぞきこむと、彼は真しん剣けんな目で俺を見つめてくる。

「ピュアランドがその存在意義を否定されたとき……お前はそれでもプレイし続けられるか？」

　質問の意図がまるでわからない質問。

　だがそれは、俺の胸に漠ばく然ぜんとした不安を広げていった。
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「お兄ちゃん。そろそろ文化祭ね」

　リビングに朝あさ陽ひが差しこむ中、黒いローブ系の服をはおった背の低い女の子がキッチンでそう漏らす。彼女は夜よ空ぞら鈴りん、十三歳。俺の妹だ。すでにアメリカの大学を卒業した才女で、現在就職浪ろう人にん中である。

　ジャージー姿でソファーに寝ね転ころがっていた俺は、そんな妹に「そうだな」と眠ねむたげな声で返した。

　すると彼女はリズミカルにキャベツを切りつつ、当然のように声を上げる。

「それで、鈴はなにを手伝えばいいの？」

「は？」

「だから文化祭。鈴ね、お兄ちゃんと一いつ緒しよに文化祭の準備をするのが夢だったんだー。ほら、よくあるでしょ？　一緒に準備をしていて手が触ふれ合ったり、指をケガしたら舐なめたり、そのままあんなところやこんなところまで舐め上げていつの間にか二人だけの性教育が始まって──」

「いやいやいや、お前がうちの文化祭を手伝えるわけないし。つか性教育とかしねーし」

　当然のように妹の妄もう想そうを切り捨てると、ふと、包丁の音が止まる。

「そ、そんなもの、鈴たちの愛の前では関係ないじゃん？」

「愛は関係ない。物理的に無理」

　ダメ押しをするように言い捨てると、俺はソファーの上で寝返りをうってあくびをする。

　その途と端たん、キッチンからカタカタと音が聞こえた。

　見ると鈴が手に持つ包丁が震ふるえている。

「ピュアランドもダメ」

　ドン！

「文化祭もダメ」

　ドン！

「あれもこれもダメ、ダメ、ダメェェェェ！」

　ドン！　ドン！　ドン！

　彼女は叫びながら包丁を勢いよく振ふりおろし、キャベツを乱れ斬ぎりし始める。

「ブランド豚ぶたの美み紅くにそそのかされたの!?　それとも水豚の渚なぎさに情がうつったの!?　お兄ちゃんはなんで鈴を遠ざけようとするのよー!!」

「ち、違ちがっ……。遠ざけようとしてるんじゃなくて、普ふ通つうに考えて無理だろ」

「そんなの知らないもん！　せっかく就職せずに帰ってきたのに……ふえ～ん！」

　鈴はそのまま泣き出してしまった。

　こいつはよくウソ泣きをする。今回もそんな気がするが……今つっこむと包丁が恐こわいので、俺は必死になだめるしかなかった。




「まったく。鈴にはまいったぞ」

　みんなと登校する中、俺は今朝のことを思い出してため息をつく。

「鈴さまがどうかしたのか？」

　首をかしげる歩ほ貴たかへ、俺は「一緒に文化祭の準備をしたいんだと」と吐はき捨てる。

「それは無理だな。しかしピュアランドもダメで文化祭もダメとなれば……鈴さまはそうとうお怒いかりだったろう？」

「叫びながらキャベツを乱れ斬りしてた」

「順調にヤンデレブラコンとしてご成長あそばしておられるな」

「──妹さん、大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　俺たちの会話を聞いていた美紅が、心配そうに聞いてくる。

「大丈夫じゃないな。主に頭が」

「そ、それはいくらなんでも言いすぎじゃないか」

　困ったように言う美紅へ、渚が「夜空家はそれくらいがちょうどいいのよ」とため息をつく。

「翔かけるのお父さんなんて、翔が引きこもりになったとき『発明してるなら学校行かなくていいだろ』って平然と言ってたし」

「その通りじゃないか。親おや父じもたまにはいいこと言うな」

「全然その通りじゃないわよ！」

　俺の言葉に渚がつっこむも、俺は鼻を鳴らして流す。

「まぁうちの話はいいとしてだ。そもそも文化祭ってなにをするんだ？」

「え！　そこからなの!?」

「俺は三年間ほど引きこもってたんだ。俗ぞく人じんどもの祭典など知るはずもないだろ」

「だから、なんで偉えらそうに言うのよ」

　疲つかれたように肩を落とす渚のそばで、美紅が思い返すように口を開く。

「文化祭とは、学校生活で学んできたことを発表する場だ。私が通っていた聖エーデルワイス女学院では華か道どう部が生け花を披ひ露ろうしたり、クラスで経済誌を作ったりしていたな」

「おいおい、経済誌なんてどうやって作るんだよ」

「社交界での人脈を使って、色々な企き業ぎようの社長にインタビューするんだ」

「俺の人脈なんて、ネッ友くらいだぞ……」

「大丈夫だよカケル！　ネッ友なら僕がいるじゃないか♪」

「だから、たまにＡＩＴＯキャラ出すのやめろよ！　オッサンだと思ってたのに実はバラの君だったなんて……微び妙みように感情を処理しきれんのだ！」

「つれないこと言うなよ～」

　美紅はそう言いながら携けい帯たい電話を取り出すと、メール画面に[image: （^q^）]と表示する。

「てめっ……!!」

　俺たちが喋しやべっていると、歩貴がメガネの位置を直してこちらへ目を向ける。

「どうやら二人とも一いつ般ぱん的てきな文化祭を知らないようだな。ここは一つ、僕が説明しよう」

「よろしく頼たのむぞ。美紅のはハイソすぎてかなわん」

「今の文化祭は凄すごいぞ。まず、新体操部はハイレグで参加だし、水泳部は競泳水着で参加だ。これらの部活はマッサージ等のご奉ほう仕しで客をもてなす。吹すい奏そう楽がく部に至っては女子部員が〝自分の楽器〟で演奏体験をさせてくれる。さらには──」

「ギルティィィ！」

「なんとハレンチな！　聖エーデルワイス女学院に戻もどりたい……」

「二人とも落ち着け。これが現実なんだ」

「俺はそんな文化祭、断固拒きよ否ひする！　いや、全面抗こう争そうだ!!」

「私も参加するぞ！　そのように乱れた風紀、絶対に許してはならん!!」

　俺と美紅が力んでいると、渚は息を吐いて歩貴の頭を叩たたき「ウソばっかり教えないの」と漏もらす。

　って、ウソ!?

「文化祭っていうのは、劇をするクラスや出店をするクラスがあったり、文化部が日ひ頃ごろの成果を発表する場よ」

「なんだその程度か」

「エーデルワイスの文化祭より気軽に楽しめそうだな」

　俺たちが落ち着くと、歩貴は俺に丁てい寧ねいに説明した渚をジト目で見つめる。

「アオイも心と心のキスを経験してから丸くなったな。つまらん」

「リアルでその名を呼ばない！」

　声を上げながらも、渚は「心と心のキス」という言葉を聞いて顔を赤くする。

　そう、俺と渚はＧＷ中にピュアランドでキスをしたのだ。リアルのキスではなくバーチャル世界でのキスだが、唇くちびると唇を合わせてのキス。あのとき渚から流れこんできた海のような愛は今でも忘れられない。いつもケンカばかりしていた俺たちだが、彼女がそんな気持ちで俺を見守っていたと知ったとき胸が高鳴った。

「翔、赤くなっているぞ」

　いきなり横から美紅の声がする。

　慌あわててそちらを見ると、頰ほおを膨ふくらませて腕うでを組んでいた。

「いや、これはべつに、その……」

　俺は彼女とも心と心のキスをしている。俺とキスしている瞬しゆん間かんを心から大切に想おもっていた美紅。ネッ友から始まり、互たがいに多くのことを乗り越こえて得たあの瞬間は俺にとっても大切なものだった。

　考えこんでいる俺を見て、歩貴はあさっての方を見ながらつぶやく。

「最近、翔のリア充じゆうぶりも見み飽あきてきたな」

「リア充言うな！」

「ほらほら、僕の相手をするよりバラの君のご機き嫌げんをとる方が先じゃないか？」

「っ……！」

　そう言われ、いまだに頰をふくらませて腕を組んでいる美紅を見る。

　ご機嫌をとるって……そんなこと俺にできるわけないだろ！　っていうか歩貴、絶対にそれをわかってて言ってるし！

　彼に色々言いたいことはあるものの、俺はとにかく、たどたどしい口調で美紅に別の話題を振り始めた。




　学校に着いていくつかの授業をこなすと、ロングホームルームの時間になる。そろそろ文化祭の話し合いが本格化する頃ころだ。

　学級委員の女子は教きよう壇だんに立つと、黙だまって教きよう卓たくの上にタッチペンを走らせた。するとその動きに連動するようにして黒板に『文化祭　出し物』という文字が浮うかび上がる。

　教室にいる三十名ほどの生徒たちはそれを見ると、自分が当てられないように学級委員から目をそむけた。

「なにか意見がある人はいますか？」

　その声に反応する者はいない。

　クラスに何人かはこういうイベントで盛り上がる者がいてもおかしくはないが、いきなりなので言いづらいのかもしれなかった。

　学級委員もそう思ったらしく、「では近くの人と話し合い──」と言いかける。

　その刹せつ那な、歩貴が素す早ばやく手をあげて「コスプレ喫きつ茶さはどうでしょう？」と言う。

「おま……それ、今朝俺に言ってたのと大差ないだろ」

「なにを言う。オフィシャルな発言にたえうるようマイルドにしてるぞ」

「発言はマイルドでも本音はただの性せい癖へきだし」

「まぁ僕の意見を聞け」

　彼はそう言って立ち上がると、みんなを見み渡わたして話を始める。

「喫茶店なら飲み物の他ほかは、自分たちで作れる簡単なお菓か子しですむ。しかしただの喫茶店というのも味気ないし、せっかくの文化祭なのでコスプレをしてみてはどうでしょう。他に案もないようだし、そう邪じや険けんにする意見でもないと思うのですが」

　歩貴は「他に案もないようだし」の部分をわずかに強調して喋っていた。事実、他に発言する者がいないのだから俺たち五組はコスプレ喫茶で決定だろう。

　歩貴め、あのタイミングで発言すればこうなるとわかってて手をあげたな。

　俺はため息をつくと廊ろう下かへ目を向ける。

　三組の美紅と一組の雪ゆき奈なは、なにをするのだろう。
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　放課後になると、俺は白のロングコートをまとったメシアのピュラアバターでログインした。

　そしてシックなダークブラウンの壁かべに囲まれた管理者用の執しつ務む室へ移動する。

「今日からどのクラスも文化祭モードに入ったようだな。準備が本格化してピュアランドのアクセス数が減る前に対策を打ち出さなければ」

　文化祭といえば一種のお祭りだ。それに勝てるイベントとなると、こちらもお祭り騒さわぎになるようなものを用意した方がいいだろう。

「祭り……文化祭より派手な祭り……そうだ！」

　俺は椅い子すから立ち上がると、拳こぶしを握にぎりしめて声を上げる。

「リアルが文化祭なら、ネットは体育祭でいいじゃないか！」

　我ながら妙みよう案あんに思わず笑いが漏れる。

「ただの体育祭では長期的にアクセス数を上げられないな。普通の体育祭とは一風変わったピュアランドらしいミニゲームをたくさん用意しよう。そしてそのミニゲームにランキング機能をつければ長期的に遊べる。ふはははっ、さすが俺！　ナイスアイデアだ！」

「──文化祭に対して体育祭だなんて、そのまんまだな」

　俺が盛り上がっていたところへ、水をさすように冷静な声が聞こえる。

　目を向けると、羽根付きシルクハットで決めた猫ねこ耳みみの男が見える。歩貴のピュラたるルーガスだ。

「来るのが遅おそいぞ。話し合う前に決定してしまったではないか」

「その安直な発想に疑問を抱いだかないお前を尊敬するよ」

　彼は深い息をつくも、執務室の入り口に立ったまま動かない。

「どうした？　早く中へ入れよ」

「いや、それが……」

　彼は言いづらそうにしながらも、黙っていてもしかたないと思ったのかすぐに口を開く。

「俺たちの正体がばれた」

「え!?　誰だれに!?」

「──ボクだよ」

　その声とともに、ルーガスの後ろからウサ耳をはやしたブレザー姿の少女が出てくる。

　彼女はアニル。確かに聡さとい人物ではあるが、たまにしか会わない彼女に俺の正体がばれるだなんて考えにくい。……本当に合ってるのか？

「ふっ。このメシア、貴様ごときに遅おくれなどとらんわ。俺の正体がわかったというなら言ってみるがよい」

「声が震ふるえてるよ？」

「うるさい！　早く言え」

「メシアとソラは同一人物で、正体は夜空翔。ルーガスは猫ねこ谷たに歩貴」

「うぐっ」

　当たってる。だがメシアの正体がばれたとなると、ピュアランドが大だい炎えん上じようしかねん。なんとしてもごまかさなければならない。

「ルーガス、冗じよう談だんはやめろよ。まるでハズレじゃないか」

「その手は僕も使った。だが彼女には──」

「それはボクから説明しよう。ボクの固有アクション、〝特異点のデイメンシヨン・観測者ウオツチヤー〟についてね」

　特異点の観測者……よりによってブラックボックスの一部である固有アクションが原因とは皮肉なものだ。しかしそのブラックボックスがなければピュアランドもなかったのだ。

「ボクの能力は、端たん的てきに言えば〝みんなのログイン状態がわかる〟んだ。ピュアランドには純高生の中でもとりわけピュアな生徒しかいない。一学期の間リアルとネットをずっと観察していれば、何人かの正体はわかるよ」

「ぐぬぬ……しかしメシアとソラが同一人物ということまでわからんだろ」

「そうだね。それに関してはボクがずっと抱いていた疑問からわかったよ。『なぜメシアはピュアランドの運営ばかりやって恋れん愛あいはしないんだろ？』ってね。可能性はいくつか考えられるけど、これは単純にソラとメシアの性格が一いつ緒しよだったからわかった。ついでに言うと夜空翔の性格もまんま一緒」

「なぜかあまり誉ほめられてる気がしない」

「素晴らしいことなんじゃない？　裏表がなくてさ」

「そ、そうか」

「でも、裏表がないからって人格者とは限らないよね」

「おまっ……！」

　怒おこりかけたが、俺は深呼吸をして自分を落ち着かせる。

　固有アクションで正体がばれたのなら、俺では防ぎようのなかったことだ。今考えるべきは、なぜアニルはわざわざここへ来て俺たちにそのことを教えたかだろう。

　俺は内心の動どう揺ようを隠かくすかのように椅子へ座りなおし、足を組んで鋭するどい視線を送る。

「それで、取り引きの条件はなんだ？」

「そういう中二病を隠しもしないから正体がばれるんだよ」

「うるさいわ！」

「べつに取り引きするつもりはないよ。ただ、二人の正体に気づいたって教えただけ。でも──」

「でも？」

「お願いならあるかな」

　アニルはそう言うと、今まで見せたこともないような極ごく上じようの笑えみを浮かべる。

　明らかに脅きよう迫はくしてるだろ！

「くっ、とにかくそのお願いとやらを言ってみろ」

「ありがとう。リアルでおこなわれる今度の文化祭についてなんだけど、一年生の中で劇をするクラスがあるんだ。その劇を成功させて欲しい」

「は？」

　突とつ拍ぴよう子しもないお願いに、俺は目が点になる。

「他のクラスの出し物だろ？　なんで俺たちが成功させなきゃいけないんだよ」

「質問は受けつけない」

「そうは言ってもだな、他のクラスの出し物を手伝うなんて無理だろ」

「言い訳もうけつけない」

　……完全に平行線だった。

　そんな中、今まで黙っていたルーガスが急に踵きびすを返す。

「僕は五組のコスプレ喫茶で〝店長〟になってしまったから、メシアを手伝うのは無理だ。すまないが一人でがんばってくれ」

　彼はそう言って軽く手をあげると、さっさと執務室を出ようと──。

「待てぇぇぇい！　お前の正体もばれてるんだぞ。手伝えよ」

「店長としてクラスの舵かじを取りながら演劇も手伝うなんて、僕が死ぬじゃないか」

「店長になったのは、お前が性癖でクラスの出し物を決めたからだろ。そもそも俺が他のクラスに溶とけこめると思うか？　劇を手伝うための渡わたりをつけられると思うか？」

「無理だ」

　その通りなのだが、即そく答とうで明言されるとさすがに少し傷つく。

　俺たちが黙りこんでいると、アニルが「話し合いは終わったかい？」と声を上げる。

「それじゃ、よろしく頼たのむね」

　彼女はそう言って執務室を出ようとする。

　っ……世せ俗ぞくから離はなれたユートピアたるピュアランドで、まさかリアルのお願いをされるはめになるとは。創設者として、かなり不本意だ。

「アニル。お前にとってその劇は、そこまで大切なものなのか」

　呻うめくように漏もらしたそのひと言に、彼女は立ち止まる。

　そしてこちらを向いて目を細めると、いつになく真しん剣けんな表情で口を開いた。

「きみたちにとって、ピュアランドは本当に必要なものか見てみたくてね」

「見てみたいだと？」

　彼女はうなずくと、今度こそ執務室を出ていってしまった。

　ピュアランドの固有アクションは、本人の純心と関係が深い。観察者としての能力を持つ彼女が見てみたいものとは……一体なんなんだ？
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　次の日の昼休み。

　俺はいつものメンバーたちと集まって中庭のベンチに座り、昼飯を食べていた。

　どのクラスが演劇をするのか探さぐるためだ。

〝メシアとルーガスの正体が第三者にばれた〟ということは、まだ誰にも話していない。話せばアニルの要求にみんなを巻きこみかねないからだ。演劇をするクラスがどこなのかは、あくまでさりげなく聞き出す必要がある。

　俺はパンを一口かじると、右みぎ隣どなりでサンドイッチを食べていた歩貴へ目配せして喋しやべり出す。

「そういえば、俺たちのクラスは文化祭でコスプレ喫きつ茶さをすることになったぞ。美紅のクラスはどうなんだ？」

「三組はアイスクリーム屋だな。エーデルワイスでは考えられない出し物だ」

　美紅は弁当箱に入っていたテリーヌへフォークをのばしながら、楽しそうに笑って言う。

「これも純じゆん菜な高校へ来たおかげだな。もしエーデルワイスの高等部へ進んでいたら、こんな体験はできなかった」

「そうか、それはよかったな。ピュアランドだけじゃなくて学園生活も楽しめるなら、親の反対を押し切って来たかいがあるよな」

　俺の言葉に、美紅は顔をほころばせてうなずく。

　彼女が文化祭を待ち遠しく思っていることがよくわかった。

　だからこそ改めて思う。俺たちの正体がばれたことはまだ言うべきではない。言ってしまえば、彼女は文化祭そっちのけで俺たちに協力してしまうだろう。

「お嬢じよう様さま校とは違ちがう普ふ通つうの文化祭、ぞんぶんに楽しんでくれよ」

「もちろんだ。よーし、城じよう之の森もり家の力を総動員して最高のアイスクリーム屋を作るぞ！」

「全然普通じゃねーし！」

　俺は声を上げると、息を吸って仕切り直すように口を開く。

「ちなみに、他ほかのクラスはどんなことをするんだ？」

「私が知る限りでは二組が合唱で四組がダンスだな」

　今ので約半数のクラスの出し物がわかったが、演劇はない。

　他のクラスはどうなんだろうと考えていると、隣のベンチでおにぎりを食べていた渚が「一組はなにをするの？」と横へ目を向ける。

　彼女の横に座っているのは、弁当箱を膝ひざの上に置いた雪奈だ。しかし雪奈は喋る寸前、なぜか言いづらそうに唇くちびるへ力を入れる。

「……演劇」

　雪奈のクラスか！

　やっと当たりを見つけた俺は、横にいた歩貴へ目を向ける。

　すると彼は力強くうなずき、「どんな劇をするんだ？」と雪奈へ問いかけた。

「夏だから恐こわい話がいいって……雪女になった」

「なるほど。怪かい談だんか」

「少し違うみたい。演劇部の子が舞ぶ台たい監かん督とくと脚きやく本ほんをやって、ネオ雪女をやるとかで」

「ネオ雪女？　ずいぶん創作意欲に溢あふれた子だね」

「わたしたちと同じ小学校だった秋あき田た葉よう子こさんよ。覚えてる？」

　歩貴たちの話を聞きながら、俺は記き憶おくをたぐり寄せる。

　確か、雪奈と一緒によく図書室にいた子だ。葉子の場合は本が好きというより「物語」が好きで、舞台や映画もよく見に行っていた。

　俺は考えつつも声をひそめて歩貴へ喋りかける。

「しかし雪女とは……雪奈のイメージにピッタリじゃないか？　あいつ二面性あるし。ギルティだし」

「『雪奈が雪女』だなんてひどいオヤジギャグだぞ」

「いけると思うんだけどなぁ」

　二人で話しこんでいると、不意に歩貴が眉まゆを寄せる。

「どうしたんだ」

「そういえば、さっきから雪奈がやけにふさぎこんでないか？」

「言われてみれば、クラスの出し物を聞いたときリアクションに間があったな」

「もしかして一組の演劇になにか問題があるのかもしれない。アニルがわざわざ『演劇の成功』を頼むくらいだし」
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　雪奈へ目を向けてよくよく見ると、彼女は持ってきていた弁当を一口も食べていないことに気づく。

「なにかあったのか？」

　思わず彼女へ問いかけたそのとき、「雪奈見っけー！　ネオ雪女の案がまとまったから聞いてよ」と大きな声が聞こえる。

　見ると、丸眼鏡をかけておさげをした女子が元気にこちらへ駆かけてきていた。

「もう……お昼休みになった途と端たんに消えるんだもん。探したじゃない」

「ごめん。渚さんに呼ばれたから」

「そっか。最近たまに話してるもんね。渚、ひさしぶりー」

「ひさしぶり。葉子はあいかわらず元気ね」

「水泳部のエースよりは元気ないんじゃない？」

「あたし、葉子みたいに大声でだべらないわよ」

「なに言ってるの。いっつも大声で翔につっこんでるらしいじゃない」

　葉子の登場によって、いきなりガールズトークが始まってしまった。会話に俺の名前が出たにもかかわらず、しっかり蚊帳かやの外である。

　そんな中、葉子は大事な用事を思い出したように自分が持っていたプリントの束を見つめる。

　その表紙には『ゲレンデの雪女』と大きな文字で記されていた。

「そうだ、演劇の話をしにきたんだ。まったくもう……雪奈は主演なんだから、しっかり自覚を持ってよね」

「「主演!?」」

　その場にいたみんなの声が、重なる。

「雪奈が主演って……雪女ってことか？」

　俺が啞あ然ぜんとして聞くと、葉子は「そうよ。ピッタリでしょ」と胸を張った。

　いや……うん、だよな。歩貴のヤツめ、全否定しやがって。

　しかし雪奈へ視線を向けると、彼女はうつむいて押し黙だまっている。主演に対して明らかにプレッシャーを感じているようだった。

　そのとき、歩貴が俺の脇わき腹ばらを軽くつついてくる。

「演劇クラスが抱かかえていた問題とは、雪奈の主演のことだったようだな」

「あぁ。しかし、これはチャンスじゃないか？」

「どういうことだ」

「葉子は俺たちが昔から知ってる女で、しかも舞台監督だ。歩貴がいつもの調子で葉子に頼めば簡単に演劇を手伝えそうじゃないか」

「なるほど」

　彼はそう言うとすぐに立ち上がり、葉子の前に行く。

「ゲレンデの雪女か、興味深いタイトルだね。ぜひ僕たちに手伝わせて欲しい──と翔が言ってたよ」

「俺言ってねーし！」

「手伝いたいんだろ？」

「それはその通りだが……」

　そこまで言うと、渚が「なんであんたが他のクラスの手伝いするのよ」と眉を寄せる。

「ヒッキーで面めん倒どくさがり屋のあんたがそんなこと言うなんて、絶っっ対におかしい」

　幼なじみの勘かんというのか、鋭するどいことを言う。

「いやな、俺にも学術的探究心が出てきたというか、引きこもって失った青春を取り戻もどすために今を駆け抜ぬけようとしてるんだよ」

「あんたはむしろ、文化祭当日に仮け病びようしてネトゲしそうじゃない」

「そうか、その手があったか……じゃなくて渚くん、そんな不ふ真面目まじめなことはいかんよ」

「あんたがそれを言う？　どう考えても怪あやしいわよねぇぇぇ」

　正直な話、これ以上渚の追つい及きゆうをかわす自信がない。渚が正論すぎて辛つらい。

　俺がうろたえているのを見た歩貴は、助け船を出すようにして葉子へ視線を送る。

「葉子。それで、僕と翔が演劇を手伝うことは可能だろうか？」

「っっ……っぅ！」

　なぜか、葉子が妙みような呻き声を出し始める。

　どうしたのかと思って見ていると、彼女は急に天を仰あおいで両手をあげた。

「これだわ！　今、私の頭に神が降りてきた！　ＯＫ、了りよう解かい、手伝ってちょうだい!!」

「ず、ずいぶん勢いがいいね」

　さすがの歩貴も葉子の反応にうろたえ、「とにかくよろしくお願いするよ」と絞しぼり出すのが精せい一いつ杯ぱいだった。

　しかし葉子の勢いは止まらない。彼女はポケットからペンを取り出すと持っていたプリントの裏に凄すごい勢いでなにかを書き始める。

「うん、そう……いける！　決めたわ」

　彼女はそう言うと、丸眼鏡の端はしを光らせてこちらへ目を向ける。

「翔、この劇の成功のためになんでも手伝ってくれるわね？」

「なんでもっていうのは……でも成功してもらわないと俺も困るというか……」

「なら成功のため、あなたにお願いするわ」

　彼女はそう言うと、まるでなにかを宣告するかのように俺へペンの先を向ける。

　そして声高らかに言い切った。

「ゲレンデの雪女は……雪奈と翔の主演でいくわ！」
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　主演宣告されてから三日。学校では段々と文化祭の準備が進み始め、我がクラスでも互たがいの役割分ぶん担たんが決まった。

「美術班、教室の内装案が決まった。この図面にもとづいて各自やることを決めてくれ。それと衣装班。今日がコスプレ案の締しめ切りだったが、みんなの希望は集まったかい？」

　歩ほ貴たかは店長として指示出しに忙いそがしそうだ。

　そんな彼を見つめながら、俺は総務班──ようするに雑用として、ＡＲメガネをつけて作業の行程表を作っている。

　ピュアランドではメシアとして音おん頭どを取っている俺だが、事務仕事も嫌きらいじゃない。裁さい縫ほうや力仕事はお断りだからな。

「あれ？　渚なぎさがまだコスプレ案を出してないな。ふっ……ならば俺チョイスで勝手に決めてやろう」

　俺は目の前に浮うかんで見える半はん透とう明めいのキーボードへ手を伸のばすと、適当に案を打ちこむ。

「さて、あとは飲食班の仕入れ予定か。プリントは、えーっと……」

「はい、ここよ」

　ＡＲメガネから見える半透明の視界の中で、女子の声とともに俺へプリントが差し出される。

「すまんな」

　俺は机の上にプリントを置くとすぐに予定を手打ちした。全員データで情報を提出してくれれば楽なのだが、みんながみんな学校へＡＲメガネを持ってきているわけではない。たまに手打ちが発生するので俺もそれなりに忙しかった。

「他ほかになにか手伝うことはある？」

「そうだな……みんなで情報共有をするために、捨て垢あかでクラウドの設定をしてくれ」

「はーい！」

　ずいぶんと気のきく女子だ。

　そんなことを考えながら俺はプリントの手打ちを進める。なにせ俺は一組の演劇も手伝わなければならないのだ。しかも……主演！

「くそっ、葉よう子このヤツなんで俺を主演なんかに」

　知らず愚ぐ痴ちが漏もれる。

　確かに手伝わせて欲しいと言ったが、いきなり主演に抜ばつ擢てきするか？　しかも葉子は俺と歩貴が逃にげられないよう演劇部に仮入部させ、「部からの助すけっ人と」という体てい裁さいを整えてクラスに発表してしまった。

　詰つんだ……俺、詰んだ。演技なんてできる自信ないぞ。

　長いため息を漏らし、俺の手が止まる。

「お兄ちゃん。クラウドで情報共有する設定が終わったわ。データができたらこのＵＲＬにＵＰして」

　さきほど俺にプリントを渡わたしてくれた人だろう。俺のＡＲメガネにメールが送られ、受信リストに『妹』と表示される。……って、妹!?

　その瞬しゆん間かん、俺はＡＲメガネを外して隣となりの席へ目をやる。

　すると、鈴りんもまたＡＲメガネを外してこちらへ笑え顔がおを向けていた。

「お前なんでここにいるんだ!?」

「だってやりたかったんだもん」

「バカ。こんなところ先生に見つかったら怒おこられるぞ」

「大だい丈じよう夫ぶよ。鈴は今、学校見学の最中だもーん」

　彼女はそう言って「見学」と書かれたバッジを取り出す。

「ここの先生にお願いしたの。『鈴はアメリカの大学を卒業しちゃったけど、いずれ純じゆん菜な高校で勉強し直したいなーって思ってます☆』って」

「し直す必要ないだろ！」

「Ｏｈ！　リンはアメリカ生活が長かったノデ、日本語を少し忘れてマース。高校レベルで習い直すのが一番だと考えマシター」

「てめっ……！」

　つい手が震ふるえる。

　くそ、忘れてた。俺の妹は目的のためなら手段を選ばないうえに、無む駄だにハイスペックだった。学校側としては天才の鈴が入学すればそれは嬉うれしいだろう。

「もしかしてこいつ、すでにピュアランドへ侵しん入にゆうしてるんじゃ……」

　疑念が頭をよぎるも、今はそれどころではない。こんなことがクラスの連中にばれたら──。

「きゃ～かわいい！　あなたどうしたの？」

　さっそく鈴に気づいた女子が声をかけてくる。

「夜よ空ぞら翔かけるの妹です。学校見学の一いつ環かんとして文化祭のお手伝いをさせて頂くことになりました。ふつつかものですが、よろしくお願いします」

　鈴はそう言って一礼する。

　だが、うつむけた顔の横から、笑みで歪ゆがんだ唇くちびるの端はしが見えた。

　ぜってー帰らせる！

　そう決意して立ち上がり妹の腕うでをつかんだ途と端たん、彼女は「クラスのみなさんも、これからよろしくお願いします！」と大声を上げた。

「あの子誰だれだ？」

「夜空くんの妹さんだって～」

「翔か？　あいつ、あんなかわいい妹がいたのかよ」

「きゃー、ちっこ～い！　夜空くん紹しよう介かいしてよ～」

　いつの間にかクラス中の視線が俺へと集中する。

　歩貴もこちらに気づいて一いつ瞬しゆんだけ目を向けたが、それですべてを悟さとったのか我関せずと視線をそらしてしまった。

「ほら、早く紹介してってば」

　黙だまっている俺へ、しかしクラスメートの追つい及きゆうは止まらない。

　ただでさえ注目されるのが苦手なのに、よりによって妹で注目されるなんて……。

「お……覚えてやがれ～～～～！」

　俺はまるで三下悪役のような捨てゼリフを吐はき、その場から逃げ出してしまった。




　教室を駆かけ出たまま廊ろう下かを走っていると、向こうから豊満な胸を白衣の間からちらつかせている先生が歩いてくる。保健室の野の原はら祥しよう子こ先生だ。

「こらこら、廊下は走っちゃいけませんよ～」

「これには深い事情があってだな」

「妹さんが来たの、そんなに嫌いやだった？」

「なんで知ってるんだ!?」

「保健室にはいろんな噂うわさが舞まいこむもの～」

　先生はそう言ってお茶目にウインクすると、「ヒマなら、一いつ緒しよに見回りする？」と持っていた救急箱をかかげる。

「文化祭の準備が始まると、小さなケガをする生徒が増えるのよね～。わざわざ保健室まで来ない生徒も多いし、見回ってるのよ」

「なるほど。しかし保健室に誰もいないと困ると思うが」

「学校から支給されてる携けい帯たい電話の番号を扉とびらに貼はってるわ～」

　それなら問題ないか。しかし先生は俺の反対側から歩いてきたのだ。一緒に見回りすると五組の方へ戻もどってしまう。

「見回りは遠えん慮りよしておく。それじゃ」

　そう言って俺は野原先生と別れた。

　そしてしばらく歩いていると、一組の前に来る。

「あ、翔じゃん！　ちょうどよかった。みんなに主演の顔見せするわよ」

　いきなり葉子に見つかり、俺は強ごう引いんに腕を引っ張られて一組に入ってしまう。

「みんなー。彼が演劇部から助っ人に来てくれた夜空翔くんよ」

　俺と一緒に教きよう壇だんに立ち、彼女は大声で言う。

　その直後、教室にいた生徒たちの視線が一いつ斉せいに集まった。

　うぐっ。みんなに注目されるのが嫌で自分の教室から出てきたのに……。

「わざわざ面めん倒どうな主演を引き受けるなんて、物好きだなぁ」

「演劇部なんだからいいんじゃね？」

　男子の間から、やる気のない声が漏れる。

　しかしその合間から、小さくも鋭するどい声が聞こえてきた。

「なんで他のクラスのヤツが深み山やまさんの相手なんだよ」

「あいつ、バラの君や水泳部のエースとも仲良いヤツだろ。ふざけやがって」

　こ、恐こわっっ。

　俺がひるんでいると、葉子が面おも白しろそうに「雪ゆき奈なって一部の男子には凄すごく人気あるから」と耳打ちしてくる。

「そんな面倒な役を押しつけるなよ！」

「あんたが手伝いたいって言ったんじゃない」

「それはそうだが、普ふ通つう主演にするか？」

「するわよ。ずっと待ってたのに……」

　待ってた？

　俺が首をかしげるも、彼女はさっさと教室の机に向かい、プリントの束を持って帰ってきた。

「これ、『ゲレンデの雪女』の脚きやく本ほん。もともと大筋はできてたけど、あんた用に書き直したやつだから」

「わざわざそこまでするのか」

「なるべく自分に似てる方が演じやすいでしょ。雪奈は図書室で脚本の読みこみをしてるから、翔も一緒にやってきなよ」

「あいつと二人きりでか!?」

「小学校の頃ころはよく一緒に図書室にいたじゃない。今さらなに恥はずかしがってんのよ」

「ばっ……恥ずかしがってない！」

「まったくもう。あんたたちっていい雰ふん囲い気きだったのに、どうしてそこまで態度を変えちゃったの？」

　彼女は心底うんざりしたように漏らす。

　そうか。葉子は小学校の頃から雪奈と仲がよかったし、なんとなく俺たちのことを察してるのか。

　反応につまって言葉を失った俺は、「よけいなお世話だ」と声を絞しぼり出し、教室を出た。

　廊下を歩きながら、俺は自分の初はつ恋こいが終わったときのことを思い出す。

　三年前、俺は雪奈に恋をしていた。小学校に転校してきたばかりの彼女はおとなしい読書家タイプだったが、俺やクラスのみんなと交流を深めるうちに明るい一面も見せてくれるようになった。彼女のそんな変化がどこか嬉しく、俺は惹ひかれていったのだ。

　だが、雪奈の意外な行動によって俺の恋は終わりを迎むかえる。それは彼女の立ち上げた「ラブレター」と題されたスレッドだ。

　ＳＮＳを出会い系サイトのような使い方をする者も多い。だがまさか、あの雪奈がそれをするなんて……。

「あれから三年か」

　俺は自分が過ごした月日を思い出す。

「って、自室の思い出しかないな」

　まさに青春を賭かけたというやつだろう。自室で過ごしたその三年こそがピュアランドを完成させ、俺を再び外の世界へと導いたのだ。

　そして今、ピュアランドは順調に運営を続けている。ネットでこそ人は本ほん性しようを現すという信念。それがプレーヤーたちに受け入れられた結果でもあるだろう。

「そういえば、歩貴が変なことを言ってたな」

　──ピュアランドがその存在意義を否定されたとき……お前はそれでもプレイし続けられるか？

　まったく。せっかくピュアランドが軌き道どうにのったというのに、不ふ穏おんなことを言いおって。一体誰がピュアランドの存在意義を否定できるというのだ。

　俺は息を吐くとその場で顔を上げる。

　すると、『図書室』と書かれたプレートが目に入った。

「ここは……雪奈がいる所じゃないか」

　考えごとをしていたせいで知らず来てしまったらしい。

　俺は葉子から渡わたされた脚本に目を落とす。

　う～ん。脚本は覚えなければならないが、自分の教室に戻るのも嫌だし……。

　彼女に言われたからではないが、ここで読む以外に選せん択たく肢しはなさそうだった。

「しかたない。入るか」

　俺はそうつぶやいて扉を開ける。

　すると椅い子すに座って机にほおづえをつき、窓の外をぼーっと眺ながめている雪奈が見えた。

「なんだ、サボりか？」

「あっ……」

　彼女は驚おどろいたようにこちらを振ふり向くと、ばつの悪い顔をして「なかなか脚本が頭に入らなくて」と漏もらす。

「あまりのり気じゃなかったもんな」

「うん。葉子さんは『あなたならできる！』って言うんだけど……」

　一組は確か、夏だから恐い話をやろうという流れで雪女を題材に選んでいた。正直な話俺も雪奈が雪女というのは合ってると思うが、この雰囲気では言いづらい。

「そういえばこの脚本、俺たちに合わせてキャラを書いてるとか言ってたな」

　黙ってうなずく雪奈を見て、俺は彼女の向かいに座り脚本をざっと読む。

　この『ゲレンデの雪女』は、雪女の現代版らしい。

　民話で伝わっている「雪女と人間の男の間に生まれた子供」が今の時代まで生き、高校生くらいの少女に成長していたという設定だった。

　半人半はん妖ようの少女は、しかし人間として生きたいと願い、人間の男と恋をしたいと思っている。ゲレンデの近くに住んでそのチャンスを待つも、その美び貌ぼうゆえ体目当てのナンパばかりだ。そして男に襲おそわれるたびに妖よう怪かいとしての力が働き、〝吹雪ふぶき〟の力で相手の精を奪うばってしまう。

「おぉぉい、すげービ●チだな！」

　つい声を上げてしまうが、雪奈も脚本を読み始めており声は聞こえていなかった。

　よ、よかった。しかしゲレンデで男漁あさりしてたらそりゃ襲われるだろ。

　これが雪奈に合ったキャラだとは……そうか。ＳＮＳで男漁りしてた彼女になぞらえたわけか。

「葉子、けっこうエグいな」

　ぼそりと漏らすと、脚本の続きを読む。

　雪女から吹雪を受けた男たちは次の日にひどい凍とう傷しようで見つかり、それを見たスキー客たちは口々に「雪女とヤって精を奪われた」と間ま違ちがった噂を広めていた。

　そんな中、ゲレンデを経営する一家の息むす子こは、高校生ながらに雪女を討とう伐ばつしようと思い立ち上がる。

「お、この男が俺か。ふふふっ……ヒーローではないか」

　つい笑えみが漏れる。

　討伐ということは退たい魔まものか。眠ねむっていた退魔師の血が覚かく醒せいするのか？　それとも蔵くらの奥に隠かくされていた伝説の武器を手に入れるのか？

　期待に胸を膨ふくらませながら次の行を読んだ瞬しゆん間かん、俺の目が点になった。

『雪女をそれと知らず一目見たそのときから、少年は恋に落ちてしまった』

「ってこれ、ラブストーリーじゃねぇかぁぁぁぁぁ！」

　驚きのあまり、俺は脚本を机に叩たたきつける。

「聞いてなかったの？」

　さすがに声が大きかったのか、雪奈は顔を上げてこちらを見つめていた。

「この話は、自分の正体を打ち明けられない雪女と、そのせいで悩なやみ続ける少年の話よ」

「マジでラブストーリーだな。恐い話をやるんじゃなかったのか？」

「最初はもうちょっとホラーだったけど、翔くんが主演に決まって変わった」

　彼女は戸と惑まどったように漏らし、脚本に目を落とす。

　つまり俺は、雪奈とラブストーリーの主演をするのか？

「おいおい……俺、演じきれる自信がないぞ！」

「わたしも」

「っていうか、これのどこが俺たちに合わせたキャラなんだよ！」

「セリフは翔くんっぽい」

　言われて再び脚本を見る。

『健全な男子をかどわかし精を奪うビ●チめ。我が聖なる右みぎ拳こぶしを食くらうがよい！』

　確かに俺だが、客観的に見るとこう、背中の辺りがむずがゆくなる。

「主演になって、雪奈が悩んでいた理由がわかったよ」

　俺はため息をつくと、椅子に背をあずける。

　人に注目されるのが苦手なのは雪奈も同じなのだ。キャラと合っているからと言っても、悩むだろう。しかもよりによってラブストーリーだなんて。

「葉子め、独裁政治をしおって。これではクラスがバラバラになるんじゃないか？」

「みんなは楽しそうに準備してる」

「本当か？」

「葉子さんはみんなのことよく見てるし、文句を言う人はいない。翔くんが主演に決まったときはさすがに男子が騒さわいでたけど」

　俺は一組で男子から向けられた敵意の眼まな差ざしを思い出す。

　くっ……アニルのことさえなければ、絶対にこんな役は降りるのに。

「そういえば、なんでアニルは一組の演劇を気にするんだ？」

　彼女はかなり早い段階で演劇のことを知っていた。そうなると、アニルの正体は一組の人間か、もしくは一組の人間と仲がいい人物ということになる。

　それにアニルが言った『ピュアランドは本当に必要なものか見てみたくてね』という言葉も気になる。

　なぜアニルはピュアランドの存在意義を試ためすようなことをするんだ？

「まったく……歩貴もそうだが、どいつもこいつもピュアランドの存在意義を気にしおって」

　ピュアランドは俺が俺のために作った箱庭だ。

　しかしプレーヤーはすでに五十名を超こえている。

　もう、俺だけのものではないのかもしれない。




　雪奈はそのあと、すぐにクラスへ帰った。衣装のために採寸があるらしい。劇の時代設定は現代なので、雪奈以外の出演者は古着屋でサイズの合う服を探してくるようだ。

　夜七時くらいまで図書室で脚きやく本ほんを読みこんだ俺は、さすがに自分の教室へと帰る。

「今までどこにいたのよ！」

　俺を見るなり渚が腰こしに手を当てて息を吐はく。

「もう部活は終わったのか？」

「文化祭の準備もあるしね。さっきまで鈴ちゃんが『お兄ちゃんどこー!?』って学校中を走り回って大変だったんだから」

　言われて携けい帯たいを見ると、鈴からの着信が百件あった。

「──そのうち刺さされるんじゃないか？」

　歩貴が後ろから俺の携帯をのぞき、ぼそりと言う。

「リアルだからやめろ」

　言いながら、俺はふと渚のコスプレを勝手に決めてしまったことを思い出した。

　今さらだが……ばれたら怒おこられる気がする。

「いきなりだが渚、文化祭の準備でなにか忘れてることはないか？」

「べつに。なんでそんなこと聞くのよ」

「俺は総務だからな。一応聞いただけだ」

　部活で忙いそがしいせいだろう。彼女は希望するコスプレの提出を忘れているようだ。

　そのとき、彼女はこちらの手にあった脚本に気づく。

「まさか、一組にいたの？」

「一組に寄って、図書室で脚本を読んでた」

「演劇をやりたいっていうならべつにいいけど、ちゃんと自分のクラスの準備を進めてからしなさいよね」

　彼女はいつものオカンな調子で言う。

　普ふ段だんだったら聞き流していたが……渚、お前はコスプレ案を出し忘れていたんだぞ！

「ちっ。やっぱ教えるのやめた」

「なにを？」

「くくくっ、己おのれの傲ごう慢まんな態度を呪のろうがいい。貴様は今日のことを一生後こう悔かいするだろう」

　そう言って高笑いをしていると、彼女は「なにバカなこと言ってんのよ」と俺の手から勝手に脚本を取る。

　そしていくらかページをめくると──。

「これ、ラブストーリーじゃない！」

「そうなんだ。葉子め、勝手に主しゆ旨しを変えおって」

「じゃあ、雪奈ちゃんとラブシーンをするってこと？」

「う、うむ……」

　そうだ。そうなのだ。主演のストレスで完全に頭から飛んでいたが、俺はあの雪奈とラブシーンを演じることになるのだ。

　俺は慌あわてて渚から脚本を取り上げると、盛り上がりのシーンを読み返す。

「キ、キスする寸前で照明を落としてごまかすところはあるな」

「そっか。それだけね」

　彼女が安心したように息をついたそのとき、歩貴が「翔は不器用だからな。失敗して本当にキスしたりして」などと言い放つ。

「俺がそんなドジするわけないだろ！」

「そうか？　ちゃんと背筋を鍛きたえておかないと寸止めできないかもしれないぞ」

「翔、今すぐトレーニングしなさい。あたしが足を押さえてあげるから……ほら、一・二・三！」

　渚が焦あせったように俺を押し倒たおし、その場で背筋トレーニングをさせる。

　あまりに必死の形相だったので逃にげることもできない。

　くそっ、なんで俺ばっかりこんな目にあうんだ───！
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　家に帰ると、俺は緑色のシャツを着ているソラのピュラアバターでピュアランドへログインした。すると辺りから疾しつ走そう感のあるオーケストラ曲が聞こえてくる。体育祭でよく使われているものを俺が選んで流しているのだ。

「よし、さっそく体育祭に参加するか」

　そう言うと、『体育祭の種目』と書かれた画面を開く。

　体育祭用に作ったミニゲームの数々は、リアルの体育祭でよくある種目をピュアランドなりに変えたものだ。一人で参加できるものから複数で参加する種目まで色々ある。

　そして体育祭の期間が終わるときに各ミニゲームで一位をとっていた者たちには、賞品として『メール機能』が与あたえられるのだ。

「俺とセフィアはすでに使える機能だが、どちらも正体は運営側だしな」

　チャラいＳＮＳにならないよう機能制限の多いピュアランドだが、みんなもうここでの距きよ離り感がわかっている。そろそろ便利機能を解放し始めても大だい丈じよう夫ぶだろう。

「さて、手始めにどの種目からやるかな」

　言いながら画面を眺ながめていると、セフィアから『障害物二に人にん三さん脚きやくにいるわよ[image: （^O^）/]』とメールが届く。

「一人でやるよりは、二人でやった方が楽しいよな」

　そうつぶやくと、俺は画面から障害物二人三脚を選せん択たくした。

　移動した場所は、大きな公園のアスレチックエリアのような所だった。辺りに緑と遊具があり、道の流れにそって〝障害物〟が設置してある。

「ソラ、ここよ～！」

　お姫ひめ様のような恰かつ好こうをした少女が、こちらへ元気に手を振ふってくる。彼女はセフィア。美み紅くのピュラだ。

「よし、さっそく始めるか」

　彼女は俺の言葉にうなずくと、持っていたロープで二人の足をしばる。

　そして白線で引かれたスタートラインに立った。

「この白線を越こえた瞬間から自動的にタイムが計られるぞ」

「オッケー。まずはロープで結ばれた足から出すわよ」

　セフィアの目はマジだ。しょっぱなから一位を狙ねらう気満々なのがわかる。俺たちはすでに優勝賞品を持っているというのに……相変わらずピュアランドに全力投球だ。

「私がカウントするから、それに合わせて走って。それじゃ、三・二・一──」

「「スタート」」

　二人で息を合わせて足を踏ふみ出す。しかしその途と端たん──。

「ぐわっ」

「きゃっ」

　セフィアの歩ほ幅はばが異常に大きく、俺たちはバランスを崩くずしてしまった。

「痛っ……なんだそれは!?」

「なんだじゃないでしょ！　男のくせにちまちま走ろうとしないの」

「それにしたって、ほぼジャンプしてたじゃないか」

「そうでもしないと一位になれないじゃない」

「やる気ありすぎだ！」

　俺たちは口論しながらも起き上がると、再びスタートラインの前に立った。

「もう。今度はさっきの歩幅の半分くらいにするから、合わせてよね」

「それでも充じゆう分ぶん危ないと思うが……」

　彼女は俺の意見を聞く気はないらしく、すでに走り出す準備を終えている。

　しかたなく俺も構え、セフィアのカウントに合わせて駆かけ始めた。
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「今度は順調ね」

「これ、最後までもつのか？」

　そんなことを言いながら駆けていると、道の脇わきに看板が見えてきた。

『二人で♡アメ食い』

　看板にはそう書かれている。

「なにあれ？」

「あれはアメ食い競争だ。器うつわに粉が敷しきつめられていて、粉の中にアメが隠かくされている。そのアメを唇くちびるの感かん触しよくだけで探して食うものだ」

「へぇ。エーデルワイスの体育祭にはなかったわ」

「庶しよ民みん的てきだからな。しかしこの競技はそれ以上に重要なことがある」

「どんなこと？」

「互たがいの顔の位置を常に勘かんで探さぐりながらアメを探さないと……最悪、キスしてしまうのだ！」

「なにそれ!?」

　セフィアの啞あ然ぜんとした声が響ひびく。

「もちろん、それはギルティだ。そしてピュアランドのプレーヤーたちはそんなキスを望まない。つまりこのアメ探しは、己の純心を賭として挑いどまなければならない難関なのだ」

「たかが体育祭でそんなハードル上げないでよ！」

「お前が作るイベントより何千倍もマシだろ！」

　セフィアはさらに文句を言おうとしたが、時間が惜おしいようだ。彼女はすぐに粉の中へ顔を埋うずめた。

　俺もそれに続いて顔を埋める。

　息ができない中、ザラザラとした粉の感触がする。しかし奥へ潜もぐらせても端はしを調べてもアメはない。残るは中央だが、それはセフィアとキスしてしまう可能性を示していた。

　俺は以前、セフィアと心と心のキスをしたことがある。しかしあれは精神体になった中での特別なキスだ。ピュラの状態でするのとは、また意味合いが違ちがう。

「モゴ、モゴ……」

　セフィアも俺と同じ考えに至ったのか、粉の中で呻うめいている。俺は一度粉から顔を出すことにした。

「セフィア、一回話し合おう」

「……うん」

　そう言って顔を上げた彼女を見た瞬しゆん間かん、俺は吹ふき出してしまった。顔中が粉だらけだったのだ。元が美形なため、そのギャップはある意味愛らしい。

「はははっ。エーデルワイスではそんな顔になったことないか」

「し、失礼ね！　ソラだって同じようなもんじゃない」

「俺は粉なんて気にしないからな」

「もう……バカ！」

　セフィアは叫さけびながら顔をはたき始める。

　そんな彼女を眺めながら、俺は唸うなるように口を開いた。

「しかしここで立ち止まっていてもしょうがない。……やるか？」

「本気なの!?　そういうことは、伝説の魔ま獣じゆう辺りをかっこよく倒したあと私をお姫様だっこしながら言うものよ！」

「なにか勘かん違ちがいしてるだろ。アメだよアメ」

「なんだ、アメか」

　セフィアはどこか残念そうに漏もらす。

　リ、リアクションに困るぞ……。

　俺は戸と惑まどいながらも再び粉の中へ顔を入れる。

　粉の向こうから、セフィアの気配がする。恐おそらく今俺の唇はセフィアの額辺りだ。これならキスの心配はない。まずはこの辺りを丁てい寧ねいに調べて──。

　そのとき、唇になにか固いものが当たる。

　やった、アメだ！

　そう思って口を開くも、一向に食べられない。

　俺……こんな大きなアメ、用意したか？

　不思議に思ったそのとき、セフィアが顔を上げて「なにしてんのよ！」と叫ぶ。

「俺、なにかしたか？」

　器から顔を上げて問うと、彼女は「だって額に……」と言いにくそうにつぶやく。

「額がどうかしたのか」

「だから、その……」

「はっきりしろよ。時間がなくなる」

「もう、バカ！　あんたは私の額にキスしたの!!」

「マジで!?」

　冷静にあのときの感触を思い出す。確かに固かったが、微び妙みような柔やわらかさもあった。そして粉まみれの中でもわかるサラサラとした感触。あれが、女の額。

「こ、これってギルティなのかな??」

「私に聞かないでよ！　でも、額でもチーターくらいは倒たおしてくれないと本当はダメなんだからねー！」

「そのハードル設定やめれ」

　そして俺たちはその場で言い争いを始め……競技どころではなくなってしまった。

　二人して障害物二に人にん三さん脚きやくのスタートライン付近に座っていると、ふとアオイが現れる。

「なにしてるの？」

「いや、セフィアがごねるからなかなか再チャレンジできなくて……」

「私のせいだって言うの!?」

　セフィアはこちらにつかみかからんばかりの勢いで言う。

　身の危険を感じた俺は慌あわてて飛びのき、アオイのそばへと行った。

「ではソラ。私とやる？」

　アオイのなんでもないセリフに、セフィアがピクッと肩かたを上げる。

「どうしたの？」

　アオイはアメ食いのことを知らない。その無む邪じや気きな問いにセフィアは黙だまりこんだままだった。

　このままここで座りこんでいてもらちが明かないな。

　俺は立ち上がると、「それじゃ、挑ちよう戦せんしてみるか」とアオイの方を向く。

　そして俺はロープで二人の足をしばった。

「「スタート」」

　二人でタイミングを合わせ、一いつ緒しよに走り始める。

　さすが幼なじみと言うべきか、息がピッタリの走りで俺たちはアメ食いの場所まで来た。

「……なんで『二人で♡アメ食い』なの？」

「これはただのアメ食いではないのだ。気をつけないとキスしてしまうデンジャラス・アメ食いなのさ」

「この障害物、明らかにギルティでしょ！」

　彼女のツッコミに、俺は「ここをのりきれるかどうかで、純心が試ためされるのさ」と鼻を鳴らす。

「っ……とにかく時間がおしいわ。早くやるわよ」

　そう言ってアオイは器うつわに顔を突つっこむ。

　続いて俺も器に顔を入れるも、なかなかアメは見つからなかった。

　ランダムにアメが配置されるはずだが……まさか、また中央付近にあるのか？

　俺はしかたなく顔を横へ向ける。

　さっきアメ食いをしたとき感覚をつかんだから、もう間ま違ちがってキスをすることはないだろう。

　そう思って顔を中央へ向けて動かしたそのとき、アオイがこちらに顔を寄せてしまった。

　そして──。

　ムニュッ。

　俺の唇くちびるに柔やわらかい感かん触しよくが伝わる。胸と唇の中間のような不思議な柔らかさ。一体なにに当たったのだろうか？

「きゃぁぁぁ！」

　威い勢せいの良い声とともに俺の頭が叩たたかれ、粉の中にめりこむ。

「あなた今、な、なんてこと……」

　アオイの震ふるえる声を聞き、めりこんだ顔を上げて彼女を見る。

　すると、粉まみれだった彼女の頰ほおに、くっきりと唇の跡あとが残っていた。

　まさかさっきの感触──。

「こんな競技、即そつ刻こく廃はい止ししなさい！」

　言うが早いか、彼女は再び俺の頭をどつく。

　リアルの渚を彷ほう彿ふつさせる、キレのいいツッコミであった…………………………………。

　競技の続行を断念してスタートラインに戻もどると、セフィアもアオイも障害物二に人にん三さん脚きやくはもう嫌いやらしく、別の種目へと移動してしまう。

　一人きりになった俺は、手持ちぶさたになってしまった。

「他ほかにヒマなヤツはいないかな」

　俺はルーガスとココロへメールをしてみる。

　するとルーガスから『僕は今、騎き馬ば戦ならぬ犬戦を楽しんでいる』と返信が来た。

　犬戦……確か男が四つんばいになって上に女子を乗せて戦う競技だ。騎馬戦だと女子の股こ間かんが首に当たって卑ひ猥わいだと思い変へん更こうしたのだが、歩貴がやるともっと卑猥に思える。

「くっ、とんだご褒ほう美びを用意してしまった」

　口くち惜おしげに漏らすも、すでに遅おそい。今さら競技の変更は無理だろう。

「ココロの返信はないし、他にヒマなヤツはいるかな」

　そう言いながら送信先の一覧を見ていると、〝アニル〟という文字が目にとまる。

「くそっ。せっかく楽しく遊んだのに、腹が立ってきた」

　あいつに正体がばれたせいで、俺は今大おお忙いそがしなのだ。ピュアランドでは体育祭の運営をし、クラスでは総務をやり、一組では劇の主演までしている。

「そもそも、なんで俺が雪奈とラ、ラブストーリーを演じなきゃならんのだ！」

　これが小学校のときであれば、きっと胸を躍おどらせただろう。しかし今はもう……。

「あ、ソラくんだ～♪」

　後ろから声が聞こえたので振り返ると、白いワンピースを着た小学生くらいの女の子が見えた。ココロだ。

「おまっ、どうしてここに？」

「メールに居場所が書いてあったから、直接来たんだよ～」

「そうだったのか」

「ここで障害物二人三脚をする？　それとも他の競技で遊ぶ??」

「そうだな……」

　障害物二人三脚は、正直もうお腹なかいっぱいだ。ココロは運動が得意なように見えないし……。

　俺はあえて、一番普ふ通つうに作った〝玉入れ〟に参加することにした。データを見たところ競技に参加中の人も多いようだし、きっと楽しめるだろう。

　そしてココロと玉入れをする中、俺は一つのことに気づいた。

　いつもはみんなと楽しく話す彼女が、今日はなんとなく俺と話すことが多いような……。

　そして二十分ほど玉入れで遊ぶと、その場にいたみんなが解散してしまった。

　あとに残ったのは俺とココロだけだ。

「ふぅ。今日はもうこれくらいにするか」

　そう言って振ふり返ると、ココロはなぜかその場で立ち止まっていた。

「どうしたんだ？」

「その……ほんの少しだけお話していかない？」

　さきほど感じた違い和わ感かんの正体はこれだったのか。

　おそらく彼女はなにか悩なやみを抱かかえているのだ。

「いいぞ」

　俺は微笑ほほえむと、エリア選せん択たく画面を出して「高原エリアでいいか？」と彼女に聞く。すると黙だまってうなずいたので、二人して高原エリアへと飛んだ。

　山の澄すんだ空気が辺りに満ちており、遠くから小鳥のさえずりが聞こえてくる。

　俺はその場に座ると、ココロもその隣となりに座った。

「話ってなんだ？」

「ソラくんは、文化祭の準備は順調？」

「まだ始まったばかりだからなんとも言えんが、死ぬほど忙しい」

「ご、ごめん。引き止めちゃって」

「いいんだ。これでピュアランドの時間を削けずらなきゃダメとなれば、俺は文化祭の方をさぼる！」

　拳こぶしを握にぎりしめて力強く言い放つと、彼女が吹き出してしまった。

「あははっ。ソラくんってブレないよね」

「まぁな」

「わたしはダメだな。文化祭の出し物でずっと悩んでるの。演技って苦手で……」

　演技？

　するとココロは演劇クラスの生徒だったのか。

　俺は一組の女子を思い返す。

　って俺……葉子と雪奈以外は知らん！

「どんな役をするんだ？」

「えと……あっ、それ言ったら正体がばれるよ～！」

　彼女が慌あわてたように声を上げると、俺は「そうだったな」と笑ってしまった。

　演技なら俺も今まさに絶賛奮ふん闘とう中だが、ド素人しろうとなので気のきいたアドバイスもできない。

　とはいえアニルのこともある。なにかいいアドバイスは──。

「待てよ。ココロはアニルと仲が良いか？」

「あのウサ耳ちゃんね。たまにお話するよ」

　その程度か。それじゃアニルが動く動機として弱いな。

　しかしアニルのことは抜ぬきにしても、ココロには演技を成功させて欲しい。

「俺も今、苦手なものに挑ちよう戦せんしている。しかしまぁ、あまり気にしてもしかたないんじゃないかと思ってな。だいたい、あれで演劇が失敗したら葉子のせい──」

　しまった！　これじゃ、俺が一組のことをなにか知ってるってばれる！

　焦あせってココロを見るも、彼女は黙ってうなずくだけだった。

　あれ？

　違和感が胸を襲おそう。

　葉子のことは聞こえていなかったのか？

　それとも、聞こえていたが気にしなかっただけか？

「ソラくんに愚ぐ痴ちったら、少し気が楽になった。今日はありがと♪」

「お、おう……」

　彼女は俺に手を振ると、「またね☆」と言ってログアウトしてしまった。

　まぁ、ココロが元気になったならいいか。
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「んっ……お兄ちゃん、なに恥はずかしがってるの？　ほら、もうこんなになって」

　朝のまどろみの中、女の子の声が聞こえる。

「鈴はお兄ちゃんのこと、なんでも知ってるんだから。ここがいいんでしょ？　ほら……あんっ！」

　女の子は幼いながらも色っぽい声で喘あえぎ──。

「って、また鈴か！」

　俺は布ふ団とんから跳はね起きると横に目を向ける。

　するとスケスケのセクシーランジェリーを着た鈴がＡＲメガネをかけて横たわっていた。

「大きな声出して……ビックリするじゃない。鈴はお兄ちゃんの文化祭をサポートするためにデータを管理してたのよ？」

　鈴はそう言いながら腕うでを頭の上にやり、うっすらと膨ふくれた胸を強調してみせた。紫むらさきのブラジャー越ごしに見える膨らみは幼さゆえの色いろ香かを見せつけている。

「恥ずかしがってアカウントにパスワードを作ったりしてー。鈴の前ではそんな抵てい抗こうが無意味だってわかってるでしょ」

　彼女はそう言いながら体を横にして、胸を寄せてこちらへ谷間を見せようとする。しかし悲しいかな鈴の大きさでは谷間ができない。だが、それでこその板胸。

　って、こいつ妹だぞ！　俺、女として見てねーし！

「とにかく、かってにベッドへ入りこむのはやめろ」

　そう言って鈴をベッドから叩たたき出す。

　やはり、文化祭用データのセキュリティーでは鈴に太刀たち打ちできないか。ピュアランドは段だん違ちがいにセキュリティーを強化しているが……いつかは破られそうだ。

「またセキュリティーレベルを上げなくてはならんな」

　イタチごっこのようなやりとりにうんざりして肩かたを落とすも、鈴は上じよう機き嫌げんだ。

「ま、朝はこれくらいでいいわ。また放課後にね♡」

「ぐぬぬ……」

「もう恥ずかしがって逃にげないでね。じゃないと鈴……地じ獄ごくの果てまでお兄ちゃんを追っちゃうし」

「ヤンデレやめろ！」

「愛情よ。か・ぞ・く・あ・い。もうクラス中に面通しは終わったから、逃げると逆に不自然だよー」

　我が妹ながら計算高い。

　今度逃げようとしたら、こいつ絶対ウソ泣きする。

　俺はため息をつくと、「わかったから朝飯の準備をしてくれ」と絞しぼり出した。

　──そして放課後──。

「みなさん、今日もよろしくお願いします」

　鈴は放課後の鐘かねが鳴るとともに教室へ入り、綺き麗れいに一礼する。

　そしてこちらへ目を向けると、満面の笑えみを浮うかべた。

「お兄ちゃん、今日は一組の手伝いでここを抜けちゃ嫌いやよ」

　その瞬しゆん間かん、教室中がざわめいた。

「え？　翔って一組の手伝いをしてんの??」

「意味わかんねーし。つかそれでクラスの仕事さぼったら困るよなぁ」

「夜空くんってそんなにはりきるタイプだったっけ？」

　矢や継つぎ早ばやに飛んでくる言葉に辟へき易えきし、俺は後ろの席へ目を向ける。

「ほ、歩貴。店長としてうまく言ってくれ」

「ふむ」

　彼はメガネに手をそえて一呼吸分だけ黙ると、すぐに立ち上がって辺りを見み渡わたす。

「みんな、聞いてくれ。知っている者もいると思うが、翔は引きこもりだった」

　そのひと言で、みんなが黙りこむ。

「そんな翔が、やっと自分から『やりたい！』と思えることを見つけたんだ。できれば……温かく見守ってはくれないか」

　まるで慈じ愛あいに満ちた兄のように、歩貴はみんなへ語りかける。

　そしてクラスが静まり返った。

「……夜空くん、ごめん。わたし事情を知らなくて……」

「引きこもりだったのは知ってたけど、そうか。やっとなにか見つけたんだな」

　クラス中からそそがれる優やさしげな瞳ひとみ。

　な、なんだこの展開。マジで納なつ得とくいかねーんだけど。

「店長として僕ができるのはここまでだ。翔がやりたいことは応おう援えんしている。だが、クラスの準備も手伝ってくれよ」

　こいつ誰だれだと思うほどさわやかな笑みを浮かべ、歩貴がしれっと言う。

　つかテメーも一組の演劇を手伝えよ！

　色々と言いたいことはあるものの、この流れは確かに都合がいい。

　俺は「みんな、すまない」とだけ言うと、クラスの文化祭を手伝うためにＡＲメガネを取り出した…………………………………………………………………………………………。

「歩貴ってほんと、さらりとごまかすわよねぇ」

　コスプレの裁さい縫ほうをしながら、渚が感心したように喋しやべる。文化祭が近づいてきたことで部活の時間が短縮され、こうやって準備に参加できるようになったのだ。

「僕のおかげで翔が助かったんだから、いいじゃないか」

　裁縫をしているグループの進み具合を点検しながら歩貴がつぶやく。

「歩貴、今回のはミスよ。あのままお兄ちゃんが一組を手伝えないほど追いつめれば、鈴はよりお兄ちゃんとたくさん過ごせたのに」

　みんなの前で喋るときとは一オクターブ低い声で鈴が言い、歩貴の太ふと股ももをつねる。

「痛っ……ご注意ありがとうございます」

　そう喋った歩貴の顔は、言葉とは裏腹に嬉うれしそうだ。

　俺としてもこの件については言げん及きゆうしたかったが、それよりもまず確かく認にんすべきことがある。

「歩貴！　お前、一組のことなにも手伝ってないじゃないか！」

「僕の配役はすでに決定している」

「え？」

「ゲレンデを眺ながめながら優ゆう雅がにコーヒーを飲む一いつ般ぱん客の役だ」

「楽だなおい！」

「葉子は翔にしか興味がなかったようだな」

「そういえばあいつ、『ずっと待ってた』とか変なこと言ってたな」

「ずっと……か」

　歩貴は急にその場で考えこみ、黙だまってしまった。

「どうしたんだ？」

「いや、確か葉子は小学校の頃ころから雪奈と仲がよかったな……と思って」

「それがなんだっていうんだ」

「もしかしたら、葉子なら雪奈があの頃に裏でなにをしていたか知ってるかもしれない」

　確かにそれはありえる。だがそれは──。

「今さらだ。今さら泣きっ面つらに蜂はちを飛ばしてどうなる」

「ふむ……」

　彼はそう言うも、どこか納得いかないように考えこんでしまった。

　俺はそんな彼を無視して辺りに目を向ける。

　すると渚の裁縫がやけに丁てい寧ねいなことに気づいた。手て馴なれた様子で針を動かして縫ぬうその姿は、まるで優しいお母さんだ。

「な、なにじっと見てるのよ」

「お母さんみたいだなと思ってな」

「バカ。こんな所で、あんた……」

　彼女はそう言って顔を赤くし、針を置く。

　そして視線を泳がせてしまった。

　そんな彼女の視線が、一枚のプリントに向けられる。

「あ、次の裁縫は……と」

　場をごまかすように言ってプリントを取った瞬間、渚の動きが止まった。

「……翔、あんたってコスプレ案の集計役だったわよね」

「そうだ」

「あたし、なぜかチャイナドレスになってるんだけど」

「お前が案の提出期限を忘れてたから、かわりに書いてやったんだ」

「それならあたしに直接聞けばよかったでしょうが！」

「ふははっ、だから言っただろう。貴様の傲ごう慢まんな態度を後こう悔かいするときが来るとな」

「そういう意味だったの!?」

「もう布は発注済みだ。変へん更こうはきかん」

　そして俺は勝ち誇ほこったように笑い始める。

「か～け～る～！」

　拳こぶしを震ふるわせて立ち上がる渚を見て、鈴が「お兄ちゃんチョイスに文句言うんじゃないわよ！」と俺たちの間に入ってきた。

「翔に選ばれて喜ぶのは、鈴ちゃんだけでしょ」

「鈴はむしろ、お兄ちゃんを喜ばせるために自ら魔ま法ほう少女のコスプレをするもん」

「え、翔ってそんな趣しゆ味みだったの!?」

　二人はオーバーヒートして喋っていた。つまり、声がでかい。当然それは教室中に聞こえており──。

「あいつ、妹に魔法少女コスをさせるみたいだぜ」

「ヘンタ～イ。つかキモッ」

　そこら中からヒソヒソ話が聞こえてくる。

　こ、これはまずい！　また鈴のせいで変に注目されて……。

　慌あわてて駆かけ出し教室の出口へと向かう。

「俺に幼女趣味はないからな───！」

　文化祭なんてもう、ホント嫌いやだ。




　一人になって廊ろう下かを歩いていると、向こうからかわいらしいエプロンとサンバイザーをつけた女の子が歩いてくる。ウェーブがかった赤い長ちよう髪はつを揺ゆらし、大きな胸も揺らしている少女──。

「って、美紅じゃないか。その恰かつ好こうはどうしたんだ」

「ちょうどよかった。実は翔のクラスへ行く途と中ちゆうだったんだ」

「なんでだ？」

「模も擬ぎ店の準備が大体終わってな。シミュレーションをするためにお客の役をしてくれる人を集めてるんだ」

「準備早っっ！」

　うちのクラスなんて、やっと準備が進み始めたところだぞ。

　啞あ然ぜんとしていると、美紅は「渚や歩貴……それに鈴ちゃんも呼んでくる」と歩き出した。

「ちょっと待てぇぇい！」

「ん？」

「五組は今騒そう然ぜんとしてるから、やめた方がいいと思うぞ」

「そうか。それは悪いな」

　ま、主に俺と鈴の話題で騒然としてるんだが。

「俺は五組に戻もどりたくない。シミュレーションとやらを手伝うから、案内してくれ」

「ありがとう。腕うでによりをかけるぞ！」

　美紅は笑顔でそう言うと、俺の手を引いて歩き始めた。

　柔やわらかくてしなやかな手。もう何度握にぎり合ったことだろう。段々と慣れてはきたが、まだ胸が高鳴ってしまう。

　俺が美紅の手をじっと見つめていると、いつの間にか三組に到とう着ちやくしてしまった。

　教室の中には、〝屋台〟というレベルを明らかに超こえているアイス屋のカウンターが設置されている。三十種類もそろえられたアイスクリーム。それに混ぜ合わせるために用意された果物やプリンに白玉。

　どう見ても街中でアイスクリーム屋を開ける出来だった。

「美紅、絶対お前が用意しただろ」

「私というより、私のお父様さ。『パーティーを開くなら、ホストとして恥はずかしくないようにしなさい』と言われてな」

「文化祭はパーティーじゃないから」

　言いながらよく見ると、美紅やクラスメートが着ているエプロンもやけに仕立てがいい。明らかに業者が作った物だ。……うちのクラスなんて手て縫ぬいだぞ。

「俺も三組の方がよかったな」

「翔に接客なんてできるのか？」

　無理だ。

　う～む。準備が楽なのはうらやましいが、三組の出し物は俺に合わないか。

「さ、このお金を持って列に並んでくれ」

　そう言って彼女はオモチャのお金を渡わたしてくる。

　それを持ってしばらく列に並んでいると、男子生徒が「どんなご注文にするか、お考えください」とメニュー表を差し出してきた。

　しかしアイスだけでも三十種類あるのだ。それにトッピングの組み合わせとなると……考えるだけで一苦労だった。

　俺はカウンターにいる美紅の前へ来ると、「お任せで」とつぶやく。

　すると彼女は苦く笑しようしてこちらへ目を向けた。

「なんとなく、そう言う気はしていた」

「あんな種類から選べるわけないだろ」

「女子は喜んで選んでるぞ」

「そりゃスイーツだからな」

「そのダブルミーニングやめれ」

「口調がＡＩＴＯになってるぞ」

「お、お前が変なこと言うから……」

「それよりアイスはどうした？　お喋しやべりで手が止まってるんじゃないか」

「くっ……なんというクレーマーだ」

　そう言ってアイスを作り始めるも、美紅はどこか嬉うれしそうだ。

　こういうの、悪くないな。文化祭か……鈴が準備を手伝いたがっていたのもわかる。

　美紅はバニラにチョコチップやシリアルをトッピングしたものを渡してくれた。紙のカップに入っており、プラスチックのスプーンで食べるようだ。

「うまいな」

　牛乳の風味が強い濃のう厚こうなバニラで、チョコやシリアルとよく合う。

「気に入ってもらえてよかった」

　気がつくと列は消えており、美紅がストロベリー系のアイスを持って俺のそばへ来ていた。他ほかの店員たちもアイスを食べ始めているところを見ると、どうも休きゆう憩けいに入ったようだ。

「三組はこのままずっと接客の練習か？」

「そうだな。目標としては、駅前のアイス屋並みに練度を上げることだ」

「本当に商売できるレベルじゃねーか！」

「ホストとして当然のことだ」

　真面目まじめ……というより、帝てい王おう学なのか？

　当然のように言い放った彼女を見つめていると、不意に「そのアイスも食べさせてくれ。味を覚えないとな」と言ってくる。

「べつにいいぞ」

「ありがとう」

　美紅は微笑ほほえむとスプーンで俺のアイスをすくう……ってそれ、間接キスだろ！

　慌あわてて声を上げようとするも、アイスはすでに美紅の口の中だ。
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　艶つややかなピンク色の舌に撫なで回されて溶とける白アイス。舌先に絡からまる様は妖よう艶えんで──。

「あ、こんな所にいた！　今日は本読みするのよ。早く一組に来なさい」

　アイスを食べる美紅に見入っていた俺は、声に驚おどろいて振ふり返る。

　すると、教室の入り口に葉子が立っていた。

「そういえば翔は演劇を手伝っていたんだな」

　美紅の声こわ音ねが、少し低くなる。

「どう考えてもおかしいのだが、なにかあったのか？」

「うっ……いや、べつに」

「渚ほどではないが、お前とのつき合いは長い。下へ手たなウソをつくな」

　そりゃばれるよな。

　俺が演劇したいだなんて、どう考えてもおかしい。

「もう少し待ってくれないか。今はまだ俺もこの状じよう況きように混乱してるんだ。こんな状態で話して、みんなを巻きこみたくない」

「そうか」

　少しだけ残念そうに、美紅は漏もらす。

　しかし次の瞬しゆん間かんには笑え顔がおになり、「主演なんだ。ちゃんと練習して、成功させるんだぞ」と俺の背を押した。

「ありがとう」

　美紅に勇気づけられ、俺は葉子と一組へ向かう。

　教室に入ると机が後ろの方へ片付けられており、役者が立ったまま脚きやく本ほんを持って円形に集まっていた。

「流れを確かく認にんするために、こうやって本読みをやるの」

　葉子はそう言って俺に脚本を渡した。

　本読みはすでに始まっている。俺はみんなの声を聞きながら読まれている場面を探した。

「わたしが人と恋こいするなんて、無理なのかな」

　雪奈はわずかに寂さみしそうな表情をしてつぶやく。

　ほう……やはり役と合っている。わりと感情もこめて読んでいる辺り、自分で練習してきたのが伝わってきた。

　そしてシーンがかわり、俺が雪女に一ひと目め惚ぼれする場面になる。

「な、なんだ。あの儚はかなげで美しい妖よう精せいのような──プッ」

　クサいセリフに、つい笑ってしまう。

「翔ぅぅ！　みんな真面目にやってんのにあんたって人は!!」

　葉子がいきなりブチ切れ、丸めた脚本で俺の後頭部をどついてくる。

「そんなこと言われても、こういうのは初めてなんだぞ」

「「初めて？」」

　クラスのみんなが不思議そうな顔でこちらを見つめる。

　しまった！　俺は演劇部ということになっていたんだ。

「こいつはいつも三枚目の役だったから、主演で舞まい上がってるのよ」

　葉子がすかさずフォローを入れ、みんなを納なつ得とくさせる。

　そして俺に耳打ちしてきた。

「次は真面目に読みなさいよ」

「わかった」

　そして俺のセリフから本読みが再開されることとなった。

　さすがに次は失敗できない。集中力を高めるため、自分に〝設定〟を言い聞かせる。

　俺は雪奈に一目惚れした設定。雪奈に惚ほれた設定。雪奈に惚れて手ひどく裏切られたことがあるけど──。

「な、なんだ。あの儚げで美しい妖精のようなビ●チは」

「誰だれがビ●チじゃぁぁぁ！」

　バシィィン!!

　再び、葉子に後頭部をどつかれる。

　そして怒いかりに震ふるえた声を耳打ちしてきた。

「あんた、自分から手伝いたいって言ってきたんじゃないの？」

「そうです」

「やる気あんの？」

「あ、あります」

　……くそ。事情を言えないのが腹立たしい。

　黙だまりこんでいると、彼女は「しかたないわね」とため息をつく。

「あんた、昔は雪奈とかなり仲がよかったじゃない。そのときのことを思い出して演じてみて」

「ふん。そんな昔のこと忘れた」

「意地張ってる場合じゃないでしょ！」

　葉子も本気なのか、俺の言うことなど聞く耳持たない様子だ。

　こいつ……演劇が絡むと恐こわいな。

　俺はしぶしぶ昔のことを思い出す。

　初めて会ったときの雪奈──。

　それは、むしろ今の雪奈に似ていた。人見知りで、本が好きで、うまく人の輪に入れない。そんな雪奈が気になった俺は、たまに彼女を茶ちや化かしてからかい、少しずつ話すようになる。あの頃ころは俺もまだ社交性があったので、クラスの友達と遊ぶときに雪奈を誘さそったりして……彼女も段々明るくなっていった。

　そんな変化が嬉しくて、また雪奈のことを好きになったことを覚えている。

「あれ？」

　過去を思い出すうちに、ふと俺の中に一つの疑問が生じた。

　転校してきたばかりのおとなしい女に、俺はどうしてそこまで関かかわったのだろう。昔は社交性があったといっても、無理に女子と関わったことはない。

　それって、それってまさか──。

「翔くん？」

　黙りこんでいる俺を見て、雪奈が不思議そうに問いかけてくる。

　あの頃の、俺を惹ひきつけた純心な瞳ひとみ。

　それに魅み入いられたまま、俺は思い至った事実に手が震えていた。
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「冬なのにそんな薄うす着ぎで寒くないのか？」

「わたし、雪国出身だから」

「俺もそうだが……変なヤツだ」

　そうつぶやくと、俺は次の会話が見つからずに困る〝演技〟をする。

　目の前にいた雪ゆき奈なもまた、これ以上探さぐられまいと黙りこむ演技をした。

　二人の間に流れる沈ちん黙もく。

　俺はそれに耐たえきれず、「風邪かぜひくなよ」とだけ言ってその場を去り始める。

「ＯＫよ。段々エンジンがかかってきたわね」

　葉よう子こは演技を締しめるように手を叩たたくと、俺と雪奈のそばへ来る。

「本読みのときはどうなるかと思ったけど、一週間で変わるものね」

「ふははっ。眠ねむっていた才能がまた一つ目覚めてしまったな」

「あんたに合わせて書いたキャラなんだから、できて当然でしょ」

「俺、ここまでぶっきらぼうじゃないぞ」

「はぁ？」

　彼女は丸眼鏡越ごしに片目をつり上げると、そのまま俺を無視してみんなの方へ行ってしまう。

　なんだよこのプレイ。

　思わず拳こぶしが震えてしまう。

　初めての本読みから一週間が経たっていた。本読みの段階でもセリフはそれなりに覚えていたが、ただ覚えていただけだ。演技として感情をこめて喋しやべることはできなかった。しかしそれが変わったのは……あのことに気づいてからだ。

　転校してきたばかりのおとなしい雪奈に、俺がやけに関わった理由。

　今はまだはっきりと認めるのに抵てい抗こうがあるが、心のどこかでは納得しているのだろう。それが演技にも良い影えい響きようを与あたえているようだ。

「翔かけると雪奈も、この主役たちみたいにもうちょっと色っぽい関係になればいいのにね」

　葉子が、みんなの前でしれっと言い放つ。

　その瞬しゆん間かんに教室の空気が変わった。

「あの男、やっぱり深み山やまさん目当てで手伝ってるんじゃないか？」

「おかしいと思ったんだよ。他ほかのクラスからわざわざ来てさ」

　男子たちの視線が痛い。

　しかし当の雪奈はそれに気づいておらず、真面目まじめに脚きやく本ほんを読み返していた。

　こういうところは純情そうに見えるんだよな。男子の人気があるのもわかる。俺だって、昔は雪奈のこういう姿に──。

「次は主演がいないシーンの練習だから、翔と雪奈は他のシーンの打ち合わせをしといて」

　葉子の声を聞き、俺は雪奈へ目を向ける。

　しかしさきほどまでの思考が頭に残っており、うまく目を合わせられない。

「翔くん。好きだった子が雪女だってわかって急に怨うらみ始める辺りの心情……よくわからないんだけど」

「は？　そりゃ怨むだろ。俺の純情を踏ふみにじりやがってみたいな」

「確かに雪女はゲレンデの男たちを凍こごえさせたりしてるけど、それは男たちが雪女を襲おそうからでしょ」

「そ、そうだが……後ろめたいことがないなら自分からちゃんと教えてくれればいいじゃないか」

「だって、本当のことを教えて拒きよ絶ぜつされたら恐いよ」

「そんなこと考えてたら、誤解されて当たり前だろ」

「ひどい」

「え!?」

　なぜか、痴ち話わ喧げん嘩かっぽくなっている。

　というか雪奈のヤツ、普ふ段だん本ばかり読んでるくせに男心がわかってないのか？

「いやいや、おとなしい顔してネットで男漁あさりしてたくせに……それはないだろ」

　そっとつぶやくも妙みような違い和わ感かんが残る。

　まるで、昔好きだった雪奈そのものと話している感じ。俺が本ほん性しようを知って失しつ恋れんする前の、純情な雪奈と……。

「主人公の気持ちがわからないなら、とりあえず一回読み合わせてみよう」

　俺はそう言うと脚本を持ち、雪奈を見つめる。

「おのれ妖よう魔ま！　今まで俺をだましていたのか!?」

「ち、違ちがうの。早く言いたかったけど、でも──」

「黙れ、耳が腐くさるわ。おそらく貴様の言葉にも妖気が宿っているに違いない。平安の世から受け継つがれし退たい魔ま師しの血を持つ俺すらだますとは……ぐぬぬ」

「だから違うの」

「黙だまれと言ったろ、メス豚ぶたが」

　雪女に対しての怒いかりを最大限にぶつけたそのセリフを言った瞬間、雪奈の動きが止まる。

「……翔くん、ひどい」

「俺じゃねーし！」

「でも、ひどい。すごく感情がこもってた。これじゃ雪女がかわいそう」

「文句なら葉子に言えよ」

　俺が鼻を鳴らすと、雪奈はしぶしぶ次の演技に入る。

「そう、やっぱりダメなのね。いままで楽しかった。ありがとう」

　うっすらと涙なみだを浮うかべた雪奈は、肩かたを落としてこちらへ背を向ける。

　それを見た途と端たん、俺の胸に一いち抹まつの後こう悔かいが走る。

　しかしあいつは雪女で、俺は雪女を退治する側で……。

「春になれば、わたしも雪と一いつ緒しよに溶とけるかな」

　彼女は誰だれともなく問いかけるようにつぶやく。

　いくら憎にくき雪女だとわかっていても、そんなことを言われれば心が動きそうになる。

　俺は、俺は──。

「雪奈って、男を惑まどわすよな」

「わたしじゃない」

「いや、なんかやけに演技がうまかったから」

「文句は葉子さんに言って」

　……………………………………………………………………………………………………。

　なんだこの脚本。

　全然リアルな設定じゃないのに、変にリアルだぞ。

「──ふふっ」

　妙な笑い声が聞こえたので顔を上げる。

　すると葉子がこちらを見てなにやら満足げに微笑ほほえんでいた。

「なんだよ気持ち悪い」

「いやいや、良い感じでしあがってるんじゃないの～」

「その含ふくみがある言い方やめろ」

　葉子の反応を見ていると、たまにむずがゆい気持ちになる。どこか過去の記き憶おくを思い出させるようなリアクションなのだ。そう。俺と彼女は過去にも似たようなやりとりをしていた気がする。

　それに、むずがゆいといえば脚本もだ。自分の正体を打ち明けられない雪女と、そのせいで悩なやみ続ける少年の話……。なにかを連想させられそうになる。

「そういえば葉子、前に『ずっと待ってた』とか言ってたよな。なにを待ってたんだ」

「そんなこと言ったっけ」

「言ったよ！」

　追つい及きゆうしようとすると、彼女は「知らな～い」とおさげを揺ゆらして後ろを向いてしまった。

　この女……怪あやしい。絶対になにか隠かくしてる。

「あら、なんで翔くんが一組にいるの～？」

　窓まど際ぎわから、ふと声が聞こえる。

　目を向けると廊ろう下かに立つ野の原はら先生が見えた。

「これには色々と事情があってだな……」

「事情ねぇ」

　先生が疑わしげな視線をこちらへ向けたそのとき、葉子が「あ、野原先生だ！」と駆かけ寄る。

「今日も巡じゆん回かいですか？」

「一日一回はやってるわよ～」

「先生が巡回すると、逆にケガ人が増えるんじゃないかな。わざとケガする男子とかね」

　そう言って葉子は教室の中へ目を向ける。

　俺も彼女の視線を追うと、男子の目が先生の大きな胸に釘くぎ付づけになっていることに気づいた。

　さすが大人のフェロモンだな。

　しかし今先生の胸を凝ぎよう視ししている男子は、全員ピュアランド不合格だ。

　そんなことを考えながら葉子へ目をやると、彼女は話の続きを始める。

「文化祭が終わったら、また保健室へ遊びに行ってもいいですか？」

「いいわよ～。男子以外はいつでも歓かん迎げいよ」

「やった！」

　先生、今さらっと〝男子以外〟って言ったな。

　教室の男子たちもその言葉に気づいたらしく、悔くやしそうに葉子を見つめていた。

「それじゃ、翔くんもがんばってね～」

　先生はそう言うと巡回に戻もどってしまった。

　ずいぶん簡単に言ってくれる。

　だが、今は前ほど演劇への抵抗がなくなってきた。

　このままいけば、劇は案外成功するかもしれない。

「さっきのシーンはよくわからなかったから、最初からやり直しましょ」

　廊下を見つめて考えこんでいた俺の袖そでを、誰かが引っ張る。

　振ふり返ると、雪奈が真しん剣けんな顔でこちらを見つめていた。

「わかった。早く男心がわかるといいな」

「翔くんだって、女心がわかってない」

　雪奈は、わずかにすねたような声で言う。

　それを見て俺はつい笑ってしまった。

　この学校に来て、彼女とこんな会話をするのは初めてだ。

　文化祭か……楽しくなるといいな。
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　家に帰ると、俺はメシアのピュラでピュアランドへログインした。

　文化祭の準備でアクセス数が減ることを心配していたが、体育祭イベントは好評らしくいつも通りの数字を保っている。

「みんなが体育祭を楽しんでくれているか、見回りをするか」

　そう言って、俺は玉転がしエリアへと行く。

　すると目の前に巨きよ大だいな迷めい路ろが見えた。

　この種目は、巨大な玉を転がしながら迷路をクリアするというものだ。迷路の中には様々なモンスターが歩いており、そのモンスターに玉を当てて倒たおしつつなるべく早くクリアした者が勝ちである。

「大昔に作られたドット絵のゲームを彷ほう彿ふつさせる熱い種目だな」

　この種目に人数制限はないが、道の幅はばが人数の限界だろう。大おお騒さわぎして楽しめるイベントである。

「あ、メシア様よ！」

「ほんとだ。私たちと一緒に玉転がしをやりませんか？」

　目を向けると、兜かぶとに翼つばさのモチーフをつけた甲かつ冑ちゆう姿すがたの少女五名がこちらへ向かっていた。ワルキューレといったところだろうか。

「私たちと一緒に大玉転がしをやりませんか？」

「それはかまわないが……俺を含ふくめて六人でやると道幅が狭せまいと思うぞ」

「いいじゃないですか。せっかくメシア様が一緒にプレイしてくださるんですから」

　まぁなんとかなるか。

　そう思い、スタート地点に立つ。

　モンスターの位置は足音で察するしかないので、この種目はかなり難易度が高い。玉を転がす者すべてが常に神経を研とぎすませていなければクリアできないだろう。

「さぁ、気合いを入れていくぞ」

　そう言って大玉を押し始めて少し経たつと、モンスターの足音がし始めた。

「後ろかしら」

「右じゃない？」

「左よー」

　思いっきり意見が分かれ、真ん中で玉を押していた俺を挟はさんで口論が始まってしまった。

　ただでさえ人数が多くてギュウギュウづめで玉を押しているのだ。俺を挟んで口論ともなれば、ほとんどおしくらまんじゅう状態になってしまう。

「ちょっ……あ、当たってるから」

　ブラジャー形の胸当てが俺の肩かたに、腕うでに、押し当たってくる。

　素材は革かわなので痛くはないが、押し潰つぶされた胸の谷間がモロ見えだ。

　大きい谷間。小さい谷間。長い谷間や隙すき間まのある谷間……。

　一口に谷間と言っても色々あるんだな。奥深い世界だ──って、これダメだろ！

「ケンカはあとにして、とにかく前に進むぞ！」

　大声で言うも、彼女たちの口論は止まらない。

　その間にも胸は押しつけられ、谷間はムニュムニュと形を変え続ける。

「こ……これじゃ競技どころじゃねぇ─────！」

　そう叫さけんだ瞬しゆん間かん、後ろからミノタウロスが現れ、振ふりおろされた斧おのに当たった俺たちは強制的にスタート地点へワープさせられてしまった。

　モンスターの攻こう撃げきは痛みのないもので、単にスタート地点へワープするだけだ。

　そのため、ワルキューレたちの口論は俺を挟んだままいまだに続いている。

　さすがにうんざりなんだが……。

　知らずため息が漏もれてしまう。

　そこへ、アオイとセフィアとルーガスがやってきた。

　セフィアは俺を見るなりこめかみに青筋を立てて口を開く。

「最近のメシアはリアルでもネットでもお盛んなことですねー！」

「ちょっ、待て。これには事情があってだな」

「言い訳乙おつ」

　バッサリだな、おい。

　戸と惑まどってアオイへ目を向けると、まるでウジ虫でも眺ながめるかのような冷たい視線が返ってくる。

「一組での演劇、順調なようでなによりね。もうピュアランドをやめたら？　というかメシアがこれじゃすでにピュアランドじゃないわね」

「うっ……」

　彼女はリアルでならもう少し感情的に喋しやべるが、ピュアランドではむしろ抑よく制せいがきいている。ゆえに痛い。

　というか二人とも、絶対に俺が一組を手伝っている件について怒おこってるよな。なんの説明もしてないし……。

　唯ゆい一いつ事情を知るルーガスへ目を向けるも、お手上げと言わんばかりに首を横へ振るばかりだった。

　文化祭の準備も軌き道どうにのってきたし、そろそろ二人に話しても大だい丈じよう夫ぶか。

　俺は「少し待ってくれ」とだけ言うと、一度ログアウトしてソラのピュラに切り替かえ、みんなのいる場所に戻る。

　ワルキューレたちはメシアがいきなり消えたことで騒さわいでいたが、気にしないでおこう。

「セフィアにアオイ。今まで黙っていてすまん。はじめから理由を説明していると、二人の文化祭を邪じや魔ましそうだったんでな」

「どういうこと？」

　セフィアが首をかしげる。

「実は……アニルに俺とルーガスの正体がばれた」

「「え!?」」

　突とつ然ぜんのことに、二人は驚おどろきの声を合わせる。

「あいつは俺たちの正体をばらすつもりはないらしいが……条件として一組の演劇を手伝って欲しいと言ってきたんだ」

「それで柄がらにもなく他ほかのクラスの出し物を手伝ったのね」

　アオイがしかたなさそうに息をつく。

「それにしてもひどいわ。そんな脅おどし……」

　セフィアの言葉に、俺は苦く笑しようして「本人は〝お願い〟って言ってたがな」と肩かたをすくめた。

「お願いって……でも、なんで一組の演劇なのかな」

「それは俺も考えた。おそらくアニルの正体は一組の人間もしくは一組の人間と仲がいい人物だろう」

「ってか、葉子って子が怪しくない？」

「彼女ならやりかねないわね。演劇となると本気になるし」

　アオイはそう言って考えこむ。

「なぁ、アオイ。いっそ葉子に探さぐりを入れてみないか？」

「やろうと思えばできるけど、相手は演劇部よ？　探りを入れるならむしろ純心が表面化するピュアランドの方がいいと思うわ」

「それもそうか」

　だが、演劇の手伝いを依い頼らいされてからアニルとは会っていない。

　メールをしてみるか？

　俺はさっそくメーラーを立ち上げる。

『いつまでコソコソと逃にげ回っている。正々堂々と俺の前に姿を現せばいいではないか』

　メールを送信すると、横から見ていたセフィアが「よくわからない逆ギレメールね」と漏もらす。

「キレたくもなるわ！　よけいな仕事を増やしおって」

「ふーん」

　のどの奥になにか引っかかっているような言い方だったが、彼女はそれ以上なにも言わなかった。

　演劇の話は鬼き門もんだな。

　背筋が冷たくなるのを感じつつ、俺はメールの返信を待ち始める。

　だがしばらく待っても、まるで返ってくる気配がなかった。

　そんな状じよう況きようを見てルーガスが考えるようにメガネへ手をそえる。

「この件に関してアニルはかなり慎しん重ちように行動している気がする。文化祭が終わるまでは下へ手たなことはしないんじゃないか？」

「そこまでやるのか」

「彼女は一組の演劇を通してなにかを確かく認にんしたがっていた。僕たちを遠回しに脅してまでね。つまり彼女にとってそれだけ大事なことなのかもしれない」

「ピュアランドは本当に必要なものか見てみたいとか言っていたが……」

　俺の言葉を聞いて、セフィアが顔を上げる。

「それ、おかしくない？　私たちは恋れん愛あいをするためにここにいるのよね。なんで〝見てみたい〟なの」

「言われてみればそうだな」

　アニルの固有アクションから推察される純心は、観察者としてのなにかだ。ゆえにあまり気にしていなかったが、これではまるでアニル自身に恋愛する気がないかのようである。

「あの女、やはり怪あやしい」

　俺の言葉を聞いて、みんなが黙だまりこむ。

　現状では打つ手がない。

　それにリアルでは文化祭の準備が着々と進んでいる。

　もうしばらく、様子見してみよう。

　俺たちは一いつ旦たん別れ、アニルの話は後日ということになった。

　一人残ってしまったピュアランドで、寝ねるまでどうヒマ潰つぶしするか考える。

「あ、ソラくんだ～♪」

　唐とう突とつに声が聞こえたので見ると、ココロだった。

「今から玉転がしをするのか？」

「うん。そのつもりだったけど……今日はソラくんが考えごとをしてそうだから、お話しよっか」

「そんなにわかりやすい顔をしてたか？」

「思いっきり☆」

　そうか。ココロに言われると素す直なおに受け止められる俺がいる。

　それが彼女の魅み力りよくなのだろう。

「それじゃ、また高原エリアにでも行くか」

　そして俺たちはエリアを移動した。

　暖かな陽ひ射ざしが注ぐ高原に二人して座っていると、ココロがふと口を開く。

「雪女が出るゲレンデも、春はこんな感じなのかな」

「そうかもな」

「雪女って、暖かい時期はどうしてるんだろ」

「そりゃ……冷たい穴あな蔵ぐらにこもってるとか、寒い地域へ移動するとか──」

「それってなんだか寂さみしいね」

　どこか、感情のこもった声で言う。

　そのせいだろうか。俺は少しだけかたくなになってしまった。

「その、一組に知り合いがいるから『ゲレンデの雪女』のあらすじは聞いたんだ。しかしあれじゃ雪女が勘かん違ちがいされたままでもしかたないだろう。言ってくれなきゃわからないこともある」

「それはそうだろうけど……。でも、簡単には言えないよ。相手のことを好きであればあるほど、難しいよ」

「やけに雪女の肩を持つな」

「ソラくんが雪女のアンチなだけだよ～」

　彼女はまるで「もう充じゆう分ぶんわかってます」と言わんばかりに苦笑して言った。

　その様子がおかしくて、俺はつい笑ってしまう。

　そして彼女のおかげで肩の力が抜ぬけたからこそ、ずっと脚きやく本ほんに感じていたむずがゆさの正体に気づいた。

「そうか。『ゲレンデの雪女』は俺の初はつ恋こいに似てるから妙みような気持ちになってたんだ」

「ソラくんの初恋？」

「小学校の高学年の頃ころかな。転校してきた女の子がいたんだ。おとなしい子で……でもきっと、俺はその子のことを一目見たときから好きだったんだ」

　純心が表面化するピュアランドにいるからだろうか。

　それともココロが隣となりにいるからだろうか。

　自分がどんどん素直になってゆく。

　そう、俺はきっとこれを認めないと前へ進めないのかもしれない。

「俺は、その子に一ひと目め惚ぼれした」

　そのひと言を聞いて、ココロが息を吞のむ。

　ピュアランドで過去の恋愛話をする者は珍めずらしい。みんな純情だからこそ、そういう話はよほど親しくならないとしないのだ。

　だが、ココロになら話していいと思えた。そしてだからこそ、話にブレーキがきかなくなってゆく。

「俺はピュアランドで純真無む垢くならぬ純心無垢な子を探している。その転校生こそそういう子に思えた。だが……しょせんは子供の一目惚れ。俺は相手のことをなにもわかっていなかったんだよ」

「ど、どういうこと？」

「その女は、ネットの掲けい示じ板ばんで恋こい人びと募ぼ集しゆうをするようなヤツだったんだ」

「え!?　そんなこと……え!?」

　突然のことで驚いたのだろう。

　彼女は言葉を失ってこちらを凝ぎよう視ししていた。

「俺とその子はＳＮＳで繫つながっていてな。ある日その子が『ラブレター』と題したスレッドを立ち上げたのを見たんだ」

「なんで、そのラブレターが……」

「ＳＮＳで恋人を探す者は多い。子供だってその例外ではない。直球の題名で募集することもあれば、変化球の題名を使う場合もある。あの子だってその例に漏れなかっただけさ」

「でも、ラブレターって書いてあるんだよ!?　それって普ふ通つうに考えて本当のラブレターなんじゃないの!?」

「やけに食いつくな……。しかし考えてもみろ。みんなが見てるＳＮＳで本物のラブレターを公開するヤツなんていないだろ」

「そりゃ、みんなが見てればしないだろうけど……」

　いつの間にかココロの顔が青ざめていた。

　視線は落ち着きがなく、それでもやけに俺へと食い下がる。

「ソラくんは決めつけすぎだよ。もしかしたらラブレターをもらったのかもしれないし、自分から誰だれかにあげたのかもしれないじゃない」

　言われてみればそうだ。

　ではなぜ俺はその『ラブレター』が男漁あさりの投とう稿こうだと思いこんでいたんだ？

「う～ん。確か、そのスレッドを見る前に学校でなにか聞いた気が……」

「なにを？」

「誰だったかな。その子の友達が俺になにか教えて、『だからあの子の日記を見てみたら』って言われて──」
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　記き憶おくが古すぎて細かいところまで思い出せない。

　しかしもう終わったことなのだ。

　そもそも、これ以上考えたところで意味はないだろう。

「とにかくそれで俺の初恋は終わった。それだけだ」

　絞しぼり出すように言うと同時に、ココロの顔がさらに青ざめる。

　その途と端たん、彼女の胸からコード状の物が飛び出し、俺の胸へと刺ささった。

「な、なんだ!?」

「ダメ！　今出ちゃダメ!!」

　ココロはなにか知っているらしく、慌あわてたようにコードを引っ張る。

　だがそれも虚むなしくコードを淡あわい光が取り囲んだ。

　そして……青ざめていた彼女の顔は真っ白になり、いきなりログアウトしてしまった。

「なんだったんだ？」

　一人残された高原で、俺は啞あ然ぜんとしてつぶやく。

　あのコードはピュアランドの仕様にない物だ。だとしたらおそらく固有アクションなのだろう。

　とはいえなぜココロの顔が真っ白になったのか、理由がわからない。

　その疑問は、俺の胸に漠ばく然ぜんとした不安を生んだ。
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　次の日の放課後。

　コスプレ喫きつ茶さの準備がある程度進んだので俺の仕事は少なくなっていた。

　相変わらず鈴りんはしっかり来ていたが、やることがなくてヒマそうだ。

「お兄ちゃん、今日も演技の練習に行くの？」

「主演だからな」

「じゃあ、鈴も見学に行くー」

「嫌いやだ」

「いじわる！」

　彼女はそう言って手足をジタバタさせる。

　またいつものわがままが始まった……と流そうとしたが、ふと気づいて声を上げる。

「そういえばお前、今まで演劇の練習は見学に来てなかったな」

「だってお兄ちゃん、演劇の練習とピュアランドで忙いそがしくてクラスの仕事がたまってたんだもん。だからお兄ちゃんが演劇してる間、鈴がかわりにクラスのお手伝いをしてたの」

「マジで!?」

「そりゃずっとお兄ちゃんのそばにいたいけど、クラスの仕事がたまると家でお兄ちゃんと過ごす時間が減るもん」

　すねたように言いながら黙もく々もくとコスプレの裁さい縫ほうをする妹を見て、絶句してしまう。

　こいつ、わがままなだけじゃないんだな。

　つい感動してしまった。

「ありがとう。俺、お前のこと誤解してたよ」

「なによそれ。鈴はいつでもお兄ちゃんのことを想おもって動いてるでしょ。それにね……」

　ブスッ。

　鈴の持つ針が、少しだけ強めに布へ突つき刺さる。

「一組の劇ってラブストーリーなんでしょ？」

　ブスッ。

「しかも相手役が、雪奈」

　ブスッ。

　針は段々と強く布へ突き刺さり始める。そして──。

「そんな場面に立ち会ったら、鈴、自分を保てる自信がないのよねぇぇぇ！」

　ブスッ！　ブスッ！　ブスッ！

　もはや裁縫など関係なく布を刺し始める。

「やめろ！　使い物にならなくなるぞ」

「だって歩ほ貴たかが『兄君は人助けの一いつ環かんとして演劇をしているのです』って言うから我が慢まんしてたけど……やっぱり嫌なんだもん！」

　前言撤てつ回かい。やっぱり鈴はやばい。

　しかし彼女はそのまま俺の手を握にぎると、「さぁ、一いつ緒しよに演劇の練習へ行きましょう？」と笑えみを浮うかべる。

　おいおい、こんな状態で一緒に行ったら一組が血の海になるぞ。

　抵てい抗こうしようとするも鈴の意志は固いようだ。

　俺はなすすべもなく彼女と教室を出た。

　一組に着くと、すでに演技の練習が始まっていた。

「あら、その子は？」

　葉子は鈴を見るなり首をかしげる。

「俺の妹だ。わがままでついてきただけだから、追い返していいぞ」

「かわいいじゃなーい！　翔と遺伝子が近いなんて想像つかないわ」

「はじめまして、夜よ空ぞら鈴です。今日はよろしくお願いします」

　いつもの完かん璧ぺきな外そと面づらであいさつをした鈴は、さっそく教室の壁かべ際ぎわに立って見学を始める──って、よく見たら手に針を持ったままじゃねーか！

　焦あせる俺に気づいた妹だが、不敵な笑みを浮かべるばかりだった。

　どんどんヤンデレ化が進んでやがる。

　いざとなったら止めに入る覚かく悟ごを決めて、俺は脚本に目を落とす。

「さぁ、後半の重要なシーンから始めるわよ」

　そう言って葉子は俺の脚本をめくり、シーンを指差す。

　雪奈へ目を向けると彼女は黙だまって立ち尽つくしていた。

　準備万ばん端たんってわけか。

　そう思い、歩みを進める。

　するとさっきより彼女の表情がよく見え、その顔が妙みように暗いことに気づいた。

　今から演じるシーンは、雪女が辛つらい思いをするところだ。感情を練っているのか？　それにしても暗すぎる気が……。

　そうこう考えているうちに、演技が始まってしまう。

「お前はうちのゲレンデに遊びに来た客を凍こごえさせた。俺にもウソをついていた。今さらどうやって信じろっていうんだ！」

「…………」

　なぜか、雪奈がセリフを喋しやべらない。

　不思議に思って顔を上げると、そのタイミングでようやく口を開いた。

　だがその声はなぜか震ふるえている。

「そう……わたしはしょせん人間と妖よう怪かいの半はん端ぱな存在。わたしなんかが恋れん愛あいだなんて、恋愛だなんて……」

　そこで彼女は急に泣き出してしまった。

「え、ちょっ……」

「凄すごい演技だわ！　元の演出とは違ちがうけど、泣けるなんて才能あるのね」

　葉子は雪奈の行動を見て感激している。

　しかし俺にはあの涙なみだが演技に見えない。

　確かに雪奈は二面性があるし、俺のトラウマの原因だし、演技で泣けたとしても驚おどろかないが……それでもあの涙は本物に見える。

　鈴も同じことに気づいたのか、不思議そうに首をかしげている。

　さすがウソ泣きの名手だ。他人の涙が本物かどうかも見分けがつくらしい。

　演技が終わっても雪奈の涙は止まらず、葉子は彼女を休ませる。

「まだ感情のスイッチをうまくコントロールできないのね。ゆっくりしてて」

　そして俺たちは雪奈抜ぬきで練習を続けた。

　練習が終わって五組に戻もどると、歩貴と渚なぎさが俺たちを待っていた。

「どうしたんだ？」

「せっかくだし一緒に帰ろうと思ってな」

　文化祭の準備や部活の都合で、最近みんなと一緒に帰っていない。ひさしぶりに時間が合ったから待っていてくれたのだろう。

　俺は彼の言葉にうなずくと、すぐに帰りの準備をしてみんなと学校を出た。

「今さらだが、なんで翔は渚のコスプレをチャイナドレスにしたんだ？」

「大昔の格ゲーで、チャイナドレスを着たキャラがいただろ。ほら、世界中のストリートでファイトするやつ」

「あぁ、あれか」

「ちょっと待ってよ。それってあたしが格ゲーのキャラに見えたってこと!?」

　渚が声を上げて拳こぶしを固める。

「お前のそういうところが俺にチャイナドレスを選ばせたのさ」

「っ……！」

　彼女は拳を止めると、「なによ、好きだから選んだんじゃないの」と声を落とす。

　うっ……そんなに素す直なおにへこまれると、心が激しく痛むんだが。

「その、あれだ。いくらなんでも似合わない服を選ぶほど性格悪くないぞ」

「え？」

　フォローの言葉に、渚が頰ほおを染める。

　心と心のキスをしてから、こういうとき彼女は素直な一面を見せるようになった。それを見て、俺の胸も自然と高鳴る。

　そんな中、鈴はこちらにツッコミすら入れず遠くを見て考えこんでいる。

「ねぇ、雪奈ってメンヘラなの？」

「は？」

「だって演技の練習してるとき、感情移入しすぎて本当に泣いてたじゃない」

「感情移入しすぎて？」

「うん。あれは多分、雪女に感情移入してた」

　ウソ泣きが得意な鈴に言われると真実味がある。

　歩貴もそれを感じ取ったのか、考えるようにメガネへ手をそえた。

「僕のデータにはメンヘラという情報はありませんね。ちなみに、どんなセリフで泣いたんですか？」

「わたしはしょせん半端な存在だとか、わたしなんかが恋愛だなんてだとか……」

　それを聞いて、はっとしたように歩貴が黙りこむ。

　そして俺へそっと耳打ちしてきた。

「最近、ピュアランドで誰だれとどんな話をした？」

「セフィアやアオイといつも通りに遊んでたな」

「本当にそれだけか？」

　他ほかにもあるが、ちょっとここでは言いづらいというか……恥はずかしい。

　話を終わらせようとすると、歩貴の目が真しん剣けんなことに気づく。

　ど、どうしたっていうんだ。逃にげづらい……。

「ココロに初はつ恋こいの話をした。それ以外は特に記き憶おくにない」

　俺は観念したように口を開いてしまう。

「そうか……わかった」

　彼はため息まじりにそう漏もらすと、「明日の演劇には僕も参加する」と続けた。

　珍めずらしいな。まぁ、どうせコーヒーを飲んでるだけの役だが。

「お兄ちゃん。あんなメンヘラのどこがよかったの？」

　心底理解できないかのように鈴が聞いてくる。

　まだメンヘラって決まったわけじゃないだろ。だいたい、雪奈もヤンデレのお前に言われたくないと思うぞ。

「今日は偶ぐう然ぜん調子が悪かっただけだろ」

　そう言ってまとめるも、俺の中には違い和わ感かんだけが残った。




　そして翌日。放課後になって演劇の練習へ行くと、雪奈はさらに暗くなっていた。

「けっきょく、だ、だれからもあいされ……ないうんめい……」

　もうまともにセリフも喋れない状態だ。

　なんとかこらえているが、滲にじんだ涙が今にも溢あふれそうだった。

　ここにきて葉子はやっと彼女の異変に気づく。

「なにかあったの？」

「…………」

「ねぇ、力になるわよ？」

「…………」

　なにを言っても雪奈は首を横へ振ふるばかりだ。

　これではなにも話が進まない。

　そのとき、珍しく演劇に参加していた歩貴が葉子のそばへ行く。

　そしてなにか耳打ちした。

　すると葉子は「お前か！」と言わんばかりの苛いら立だたしげな顔で俺を睨にらむ。

「な、なんだよ」

「あんたって、ほんと鈍どん感かんよね」

「どういうことだ？」

「それは僕から説明しよう。端たん的てきに言えば、『翔と雪奈が二人でちゃんと話せる機会を作ってはどうか』と提案したんだ」

「ようするに、翔がいつもの中二をこじらせた言動で雪奈を傷つけちゃったんでしょ。ねぇ歩貴」

「…………」

「そこは否定しろよ！」

　俺が盛大につっこむも、歩貴と葉子は無反応だった。

　まったく、俺は本当になにも雪奈に言ってないぞ。

「しょうがないわね。こうなったら、今度の休みに二人で翔の衣装を買いに行ってもらうわ」

「はぁ!?」

　なんでそんなことになるんだ。

　歩貴を睨むと、彼はそしらぬ顔で明後日あさつての方を見ていた。

　……あとでシメる。

　密ひそかに決意を固める中、俺は「雪奈と二人きり」という状じよう況きようにうろたえてしまう。

　アニルの件もあるので、なるべく演劇には協力したい。

　だが雪奈と二人きりで買物に行くことまで、その協力に含ふくまれるのか？

　これじゃまるで……デートじゃないか！




　日曜の電車はほどほどにこんでいた。この電車なら待ち合わせの時間にちょうど着くだろう。……というか、へたしたら雪奈も同じ電車に乗って街へ向かっているかもしれない。

　同じ街に住んでいるのだから電車も一いつ緒しよに乗ればよかったのだが、そんな誘さそい方など俺にできるはずもなく、一人で移動していた。

「しかし、なんで俺が雪奈と二人で買い物へ行くはめになるんだ」

　いまいち事情が把は握あくできない。

　ただ、歩貴は俺が知らないなにかに気づいていることだけはわかった。

　いや、思い返せばあいつはもっと前からなにかに気づいている。

　──ピュアランドがその存在意義を否定されたとき……お前はそれでもプレイし続けられるか？

　歩貴の問いが、またしても頭をかすめる。

　俺の知らないところでなにが起こっているというのだ。

　歩貴は幼い頃ころからの腐くされ縁えんである。俺にとって悪いようにはしないと思うが……。

　そこまで考えたとき、電車が目的の駅に着く。

　慌あわてて降りると、改札へ向かう途と中ちゆうで雪奈に気づいた。彼女もこちらに気づいたらしく、俺を見て黙だまってうなずく。

　俺はシャツにジーパンという簡単な恰かつ好こうだ。しかし彼女はオフホワイトのワンピースに麦むぎわら帽ぼう子しをかぶり、清せい楚そでかわいらしい恰好をしている。

　知らず、一いつ瞬しゆんだけ心臓が強く鼓こ動どうを打ってしまった。

「や、やっぱり同じ電車だったのか」

「うん」

　特に驚きもせずに肯こう定ていした彼女を見て、首をかしげる。

　するとこちらの反応を見て「乗るときに気づいてたけど、声をかけられなくて」と戸と惑まどったように説明してきた。

「気づいてたなら声をかければよかっ──」

　いや、俺も待ち合わせを自分たちの街にある駅ではなく目的地の駅にした口だ。人のことは言えまい。

　彼女の言葉に軽くうなずいた俺はさっさと改札を出た。

「しかし……いきなり気まずい雰ふん囲い気きだな」

　雪奈に聞こえないようそっと漏らす。

　そもそも〝二人きりで買い物〟というイベント自体、俺の人生で発生することが驚きなのだ。それは歩貴もよくわかっているはずなのに、どうしてこうなった。

　いきなり後こう悔かいしそうになっている中、雪奈は相変わらずの暗い雰囲気で黙っている。

　もう、今日は一人で買い物をしてるつもりでいた方が楽かもしれんな。

　ため息をつくと、駅を出て街へ繰くり出す。

「さて、目的の店はどこだ？」

　歩貴が用意してくれた地図を広げ、位置を確かく認にんする。

　現代が舞ぶ台たいの劇なので服はそこら辺の店で買えばいい。問題は今が夏で劇の設定は冬ということだ。普ふ通つうの店に行ったのでは衣装が見つからないだろう。ゆえに歩貴は古着屋を探して地図をくれたのだ。

「ねぇねぇ、今日はスイーツの食べ放題に行きた～い」

「しょうがないな。あそこはパスタやパンもあったし……いいぜ」

　俺たちの脇わきをいかにもリア充じゆうなカップルが通り過ぎてゆく。

　だが俺と雪奈もまた、他人が見ればそう思うのだろうか？

　ふとよぎった考えで後ろを見るも、黙りこんでついてくるだけの彼女を見て頭かぶりを振る。

　どう見ても楽しそうには見えないな。

　そして俺たちは古着屋へと向かった。

「う～ん。そもそも劇で使える服ってどんな物なんだ？」

　店の中でひとりごちるも、答えは見つからない。

　設定では、ゲレンデを経営する一家の息むす子ことなっているが……金持ちっぽい恰好でもすればいいのか？

　そう考えてとりあえず革かわジャンを着てみる。

　だが……貧相な体の俺では〝着られている感〟が凄すごい。

「ちっ、次だ」

　そう言って、今度はファー付のギラギラと光っているコートを着てみる。

「お、成金っぽくなったな」

　これで葉巻を持てばいかにもという感じだ。

「よし、せっかくだから帽子も買おう」

　俺は黒い帽子をかぶると、ついでにマフラーも見つけて首にかけ、あえてだらしなく垂らす。

「いいではないか。主役の貫かん禄ろくが出てきたな。これなら雪女と言わずシンジケートの一つも潰つぶせそうだ」

　そう言ってニヒルに口の端はしを上げる。

「ぷっ」

　ふと声が聞こえたので振り返る。

　すると雪奈が俺の姿を見て笑っていた。

「その恰好、さすがにないよ」

「なっ……大物のオーラが溢れんばかりではないか！」

「そう思ってるのは翔くんだけ。それにそんな恰好でゲレンデに行くの？」

「うっ、それは……だったらお前が選べ」

　ぶっきらぼうに言うも、彼女は「うん。そうする」とあっさり承しよう諾だくして服を探す。

「これがいい」

　彼女が持ってきたのはダークパープルのダウンジャケットだった。

　試ためしに着てみると、今日はいてきたジーパンにも合ってちょうどいい。

「……意外にやるな」

　ぼそりと言うと、雪奈は嬉うれしそうに微笑ほほえんで「よかった」とつぶやく。

　その笑え顔がおは小学校のとき明るかった彼女とダブり……思わずドキリとしてしまった。

「バ、バカ。なに動どう揺ようしてるんだ俺」

　自分に言い聞かせるようにつぶやく。

　とはいえ最近ずっと暗かった彼女がやっと普通に話してくれたのだ。

　今なら暗くなっていた原因を聞けるかもしれない。

「なぁ、お前最近変だったよな？」

「……うん」

「なにかあったのか？」

　俺の質問を聞いて、雪奈は考えるように黙りこむ。

「翔くんって、恋こいしたことある？」

　彼女は顔を上げると同時に、こちらへ一歩近づいて問う。

「恋って、いや、まぁ……」

「わたしもあるよ」

　雪奈も恋したことがある。それを知った途と端たん、わずかに胸が痛む。

　俺の初はつ恋こいはもう終わったのに、どこかで引きずっているというのだろうか？

　いや、そもそも昔好きだった女に「恋したことある？」なんて聞かれるこの状況をどうにかしたいのだが……。

「わたしが好きだった人は、わたしを変えてくれた人」

「そうか」

「でもその人はわたしのことを勘かん違ちがいしてて、だからちゃんと話したいってずっとずっと思ってたの。でもそれがなかなかできなくて……」

「勘違いされてるなら、ちゃんと言わないと相手に伝わらないだろ」

「だって、本当のことを教えて拒きよ絶ぜつされたら恐こわいよ」

「そんなこと考えてたら、誤解されて当たり前だろ」

「翔くん、やっぱりひどい」

「は!?」

　なぜか痴ち話わ喧げん嘩かっぽくなっている……って、あれ？　このやりとりは最近も雪奈とした気がする。確か、演劇の練習をしているときだ。

　あのときは雪女と主人公の話だったが、なぜか状況が重なっている。

「ねぇ。わたしが本当のこと言ったら、納なつ得とくしてくれるの？」

　雪奈はそう言いながら俺にまた一歩近づく。

　その髪かみをサラサラと揺ゆらし、甘い匂においを漂ただよわせる。

「誤解されたままなのは嫌いや。でも正直に言うには、時間が経たちすぎてる」

　彼女は言いながら歩みを進めており、すでに俺に触ふれる寸前だ。

　温かい吐と息いきがかかる。

　雪奈の甘い匂いがさらに強まった。

　ほんのわずか動けば、俺は彼女に触れてしまう……。

　緊きん張ちようしてしまい、息が止まった。

　彼女はなにか大事なひと言のために言葉をためているようだった。ギュッと結んだ唇くちびるがその言葉の重さを物語る。

　そしてついに、一大決心をしたかのように口を開く。

「誤解されたことで、あんなに怨うらまれてたなんて……やっぱりたえられない。だからわたしは、わたしは──」

「あ、お兄ちゃん見っけー！」

　突とつ如じよ、店の入り口で声が上がる。

　目を向けると、そこには鈴・歩貴・渚・美み紅く……といつものメンバーがそろっていた。

「お前ら、どうしてここにいるんだ？」

「お兄ちゃんが朝一から服を選んでたからおかしいと思って、ジーパンのポケットにＧＰＳをしこんでおいたの」

「なに!?」

　言われてポケットへ手を突つっこむと、ボタン大の機械が入っていた。

　あいつめ、またこれか。

　いつも通りの服装で俺の目の前にたたずむ妹を睨にらむ。

「僕は鈴さまをお止めしたんだが、すまない」

　ワイシャツを着ていた歩貴が、申し訳なさそうに頭をさげてきた。

「しかし、どうして渚や美紅までいるんだ？」

「鈴ちゃんから電話がかかってきたのよ。『この泥どろ棒ぼう豚ぶため！　お兄ちゃんとどこへ行くつもり!?』って」

「私のところにも同じ電話がきた。それでなにがあったんだと思って翔の家へ行くと、妹さんが騒さわいでて……という流れだ」

　ブルーのノースリーブを着た渚に続き、フリルのついたかわいらしいワンピースを着た美紅が喋しやべる。

　鈴のストーキングに慣れて、怒おこる気力も失うせている俺が悲しい。

「二人きりでデートなんてギルティです。妹同どう伴はんを提案します」

「これは文化祭の買い出しだから」

「鈴はね、文化祭の準備を手伝ってこういうイベントを楽しみたかったの！　データ打ちだけじゃ満足できなーい」

　もうなにを言っても聞かない状態だ。

　俺が呆あきれて黙っていると、渚と美紅がこちらへ来る。

「それで、服は決まったの？」

「私の方でオーダーメイドしてもいいんだぞ」

「もう決まった。雪奈が探してくれてな」

　俺は自分が着ているダウンジャケットを指して言う。

　それを見た渚が感心したように声を漏もらす。

「雪奈ちゃんっていい趣しゆ味みしてるわねぇ。翔のセンスとは大おお違ちがい」

「失礼だな」

「じゃあ翔はどんな服を選んだのよ」

「それは……その……」

「渚。こちらに趣味の悪いコートとマフラーがあるが、もしかしてこれが翔のチョイスか？」

「そうね。いかにも中二っていうか、どうせ『マフィアみたいでかっこいい』とでも思って選んだんじゃないの」

　当たってるだけに反論しづらい。

　というか美紅、さりげなく『趣味の悪いコート』とかバッサリ言うな。

　雪奈へ目を向けると、彼女は一歩引いた距きよ離りからこちらの様子を眺ながめていた。

　まるで、さっきまでの情熱的な姿が見る影かげもなく消え去ったかのように。

　どうしたんだ？

　首をかしげるも、彼女は動く気配がない。

「あ、このジャケットもよさそうじゃない？」

「いや、私だったらこっちのコートにするな」

　渚と美紅は俺をはさんで話を続けている。

　気のせいか、その様子を見た雪奈の顔は段々と元の暗いものへと戻もどっていってるようだ。

　なにかまずい。

　直感的にそう思った直後、雪奈はこちらへ背を向ける。

「もう、わたしは必要なさそうね」

　そのひと言だけで、彼女は帰ってしまった。

　俺は女心が本当にわからないヤツなのだろう。

　このときはまだ、なにが起こったのか理解していなかった。

　この次の日から……雪奈は学校へ来なくなってしまったのだ。
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「また雪ゆき奈なになにかしたの!?」

　放課後になって一組へ行くと、開口一番で葉よう子こにそう言われた。

「べつに。普ふ通つうに衣装を買いに行っただけだが」

「あんたの普通は信用ならないのよ」

「まったく……なんだっていうんだ」

「雪奈が学校を休んだの」

「風邪かぜでも引いたんじゃないか？」

「あんたと二人きりで街へ行った次の日に休みだなんて、どう考えてもおかしいでしょ」

「心しん配ぱい性しようなヤツだ」

　ため息をつくも、買い物に行ったとき妙みような帰り方をした雪奈が頭をかすめる。

　だがその日はまだ不安を頭の隅すみへ追いやり、普通に練習を始めた。

　──そして三日後──。

「まだ登校しないなんて、やっぱりおかしいでしょ！」

　放課後の練習が始まる前。俺たちは廊ろう下かの端はしに集まっていた。

　痺しびれを切らしたように叫さけぶ葉子を見て、俺もさすがに自分が原因なのかもと思ってきた。

　買い物に行ったあの日、俺は追いかけてでも雪奈を止めなければいけなかったのかもしれない。

　話を聞いていた歩ほ貴たかは、「やはりあの日、鈴りんさまをお止めすべきだった」と後こう悔かいしたように漏らす。

「今回ばかりは俺のせいだとわかるが、どうして雪奈が学校へ来ないのかいまいち理由がわからん」

「それは僕の口から説明することじゃないぞ。だが、渚なぎさや美み紅くまで来てしまったのは失敗だった」

「その渚や美紅も、鈴が呼んだんだよな」

「べつに呼んでないもーん！」

　今まで黙だまって話を聞いていた鈴が、抗こう議ぎするように声を上げる。

「あれは渚や美紅が勝手についてきただけ。本当なら一人で行って雪奈を強制排はい除じよするつもりだったのに」

「お前が絡からむとロクなことにならんな」

「お兄ちゃんひどい！　そもそも浮うわ気きしたお兄ちゃんが悪いんでしょ。鈴というものがありながら……」

　そこで彼女は急に泣き出してしまった。

「ウソ泣きウザイ」

「慰なぐさめてくれたっていいじゃーん！」

「真面目まじめな話をしてるんだからちょっと黙れ」

　そう言って俺が葉子へ目を向けると、鈴は「お兄ちゃんのバカー！」とすねて帰ってしまった。

　まったく……少しはこちらの事情も考えてくれよ。

「とりあえず雪奈の家に行ってみるか？」

「う～ん。翔かけるがいきなり行くより、まず私が電話してみた方がいいかも」

　言うが早いか葉子はすぐに携けい帯たいを取り出し、電話をかける。

　だがどれだけコールしても出る気配がない。

「本当にまずいことになってるかも」

　気を落としたように彼女がつぶやく。

「ずっと待ってたチャンスが、やっと来たと思ったのに」

　ずっと待ってた……彼女が前にも言ったセリフだ。

「一体、お前はなにを待ってたんだ？」

「こうなったら正直に話すわ。私、翔と雪奈を仲直りさせたかったの」

「へ？」

　予想していなかった言葉に啞あ然ぜんとする。

「小学校の頃ころはあんたもよく雪奈と一いつ緒しよにいたし、私と話す機会も多かったでしょ。二人ともいい雰ふん囲い気きだなと思って見てたのに、いきなり雪奈を拒きよ絶ぜつして……サイテー」

「ちょっ、それには理由があるんだぞ」

「どんな？」

「だってあいつ、あの頃俺たちがやってたＳＮＳで彼氏募ぼ集しゆうの書きこみしてたし」

「はぁ!?　雪奈はそんなことするような人じゃないでしょ。っていうか私、そんな書きこみ見たことないし」

「見み逃のがしてたんだろ」

　そのとき、過去の記き憶おくがフラッシュバックした。

　そうだ。俺と葉子は小学校の頃にこうやってよく話をしていた。演劇の練習で葉子や雪奈と関かかわるようになってむずがゆい気持ちになったのは、昔同じように話していたことがあったからだったのだ。

　そして芋いもづる式に思い出した。

　俺が雪奈の『ラブレター』という書きこみを見て男漁あさりの投とう稿こうだと直感した理由を。

「お前、昔俺に言ったじゃないか。『雪奈のＳＮＳをのぞいてみなよ。きっとビックリするから』って」

「え？　う～ん……確かに言ったかもね」

「なんかやけにいやらしい笑え顔がおで言ってたぞ。それで見てみたら『ラブレター』って題名でスレッドを立てててさ」

「でもなんでそれが雪奈を拒絶する理由になるの？」

「題名を見ただけで男漁りの投稿だってピンと来たね。スイーツはたまに変なひねり方をするからな。お前のいやらしい笑顔とセットで考えればファイナルアンサーだ」

「まさか、中身を読んでないの!?」

「目が腐くさるじゃないか」

「ちょっとぉ……」

　なぜか葉子は本気で落ちこんだように顔を伏ふせる。

　なんなんだ？

　じっと見つめていると、彼女はため息まじりに顔を上げて遠くを眺ながめ始めた。

「なんとなく、二人の仲が悪くなった理由に私も関わってる気がしてたんだよね。ごめん。なんかごめん。あんたがそこまでバカだって気づかなかった私が悪かった」

「それ謝ってねーし！　意味わかんないし！」

「三年越ごしの事実発覚を前に、私、今混乱してるの。ちょっと待って」

　彼女は頭が痛いかのように手を額に置いてつぶやく。

　そのとき、歩貴がすべて理解したと言わんばかりに顔を上げた。

　そして葉子の肩かたを叩たたくと、彼女を少し離はなれた位置まで連れて行く。

「お～い。なにを話してるんだ」

「ちょっと説明が難しいというか、説明すべきかどうかが難しいので待て」

「なんだそれ」

　不満顔で返すも、向こうは真しん剣けんな表情だ。どうにも触ふれづらい。

　黙だまってしばらく待っていると、歩貴と葉子が帰ってきた。

「結論としては、美紅と渚にも助けを求めようと思う」

「でも、街ではあの二人がいたことで話がややこしくなったんだろ？」

「あの二人なら、そこも含ふくめて雪奈を説得できるだけの純心がある」

「なるほど」

「今の状態で翔と雪奈を二人きりで会わせるのは悪い予感しかしない。まずはみんなで説得してみよう」

「わかった」

　そして俺たちは渚と美紅を集め、事情を説明する。

　話を聞き終わった直後、美紅は男のような声を作って疲つかれたように喋しやべり出す。

「カケル。きみは本当に残念なヤツだな」

「なぜにＡＩＴＯ口調」

「僕、きみとピュアランドを作った日々が走そう馬ま灯とうのように流れ出したよ」

「なぜに死亡フラグ」

「だけど……しかたないわね。おバカなソラのために私が一ひと肌はだ脱ぬいであげるわ」

「急にセフィアになるな！」

　黙ってこちらを見つめていた渚は、複雑な表情で話に入ってくる。

「あたし、雪奈ちゃんに感謝しなきゃいけなかったのね。でもその感謝も複雑っていうか、雪奈ちゃんのおかげでピュアランドができて翔と打ち解けられたけど、その陰かげで雪奈ちゃんは……」

　そこまで喋り、渚と美紅が暗い表情で黙りこむ。

「お通つ夜やみたいな顔するな！　そしてみんなしてなにを隠かくしている!?」

　そうやって叫さけぶも、歩貴が「今はまだ話す刻ではない。機を待つのだ」とメガネに手をそえ一歩踏ふみ出す。

「できれば二人には、二人の力で仲直りして欲しい。僕たちはそのサポートをするだけだ」

「そりゃ、俺だってここまで話を大きくせずに一人で解決したいんだが──」

「それは無理だ」

「コンマ一秒で言うな！」

「とにかく、みんなで雪奈の家に行ってみよう」

　歩貴はそう言うと、こちらの話も聞かずに歩き出してしまった。




　雪奈の家は俺の家から歩いて二十分ほどの距きよ離りにある。

　住宅展示場に建ててあるような小こ綺ぎ麗れいな家だった。

　玄げん関かんのベルを押すと、中から母親と思おぼしき人が出てくる。

　雪奈の背をもう少し高くして綺麗に年ねん齢れいを重ねたような人だった。

「あら、お友達が訪ねてくるなんて珍めずらしいわね」

「あいつがあまりに長く学校を休むもんでな。俺たちが──」

「翔は喋るな。僕から説明致いたしましょう、マダム。お嬢じようさんの具合がかなり悪いようですので、心配してみんなでお見み舞まいへうかがわせて頂きました」

「マダムだなんて、もう」

　歩貴にさらりと言われた彼女は、嬉うれしそうに少しだけ頰ほおを染めていた。

　それはそうと歩貴。お前、今しれっと俺の言葉を切ったよな？

　歯がみしていると、一いつ旦たん中へ戻もどった母親が再び外へ出てくる。

「ごめんなさいね。まだ具合が悪いみたいで、会うのはきついって」

「それは残念です。ちなみにどういった症しよう状じようなんですか？」

「お腹なかが痛いって言ってるのよ。病院に行っても大だい丈じよう夫ぶだって言われたんだけど、こんなこと初めてだし……少し休ませてるの」

「こんなこと？」

　その刹せつ那な、歩貴の目が光る。

「マダム。申し訳ありませんが、『こんなこと初めて』の辺りがよく聞こえなかったのでリピートして頂けないでしょうか。できれば息を切らしてわずかに言葉を区切って言って頂くと聞きとりやすいのですが」

「そう？　こ、こんなこと初めて……」

　雪奈の母親はそう言いながら息を切らし、そのせいで頰がわずかに紅潮する。

　それはまるで、女ではなく母として過ごした歳月のせいで忘れていた性の悦よろこびを再び思い出して熱い情欲に目覚めた人妻のような淫いん靡びさがあった。顔が雪奈と似ていることもあり、まるで大人の雪奈が乱れているようにも見え──。

「人の母親にまでリピート要求しないの！」

　すかさず渚が歩貴の頭を叩き、「すみません。この人、少し変なので」と恐きよう縮しゆくして頭をさげる。

「いいのよ。雪奈がもう少し元気になったら来てあげて。いつでも歓かん迎げいするわ」

　彼女はそう言うと、「買い物があるから」と出かけてしまった。

　しかしさっきの母親の説明でよくわかった。雪奈はやはり仮け病びようをつかっている。

　おそらく雪奈しかいないであろう家を見上げ、俺は歩貴へ語りかける。

「今なら侵しん入にゆうしても大丈夫だな」

「どうやって入るんだ？」

「あそこの木の枝をつたって一階の屋根の上に飛びのり、二階のあいている窓から入るんだ」

「がんばれ」

「俺にできるわけないだろ。暗殺ゲームでよくある要領だ。歩貴、がんばれ」

「僕はマダムに嫌きらわれたくない」

「あんたたち、なにバカなこと言ってるのよ」

　渚はうんざりしたように言うと、美紅へ目を向ける。

「電話してみる？」

「しかし電話しても出なかったのだろう？　いっそ、ここから叫べばいいと思うぞ」

「少し恥はずかしいけど……手段は選べないわよね」

　渚は肩を落とすとこちらを向き、「そういうことだからがんばってね、翔」と微笑ほほえむ。

「なんで俺がそんなことしなきゃならんのだ」

「あんたのために来てるんでしょ。まずいこと言いそうになったら止めてあげるから、早くしなさい」

「むぅ……」

　しかたない。

　俺は大きく息を吸い、両手でメガホンを作る。

「雪奈、聞こえているだろう。ヒッキーはやめろ。あれは体が弱るしどんどん喋れなくなるし、いいことないぞー！」

「翔が言うとリアルね」

「よけいなこと言うなよ、渚」

　軽く睨にらむと、俺はさらに言葉を重ねる。

「お前は完全に包囲されている。すでに逃にげることなど不可能だ。おとなしく出てくるがいい」

「まるで犯罪者じゃないか」

「美紅、ツッコミはなしの方向で」

「う～む」

「というわけで雪奈、とりあえず出てこい。話はそれからだ」

　声を張って言うも、彼女の家からはなんの音も聞こえない。

　ダメだったか。

　ため息をつこうとしたそのとき、美紅と渚が先にため息をつく。

「あれでは出る気があっても出たくなくなるな」

「まぁ相手を傷つけなかっただけマシじゃない？」

「そうだな。翔は素すでひどいことを言うときがあるからな」

「あたしなんて何年あの中二じみた文句を言い続けられたことか……」

「心中察するぞ。私がＡＩＴＯだったときも苦労した」

「お前ら俺の味方なのか敵なのかはっきりしろ！」

　突つっこむも、フォローを入れる者など誰だれもいなかった。

　俺……そんなにひどいのか？

　さすがに自信が揺ゆらぎ始める。

　そんな中、葉子がみんなの前に立った。

「今日はこれくらいにしましょう。あの子が意固地になって出てこないんだとしたら、これ以上やると逆効果だと思うし」

「そうだな」

　俺はつぶやくと、再び雪奈の家を見上げる。

　あいつ……本当に大丈夫か？




　雪奈の家に行ってから三日経たった。

　いまだに登校する様子もなく、休みが続いている。

　彼女のクラスメートもさすがにおかしいと思ったのか、演劇の練習中に妙みような空気が流れ始めた。

「深み山やまさん、なにかあったのかしら？」

「クラスでは普ふ通つうにしてたけどな」

「翔が原因だったりして。あいつ意外と周りに女が多いしな」

「もし本当にそうだったら俺は許さない。俺の、俺の深山さんを……!!」

　二人で一いつ緒しよに衣装を買いに行ったことがばれたら、この場で撲ぼく殺さつされそうな勢いだった。

「ここは我がスルースキルのすべてを使って空気になろう」

　静かに言うと、心を空にして表情を消す。

　悟さとられてはならない。俺は空気。俺は風。俺はただ流れゆく雲。

「なに他人ひと事ごとみたいな顔してんのよ」

　ふと、葉子がこっそり話しかけてくる。

「あれからみんなでメールしてみたけど返信もないわ。あと数日で本番だし、今日も家に行くわよ」

「わかった」

「お兄ちゃん、行くことないよー」

　練習についてきていた鈴が、頰を膨ふくらまして漏もらす。

「あの女が勝手に休んでるだけでしょ。あいつにかける時間があったら、鈴と一緒にお風ふ呂ろ入ろー」

「か、翔ってそっちの趣しゆ味みがあったんだ」

　葉子は驚おどろきのあまり絶句していた。

「って、真面目まじめに聞くなよ！　そんなわけないだろ」

「よかった……。コミュ障だし渚や美紅さんとつき合う様子もないし、もしかしたら本当に妹萌もえだったのかと思って」

「妙にリアルな説明やめろ」

「だってあんた、常識が通じない部分があるし」

「このっ……！」

　言い合っていると、鈴はこちらに興味がない様子で「とにかく、今日はすぐに帰ろうよ」と俺の袖そでを引く。

「今日は雪奈の家に行く」

「じゃあ鈴も一緒に行くー」

　ここでダメだと言えばこいつはさらにやっかいなことをやりだすだろう。

　しかたなく、妹も連れて行くことにした。

　練習を終えて雪奈の家の前へ行くと、母親は俺たちのことを覚えていたらしく「聞いてくるわね」とすぐに言った。

　そして困った顔で戻ってくると、「この中に葉子ちゃんって子はいる？」とこちらを見回す。

「私です」

「雪奈が、葉子ちゃんだけ入れてくれないかって」

「わかりました」

　葉子はこちらを見て一度うなずくとそのまま家の中へと入ってしまった。

　手持ちぶさたになった途と端たん、渚が歩貴に喋しやべりかける。

「この様子を見てると、翔が引きこもってたときを思い出すわね」

「そうだな。僕もあいつの家に入れるようになるまでしばらくかかった」

「あたしなんて『俺はもうリアルで女と話したくない』って言われて、家に入れるようになるまで歩貴の三倍はかかったわよ」

「ん？　今にして思えば、なんだかんだ言って翔は渚を女だと認にん識しきしてたんだな」

「バ、バカ。急になに言い出すのよ」

　俺を置いてけぼりにして歩貴と渚が話を続ける。

　そこへ鈴まで参戦してきた。

「鈴なんてお兄ちゃんが引きこもった当初はずっと一緒にいてラブラブしてたもんねー」

「……思い出したわ。あたしがなかなか家に入れてもらえなかったのって、鈴ちゃんが激しく拒きよ否ひしてたせいもあったのよね」

「当然でしょ。メス豚ぶたの雑ざつ菌きんで心を病やんだお兄ちゃんに、メス豚を会わせるわけないじゃない。鈴みたいにピュアが服着て歩いてるような人じゃないとお兄ちゃんに近寄ってはいけません」

「まったくこの子は……」

　会話に入りづらい。

　お前ら、俺の黒歴史について話しこんでそんなに楽しいか？

　しかし……雪奈が引きこもっていたときの俺に似ているか。

　だとしたら今は本当に人に会いたくないのだろう。

　引きこもったときすでにピュアランドがあればよかったのだが、なかったせいでネット恋れん愛あいの業者にだまされて借金を作ったこともあった。

「雪奈もピュアランドをしていれば、引きこもったとしても大だい丈じよう夫ぶだったのにな」

　遠くを見つめてそっと漏らす。

「葉子が戻もどってきたぞ」

　歩貴の声が聞こえたので扉とびらへ目を向けると、ちょうど葉子が出てくるところだった。

「演劇の練習に参加できなくてごめんって、泣かれちゃった。あの脚きやく本ほんじゃ辛つらいことばかり思い出して演じられないんだって」

　それを聞いた歩貴は「そうだろうな」と重い声でつぶやく。

「二人を仲直りさせようと思って下へ手たに二人とリンクさせた内容にしたのがアダになったわね」

「なぜ翔を主演にしたのか最初はわからなかったが、脚本を読んでなんとなく理解していたよ」

「マジで!?　あの脚本ってそうだったの？」

　驚きの声を上げる俺に、葉子と歩貴が視線を向ける。

「今の今までそこに気づかないあんたは凄すごいわ」

「僕はお前が気づいてないことに気づいてたぞ」

「お前ら……」

　拳こぶしを震ふるわせていると、葉子が力なく肩かたを落とす。

「最悪、代役は私がするわ。今の雪奈にあの役を強制なんてできない」

　その声は、俺たちの間に重く響ひびいた。

　これって……雪奈の主演をあきらめたってことなのか？

　みんなも同じことを考えたのか黙だまりこんでいる。

　今の雪奈に強制できないというのは、その通りだと思う。

　だが引きこもりの先せん輩ぱいとして思う。

　今ここで雪奈が劇に出なかったら本当の引きこもりになってしまうだろう。

　雪奈のことで引きこもりになった俺が言うのも変だが、それは嫌いやだと思った。

　そのとき、俺の様子を見ていた鈴が一歩前に出る。

「雪奈ー。劇は代役を立てるから出なくていいってさー」

「おまっ、なに大声で教えてんだよ！　それ言ったら本当に登校しなくなるだろ」

「わかってるもん。だから『もうゴールしていいよ』って教えたんじゃない」

「そのゴールは不幸一いつ択たくだろ！」

「あら、お兄ちゃんは引きこもりライフを楽しんでたんじゃないの？」

「それはまぁ……」

　確かに根がヒッキーなので、完全なる引きこもりになったとき気が楽になった部分もあった。引きこもりが長引いてからはヒッキー根こん性じようが出てきて「外に出たら負け」くらいは思っていた。だが──。

「引きこもりをやめてよかったこともあった」

　そう言って渚と美紅を見つめる。

　すると二人は「「翔……」」と声を合わせてきた。

　思わぬ方向から思わぬ言葉が来たのでビックリしたのだろう。

　二人はこちらへ熱っぽい視線を送っていた。

　そ、そんなに見つめられると恥はずかしい……というかリアクションに困るのだが。

　とにかく、引きこもりをやめてよかったこともあるのだ。美紅と出会い、渚と打ち解けられた。ピュアランドのおかげとはいえ、ただ引きこもっていたのでは得られなかったことだろう。

「ごめんね、雪奈。私たちは絶対に大丈夫だと思ってたの。だからあんなスレッドを作らせたのに、ここまで尾おを引くなんて」

　葉子が後こう悔かいするように漏らし、俺をじっと見つめる。

「もう普通の方法じゃダメなのかもしれない。こんなにすれ違ちがって……」

　その言葉は俺に向けてというより、自分に向けて言ったように聞こえた。

　だから俺は問うこともできずその場に立ち尽つくす。

「劇なんてもういいの。普通に学校に来て」

　彼女がつぶやいたその言葉が、解散の合図となった。

　帰り道になると、歩貴が気をきかせて鈴と夕飯の材料を買いに行ってくれた。

　葉子は俺たちと少しだけ一緒にいたが、帰る方向が違うために別れてしまう。

「この三人だけになるのはひさしぶりだな」

　俺は渚と美紅へ目を向ける。

「文化祭が始まってから忙いそがしかったものね」

「私もだ。準備が落ち着いてきたと思ったら演劇が大変なことになっていたしな」

「俺はもう、アニルの件を抜ぬきにしてもこの演劇を成功させたいと思ってる」

「ずいぶんやる気じゃない。雪奈ちゃん、復帰してくれるといいわね」

　渚の言葉に俺はうなずく。

　すると美紅が改まるようにしてこちらを見つめてきた。

「私は翔のおかげで自分を変えることができた。翔と出会う前の私ではお父様の敷しいたレールを外れることなどできなかっただろう」

「あたしもよ。幼い頃ころに川で溺おぼれたとき翔に助けられて、自分を変えようと思った」

「だからというわけではないが、お前なら雪奈も助けられると思う」

　真っ直すぐこちらを見つめて言い切る美紅。

　彼女らしいその強い瞳ひとみを見て、弱気になりかけていた心が奮い立つ。

「できれば劇に参加して欲しいけど、それがダメでも引きこもりだけは止めなきゃね。元ヒッキーの翔ならきっと説得できるわよ。あたしたちだって協力するし」

　渚が優やさしい瞳で俺に喋りかけてくる。

　彼女らの言葉のおかげで、自分は一人じゃないと安心できる。

「二人とも、ありがとう」

　その言葉に二人は微笑ほほえむ。

「だってあたしたち──」

「ピュアランドのプレーヤーの名にかけて、正々堂々と恋こいをすると決めたからな」

　心強い言葉に、つい笑えみが漏もれる。

　この二人がそばにいてくれてよかった。

　この二人のおかげで、俺もがんばろうと思える。




　雪奈を欠いた状態で文化祭の準備は着々と進んでいた。

　俺が引きこもる原因となった女なのに、憎にくみたくても憎みきれない。

　むしろ演劇の練習を通して仲良くなっていた節すらある。

　それだけに、こんな中ちゆう途と半はん端ぱな状態で引きこもられたのでは気になってしかたがない。

　そしてあっという間に数日が経たち、文化祭の前日になってしまった。

　俺は一人で考えごとをするために、劇の最終打ち合わせを終えると昔通っていた小学校へと向かう。

　夜はセキュリティーがあるため普ふ通つうだったら中へ入れないが、そこは元々通っていた学校だ。セキュリティーの穴がある場所も知っており、川の前に作られたフェンスを乗り越こえて侵しん入にゆうする。

　フェンスを降りると、そこは運動場だった。月明かりの中、昔遊んだ遊具の数々が淡あわく浮うかび上がっている。

「あのジャングルジム、雪奈とのぼったな。あいつは恐こわがってたけど」

　ふと昔を思い出して笑ってしまう。

　この運動場だけでもたくさんの思い出があった。

　昼休みにドッジボールをしたこともある。

　ブランコで遊んだことも、長ちよう距きよ離り走でバテたこともある。

　そのすべての記き憶おくの中に雪奈がいた。

「あいつ、俺より早く長距離走でバテてたからな」

　今なら、もしかしたら俺の方が負けてしまうかもしれない。

　それだけの歳月が経ってしまった。

　だがどれだけ時間が過ぎても、俺は雪奈のことがよくわからないままだ。

　美紅や渚もそうとう本音がわからない女だったが、雪奈は別格である。あの二人と違ってそもそもあまり喋しやべらないのだから。

「だけどあいつ、転校してしばらく経ってからは喋るようになってたのに……なんでまた喋らなくなったんだ？」

　疑問が頭をかすめる。

　中学校の間になにかあったのか、もしくは俺と同じく小学校を卒業する辺りでなにかあったのか……。

「でも、雪女はやっぱり雪奈だよな」

　葉子は演劇部なだけあって雪女をちゃんと演じている。

　だが俺の中では雪奈こそが雪女なのだ。

　いや、葉子だって元々は雪奈を想定してあのキャラを書いている。

　なら本当は雪奈に演じて欲しいに決まっているのだ。

　あの雪女が雪奈そのものだというなら、俺と雪奈があの劇を演じることでなにかが見えてくる気がする。

　だからこそ、雪奈に演じて欲しい。

「明日あしたが本番か」

　まだすべてが終わったわけじゃない。

　今なら間に合うかもしれない。

　そう思うといても立ってもいられなくなった。

「せめてひと言だけ……なにもしないよりマシだ！」

　そう叫さけび、俺は雪奈の家へと駆かけ出した。

　家の前に着くと、一階と二階の両方に明かりがついていた。

　中の部屋割りはわからないが、関係ない。

　たとえどの部屋にいても聞こえるよう、俺は大きく息を吸う。

「雪奈！　明日、お前のこと待ってるからな！」

　周囲の民家にまで聞こえてしまうほどの大声。

　普ふ段だんだったら恥ずかしくてできないだろう。

　だが、俺にはもうこれくらいしかできないのだ。

　静まり返った辺りからはなんの返事も聞こえない。

「それでも声は届いたはずだ」

　願いを口に出し、俺は雪奈の家をあとにした。

　帰り道を歩いていると、急に後ろから「翔くんじゃない～」と声が聞こえる。

　振ふり返ると、淡いピンクの軽自動車に乗った野の原はら先生が窓から顔を出してこちらを見ていた。

「今帰りなの？」

「そうだ」

「せっかくだから送ろうか」

「そうだな……」

　ここから歩いて家まで約二十分だ。

　微び妙みような距きよ離りなので、乗せてもらうことにした。

「どっか寄り道でもしてたの？」

「ちょっと文化祭のことでな」

「ふ～ん。でもこの辺りで文化祭の用事って変よね。まさか……女の子？」

「バ、バカ言え」

「ふふっ。翔くんは正直ね～」

　先生はそう言って笑う。

「でもなんか暗い顔をしてるわ。うまくいかなかったのかしら」

「さぁ、どうなんだろうな」

「最近、気晴らししてる？　暗いし、張りつめてる感じよ」

「気晴らしか……」

「ＧＷに合宿へ行ったとき、よくネットしてたじゃない。ネットが大好きなんでしょ」

「まぁ、そうだが」

　言われてみれば最近ピュアランドをしていなかった。

　アクセス数が減ることを心配して体育祭イベントを立ち上げたのに、やることが多くてアクセスできなかったメシアというのは笑えない。

「帰ったらネットするか」

　ひとりごちるように漏らすと、先生は「本番前に少しリフレッシュしなさい」と微笑む。

　もし雪奈がピュアランドにいたら、今のすれ違いを越こえてわかり合えるかもしれない。

　無む駄だな仮定だとわかってはいても考えてしまう。

　俺は今、雪奈とお互たがい素す直なおに話し合いたかった。
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『エンター☆ピュア』

　家に帰るとさっそくメシアでピュアランドへログインした。

　しばらくピュアランドに来られなかったため、体育祭がどういう状じよう況きようになっているか執しつ務む室でデータを見る。

「ふむ……文化祭が近づくにつれてアクセス数は減っているが、許容範はん囲い内だ。よかった」

　胸を撫なでおろすも、このデータからいくと今日ログインしている者はほとんどいないだろう。みんなで遊ぶのは無理のようだ。

　俺は頭を切りかえ、各種目のデータ確かく認にんを始めた。

　すると、二つほどの種目でココロが一位を取っていることに気づく。

「あいつやるな」

　感心しながらさらにデータを見ると、大玉転がしでもココロが一位。玉入れでもココロが一位。あれもこれも一位ばかり……。

「七割の種目で一位をとってるじゃないか。あいつどんだけやりこんでるんだよ！」

　知らずに声を上げてしまう。

「よっぽどヒマなのか、それともよっぽど体育祭が好きだったのか……」

　各エリアの画面を映し出してココロを探す。

　すると高原エリアで寝ねそべっているところが見えた。

　俺はすぐさまその場でソラのピュラアバターに切り替かえる。

「あ、待てよ」

　ソラのピュラになったことでふと思い出した。

　俺は今回自分の固有アクションである「夢の国への羅針盤フオーチユン・コンパス」を使っていない。

「ま、意味はないと思うがせっかくだし使っておくか」

　そう漏らすと気持ちを集中させる。

「高天原に秘ひ匿とくされていた古いにしえの羅針盤よ。今ここで我が運命を照らし力を与あたえよ！」

　その声とともに目の前に大きなルーレットが現れた。ルーレットの盤ばんには様々な「お告げ」が書いてあり、針が指し示したお告げに従うと〝吉きち〟というものだ。

「さて、まともなお告げが出ればいいが……」

　少し不安になりながらも勢いよくルーレットを回す。

　そして指し示されたお告げは──。

『心にウソはつけない。ゆえに真の心こそ心を繫つなぐ縄なわとなる……よん[image: (^-^)]』

「〝よん[image: (^-^)]〟ってなんだよ！　こいつ真面目まじめに占うらなう気あんのか!?」

　相変わらずのクオリティーに疲つかれすら覚える。

　しかしこの占い、それなりに当たるからあなどれないのだ。

「う～む。いつも以上に本音でぶつかれということか？」

　考えながら高原エリアへと飛ぶ。

　しかしぱっと眺ながめたところココロが見当たらない。

　よくよく目をこらすと、まるでふて腐くされているかのように彼女が芝しば生ふの上に寝転がっていた。

「なにをしてるんだ？」

　普ふ通つうに話しかけて横に腰こしをおろす。

　だがその直後、彼女は「え、なんでソラくんが……」と気まずそうに目をそらしてしまった。

　……あっ、しまった。雪奈のことで頭がいっぱいで、ココロと気まずい別れ方をしていたことを完全に忘れていた。

　思い出したことで俺も緊きん張ちようしてしまい、次の言葉が出なくなる。

　──心にウソはつけない。ゆえに真の心こそ心を繫ぐ縄となる……よん[image: (^-^)]

　そういえばついさっき占ったばかりだった。

　俺はなるべく冷静をよそおって口を開く。

「演劇、主演が逃にげてしまったな」

「う、うん」

「ココロも演劇のクラスだったよな。お前の担当してる部分は順調か？」

「まぁ……ね」

　どうにも歯切れが悪い。

　俺が横へ来たことでその場に座ってくれたが、それ以上はどうも難しそうだ。

　そっと彼女を盗ぬすみ見るも、そわそわして視線が定まっていない。

　もしかして、もう帰りたいのだろうか？

「明日は文化祭だ。きついなら無理に引き止めないぞ」

「もう少し、いる」

　意外な答えだった。

　てっきりさっさとログアウトするものと思っていたのだが……。

「ソラくんは、まだあの子のこと怨うらんでるの？」

　ぽつりと、ココロが喋り始める。

「あの子って誰だれだ？」

「一ひと目め惚ぼれした子」

「あぁ」

　どこまで話していいのか少し悩なやんだ。

　しかし、ココロにならすべて話してもいい気がした。

「俺は三年くらい、本気で怨んでたと思う。でも高校で再会して、少しずつ話すようになって……よくわからなくなってきた」

「わからない？」

「怨んでる一方で、がんばって欲しいと思ってるんだ。実はさ……その子って演劇の主演を逃げ出した子なんだよ」

　ごくり、とココロがつばを飲む音が聞こえた。

「俺はその子に雪女を演じて欲しいと思ってる。雪女はその子がモチーフになってるらしくてさ、なんていうか演じることでなにかが変わるんじゃないかって気がするんだ」

「でも、怨んでる子に対してどうしてそこまで思うの？」

「怨んでるってことは、やっぱり割り切れない想おもいがあるんだと思う。それに、心のどこかではまた昔みたいに話せたらなって気持ちもあるしな」

「昔みたいに……」

「そう。昔みたいに」

　ココロと喋しやべる中で自分の想いが整理されてゆくような気分だった。

　そうだ。俺は雪奈への気持ちを割り切れていない。

　だから雪奈と一いつ緒しよに『ゲレンデの雪女』を演じたい。

　演じることでなにかが変わる気がするから。

　ココロへ目を向けると、なにか考えこんでいるようだった。

「俺がお前のクラスの人間と知り合いだとわかって、ビックリしたか？」

　彼女は黙だまって首を横へ振る。

「こういう恋れん愛あい話、嫌いやだったか？」

　またしても、彼女は黙って首を横へ振る。

　まだ普ふ段だん通りに話してくれそうにないが、ココロとの微妙な空気はほんの少しだけ薄うすらいだ気がする。

　明日あしたは文化祭だ。彼女をこれ以上足どめするのも申し訳ないので、俺はその場から立ち上がった。

「お前が演劇でどんな役をしているのか知らんが、もし演技に不安があるなら役の気持ちをもっと考えてみたらいいかもしれないな」

　別れ際ぎわのひと言のつもりでそう喋る。

　しかしココロはそのひと言に強きよう烈れつな反応を示した。

「役の気持ちがわかりすぎて辛つらいときは、どうしたらいいの!?」

「そのときは……この演技の先に希望があると思えばいいさ」

「希望？」

「ゲレンデの雪女はバッドエンドじゃない。辛い演技の先に希望があるだろ」

「希望か……」

　なにか、心にすっと入ったような様子だった。

　今日話した中で、唯ゆい一いつまともに受け取ってくれたセリフ。

　だがそのセリフで彼女のなにかが変わりそうになっている予感。

　それを見た俺は安心して、「それじゃ、またな」とログアウトした。
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　パンパンッ。

　パンパンッ。

　文化祭当日。学校ではピストルの空くう砲ほうを鳴らしてお祭りの開かい催さいを知らせていた。

　すでに午前十時となり一いつ般ぱん客が学校へ入ってきている。

　我が五組のコスプレ喫きつ茶さもお客をたくさん取るために、メイドやミニスカ婦警のコスをした女子たちが校門前でチラシ配りを始めている頃ころだ。

「みんなは今までの練習で、すでに充じゆう分ぶんお客様をおもてなしできるレベルに達している。今日は自信を持って接客して欲しい」

　歩ほ貴たかが店長らしくみんなに激げき励れいの言葉を投げかける。

　歩貴や俺のような裏方担当の者はみんな制服に蝶ちようネクタイを付けただけの簡単な恰かつ好こうだ。しかし歩貴がやるとそれも様になるから恐こわい。

　みんなは彼の熱意に反応するようにして盛大に手を叩たたいていた。

「まぁ、あの熱意は性せい癖へきなんだけどな」

　みんなに聞こえないようそっと漏もらす。

「あんただってあたしにチャイナドレス着せたんだから同罪よ」

　後ろから怒おこったような声が聞こえてくる。

　振ふり返ると、赤いチャイナドレスを着た渚なぎさが立っていた。スリットが深く入っているため鍛きたえられたしなやかな太ふと股ももがよく見え、色気をかもしている。異国の衣装とあってその色気は俺に新しん鮮せんな気持ちを与あたえ──。

「なに黙ってじっと見てるのよ」

　なにも言わない俺に、渚が不満げな声を上げる。

「いや、思った以上に似合ってたなと」

「な……誉ほめたって許さないんだからね！」

　彼女はそう言って赤くなると、「ほら、一般客が廊ろう下かを歩き始めてるわよ」とメニュー表を持って教室を出てしまう。

「お兄ちゃん。鈴りんの魔ま法ほう少女はどう？」

　急に横合いから鈴に抱だきつかれた。

　目を向けると、微び妙みように胸むな元もとがあいているフリフリの魔法少女コスが見える。

　薄い胸が隙すき間まから見えるも、微妙に天てつ辺ぺんまで見えないギリギリの幅はばで作られており、男ののぞき心をくすぐりそうだ。

「お前、さらわれても知らんぞ。そういう性癖の人に」

「鈴をさらえるのはお兄ちゃんだけですー」

　彼女はそう言って頰ほおを膨ふくらませると、天辺に星のついたステッキを持って辺りを見回す。

「あ、お客さんだ。いらっしゃいませー」

　このクラスの誰よりもはりきっていきなりお客さんのもとへ行く。

「ジュース各種にスナック菓が子しもそろえてます☆　また、鈴と一緒に写真を撮とる場合は二千円。鈴から悪い魔法をかけてもらう場合は三千円。鈴の変身ダンスを見たい場合は四千円となります」

「勝手にメニュー作るなよ！」

　慌あわててお客さんのもとへ行くも、「じゃ、コーラと悪い魔法で」と即そく答とうされる。

　マジで!?

　我が妹ながら末すえ恐おそろしい。

　こんなにあっさりお客を手玉に取るなんて。

　そうこうしている間にもお客さんがどんどん入り始める。

「チラシの効果がさっそく出始めたな」

[image: ]

　俺はコスプレしているホールスタッフたちが受けた注文を用意する係だ。

　奥に作られた裏方スペースでジュースやスナック菓子を用意し始めた。

　裏方スペースはパーティションで区切られているため、店内は見えない。

　だが、賑にぎやかな声だけは聞こえてきた。

「そこのチャイナ娘むすめ、綺き麗れいな足してるな」

「ありゃ鍛えてるぜ。スリットが深くてエロい」

「チャイナ娘の写真、一枚お願いしまーす！」

　写真サービスは普ふ通つうのコスプレ喫茶で常識だが、なんか腹立つ。

　ついパーティションから中をのぞくと、引きつった笑えみで「当店にはそのようなサービスはございません」と喋しやべる渚が見えた。

「コスプレ喫茶なんだからいいじゃん」

「いい太股してるんだけどなー」

　段々、話が怪あやしい方向に進んでいる。

　渚に絡からんでいるのは別の高校の男子だろう。いかにも品の悪そうなやつらだ。

　さすがに止めに入ろうと裏方から出た途と端たん、客の一人が渚の太股へ手を伸のばした。

　その刹せつ那な──。

「必殺、クロール手刀！」

　渚は手を回転させ、相手の手首を打ち落としていた。

「女子水泳部直伝の護身術、五百円になりまーす」

　こめかみに青筋を立てたまま笑顔で言う渚を見て、客は逆にだらしなく笑って「ごちそうさまでした」と喜んでいた。

　……渚、Ｍのファンがつきそうだな。

　もう大だい丈じよう夫ぶだと思い、店内を軽く見回す。

　すると鈴が客の一人とテーブルをはさんで向かい合い、話しこんでいた。

「お願い。校内をお散歩するだけだからさ」

「でもお兄ちゃんに怒られちゃうもん」

「お兄ちゃん……いいね！　僕もお兄ちゃんって呼んで！」

「鈴のお兄ちゃんはただ一人なの。〝隣となりのお兄ちゃん〟でよければオプション千円で大丈夫だよ」

「隣のお兄ちゃんか……それもいいな」

　あいつ、なにしてやがるんだ。

　歩貴へ目配せすると、彼は肩かたをすくめて「鈴さまはすでに一万円稼かせがれた。店長として黙もく認にんせざるを得ない」と喋る。

「就職浪ろう人にんなんてさせずにさっさと仕事をやらせるべきだった。怪しい才能に目覚め始めてるぞ」

「僕は普ふ段だんから似たようなことをされてるがな。お金じゃなくてお尻しり叩たたきの方で」

「お前、俺が実の兄だってこと忘れてないか？」

　とりあえず店は順調なすべり出しを見せているようだ。

　俺はそのまま二時間ほど働いた。

「翔かける、ここの仕事はもういい。休きゆう憩けいをとったあと、今度は演劇の方へ行ってくれ」

　歩貴がシフト表を見ながら喋る。

「お前はいつごろ合流するんだ」

「本番直前でいいそうだ。店長としての仕事もあるしな」

「そうか。それじゃ、あとはよろしく」

　そう言って教室を出ようとしたそのとき、「鈴も休憩でーす！」と声が聞こえる。

「そうでしたね。それでは文化祭をご堪たん能のうください」

　歩貴は優ゆう雅がに一礼すると、すぐに仕事へ戻もどってしまった。

　ってこれ……鈴と一いつ緒しよに文化祭を回るのか？

　想像通り、鈴はすぐに着き替がえると俺のもとへ駆かけてくる。

「どこに行く？」

「三組のアイスクリーム屋だな。中庭でやってるはずだ」

　そして俺たちは中庭へと向かう。

　するとそこには蛇だ行こうするようにして長ちよう蛇だの列れつができていた。

「やっぱり人気だな」

「どんなアイス屋なの？」

「街中で開店できるレベルのアイス屋」

「ちっ……あのイベリコ豚ぶため。庶しよ民みんをあざ笑うかのように金をつぎこんだのね」

　鈴の瞳ひとみに黒い炎ほのおが宿る。

「おとなしくしてろよ」

　俺はため息まじりに言うと列に並んだ。

　そして待つこと三十分。

　やっと店員がメニューを渡わたしてきた。

「わぁ、たくさんあるー」

「そうだな。選ぶの面めん倒どうだからお前が決めてくれ」

「うん！」

　鈴は素す直なおに喜んでメニューをガン見していた。

　こういうところは歳相応でかわいいんだけどな。

　そんなことを考えていると、ふと鈴の手が震ふるえ始める。

「特製アイス三千円って……豪ごう華かなランチが食べられるじゃない！」

「なんだそれ。俺が手伝ったときはなかったぞ」

「あのメス豚、庶民をバカにしてるんだわ。許せない」

「お前の変身ダンスは四千円だったがな」

「鈴のダンスはレアだからいいのー」

　どういう感覚だよ。

　見ている限り、鈴は特製アイスで決定のようだった。

　俺のサイフには……確か三千五百円あったな。

　しかたない。俺は五百円のアイスにしよう。

「──翔、来てくれたんだな」

　カウンターの近くまで進むと、美み紅くが額に汗あせして笑顔を向けてくる。

　普段お嬢じよう様さまのイメージが強い彼女がそうやって働いている姿は、むしろ親しみやすい魅み力りよくをかもしていた。

　俺はねぎらうように優やさしく声をかける。

「大変そうだな」

「あぁ、だが楽しい。こんなにお客さんに来て頂けるとはな」

「予想の三倍くらい列が長くてびびったぞ。それに、特製アイスってなんだ」

「思ったより早く練習が終わったのでな。クラスのみんなと『なにか名物アイスを作らないか』という話になって私がアイデアを出したんだ」

「なにが入ってるんだ？」

「ふふっ……特製だから凄すごいぞ。ベルギーから取り寄せたチョコレート。老舗しにせのアイス屋から取り寄せた芳ほう醇じゆんなバニラアイス。そしてキャビアやフォアグラといった珍ちん味みの数々」

「ずいぶん高級なゲテ物だな！」

「おいしいぞ。食べてみるといい」

「金がないから特製は一つだ」

　俺がサイフを取り出そうとすると、それを鈴が手で制してくる。

「今日は鈴が払はらうね。特製二つください」

「だ、大丈夫か？」

「さっきのコスプレ喫きつ茶さで三万くらい稼いだからいいの。鈴の特製サービスは五十パーセントのキックバックがあるから」

　ってことはいろんな客から合計六万もしぼり取ってたのか!?

「鈴ちゃんは偉えらいな。お兄さん想おもいでかわいい」

「巨きよ大だい資本に負けたくありませんからー」

　憎にくまれ口を叩たたく鈴を見て、しかし美紅は微笑ほほえんでいた。

〝妹〟って存在が本当にかわいいんだろうな。

　そんなことを考えているうちに、特製アイスができあがる。

　俺と鈴は中庭の端はしに座ってそれを食べ始めた。

「キャビアの塩気と濃のう厚こうなバニラが微び妙みようにマッチしてて……うまい、のか？」

「塩バニラの変化球と思えば間ま違ちがってはいないけど……胃もたれしそー」

　二人で微妙な顔をして働く美紅を見つめる。

「あの女、味覚大丈夫なの？」

「味覚だけじゃなくて、たまに激しくずれてる感覚があるな」

「でもお兄ちゃんとこうやって文化祭を満まん喫きつできたから、鈴はまんぞくだよー」

「それはよかった」

　これ以上ゴネられたら、俺の体がもたないしな。

「来年もよろしくね！」

　とびっきりの笑顔で言う鈴。

　というかお前、来年も手伝う気かよ。

　俺は頰ほおを引きつらせながら携けい帯たい電話で時間を確かく認にんする。

　アイス屋の列が長かったせいでずいぶん時間を食ってしまった。

　そろそろ演劇の準備に行かなければまずい。

「俺はそろそろ一組に行くぞ」

「はーい。それじゃ鈴はコスプレ喫茶でもっともっと稼いでくるね」

「……ほどほどにしとけ。刺さされないくらいに」

　こめかみに一筋の冷ひや汗あせをたらしてそう言い、鈴と別れた。

　さぁ、これからが本番だ。

　俺は気合いを入れるように空を見上げて息を吸う。

　雪ゆき奈な……俺の言葉はお前に届いたか？




　一組に着くと、美術班が大道具の移動を始めていた。

「もうコスプレ喫茶はいいの？」

「あとは歩貴に任せてきた」

　俺を見つけた葉よう子こがさっそく話しかけてくる。

「それじゃ今から不安なところの微び調ちよう整せいをするわよ」

「了りよう解かい」

　そして葉子が雪女の役をして、各シーンの確認に入った。

　雪奈は来なかったってことか……。

　知らず気持ちが暗くなる。

　演技の調整中に葉子は俺の微妙な表情の違ちがいに気づいていたようだが、結局なにも言ってこなかった。

　午後三時になると、俺たちはみんなで体育館へ移動した。

　これから十五分後に本番だ。

　衣装を点検しながら心を落ち着ける。

　明日あした、また雪奈の家に行って劇の成功を報告しよう。そうすればあいつの心も少しは軽くなるはずだ。

　だからこの劇は絶対に失敗できない。

　失敗したら……俺が雪奈に顔向けできない。

　黙だまりこんでいると、後ろからいきなり頭を叩かれる。

「なに緊きん張ちようしてんのよ。いつも通りやればいいでしょ」

　葉子が俺をからかうように言う。

「べつに緊張はしてない。ただ劇のことで頭がいっぱいになってただけだ」

「そういうのを緊張って言うんじゃないの？　ま、コミュ障のあんたが『みんなの前で演技なんて嫌いやだ』って考えてないだけマシだけどね」

　そういえば、俺は元々そういう理由で主演が嫌だったはずだ。

　いつの間に考えが変わっていたのだろう。

　いや……問うまでもない。今は雪奈のことしか頭にないからだ。劇の成功を願うのも、雪奈のためなのだから。

「あいつ、来なかったな」

　言うまいと思っていたひと言が、ついに漏もれてしまう。

　だが葉子はそれをとがめるでもなく、肩を落として遠くを眺ながめた。

「実は私もギリギリまで待ってたんだけどね。見てよこの衣装。雪奈サイズだからキツキツなのよ」

　そう言って彼女が両手を広げると、衣装のせいか途と中ちゆうまでしか肩かたが上がっていなかった。

「雪奈は小さいからな」

「雪女っていうより、雪ん子だよね」

　俺たちが軽く笑い合ったそのとき、後ろから「待って！」と声が聞こえる。

　振ふり返ると、背の小さな女の子がボブカットを揺ゆらしてこちらへ駆けてきていた。

「雪奈！」

　知らず大声を上げてしまう。

　するとそれで気づいたみんなが口々に騒さわぎ始めた。

「待たせてごめん。もう大だい丈じよう夫ぶだから」

「嬉うれしいが、どうして……」

　彼女が来たことがいまだに信じられない。

　昨日までの感かん触しよくだともう来ないものと思いこんでいたのに。

「大切な人がわたしにアドバイスしてくれたの。わたし……そのアドバイスを信じる」

　一体誰だれのことなのだろうか。

　雪奈にここまで言わせるヤツがいたなんて意外だ。

　考えを巡めぐらす俺の横で、葉子は冷静に雪奈へ語りかける。

「もう時間がないわよ。あと十分で開演だけど、できる？」

「うん」

　なんでもないひと言。

　しかしその返事はなによりも心強かった。

　よし、『ゲレンデの雪女』を成功させるぞ！




　舞ぶ台たいの幕が下りている。

　事前に体育館にいる観客の数を見たが、九割くらい入っていた。

　他ほかのクラスの出し物を見ていた客や、夕方近くになって手持ちぶさたになった客もここへ来ているのだろうが……関係ない。

　今の俺は、ただここで雪奈と演じられることがなにより嬉うれしかった。

「さぁ、まずはお前からスタートだ」

　そう言って雪奈へ目を向ける。

　彼女は黙だまってうなずくと舞台の中央へ向かった。

　そして、幕が上がる。

「雪女だった母が人間と交わり、生まれたのがわたし。でもわたしはこの時代まで一人ぼっちで生きてきた」

　そのひと言で劇が始まった。

　ある種のあきらめを含ふくみつつ、長い孤こ独どくに対する寂さみしさが垣かい間ま見みえる言葉。

　そして彼女が恋こいを求めてゲレンデをさまよい、体目当ての男を〝吹雪ふぶき〟の力で凍こごえさせているところまでシーンが進む。

　よし、俺の出番だ。

「健全な男子をかどわかし精を奪うばうビ●チめ。我が聖なる右みぎ拳こぶしを食くらうがよい！」

　そう叫さけび、力強く拳を掲かかげる。

　するとため息をつきながら母親役の生徒が出てきた。

「はいはいわかりましたよ。ケガだけはしないでね」

「俺が〝闇やみの翼つばさ〟と戦ったときなどケガは当たり前だった。弱気じゃ雪女に勝てないぞ」

「あぁ、コウモリを捕とってきたときの話ね」

　──くすくすっ。

　客席から笑い声が聞こえる。

　まぁ、コウモリじゃ笑うよな。闇の翼と言う以上、ガーゴイルくらいは狩かっておかなければならんだろう。

　心の中でうなずくと、俺はさらに演技を続ける。

　そして、雪女にそれと知らず出会い、恋に落ちたシーンに来た。

「……あなたは？」

　白い衣装に身を包んだ雪奈が無表情にこちらを見つめる。

　しかしそれは本当の無表情ではない。心の奥に寂しさや悲しさを秘ひめた、憂うれいのある表情だった。

　それを見た俺は彼女の抱かかえている〝なにか〟が気になり、その表情を強く追ってしまう。

　俺の人生で一度も見たことのない女の表情。

　それはミステリアスな魅み力りよくとなって俺を惹ひきつけた。

　──そう。俺も転校してきた雪奈を初めて見たとき、地元の人間と明らかに違う雰ふん囲い気きの彼女をじっと見つめてしまった。あまり喋しやべらないのに聞き入ってしまう彼女の言葉に、ミステリアスな魅力も感じていたのだろう。

「お、俺はこのゲレンデを経営してる一家の息むす子こだ」

「でも初めて見るわ」

「俺は闇夜が似合う男。こんなチャラチャラした場所には普ふ段だん来ない」

「ぷっ……変な人」

　さきほどまでの憂いのある表情から一転、笑った彼女はかわいらしく、また俺の目を引いた。

　そして俺たちは段々と仲良くなり、ほとんど毎日会うようになる。

　そんなときだった。

　凍とう傷しようが治ってうちのホテルに荷物を取りに来た客が、彼女を見て「ひっ……雪女！」と声を上げたのだ。

「は？　こいつが雪女なわけないだろ」

「忘れるわけない！　僕はこいつに、こいつに……」

　俺の問いに、男は怯おびえきって喋れなくなってしまった。

　戸と惑まどった俺は振り返って彼女に問いかけようとする。

　だが、聞くまでもなかった。青ざめた彼女の表情がすべてを物語っていたのだ。

「おのれ妖よう魔ま！　今まで俺をだましていたのか!?」

「ち、違うの。早く言いたかったけど、でも──」

「黙れ、耳が腐くさるわ」

　雪女といえば、色じかけで男を惑まどわし精を奪う最悪のビ●チ。

　俺はこんな女にだまされていたのか……。

「おそらく貴様の言葉にも妖よう気きが宿っているに違いない。平安の世から受け継つがれし退たい魔ま師しの血を持つ俺すらだますとは……ぐぬぬ」

「だから違うの」

「黙れと言ったろ、メス豚ぶたが」

　その言葉を聞いて、彼女は涙なみだを流してその場から駆かけ去ってしまった。

　──このシーン、俺が『ラブレター』というスレッドを見たときのことを思い出す。俺もそれで雪奈を激しく怨うらみ、三年間も引きこもってピュアランドを作ることになったのだ。

　実際に雪女を確かく認にんしたことにより、大人たちは討とう伐ばつ隊を結成してしまう。

　だが俺はどうすればいいのかわからなかった。

　雪女は許せない。俺をだましたことも怨んでいる。だが……俺に彼女を殺せるのか？

　そうこう悩なやんでいるうちに、討伐隊は雪女の住みかに目星をつけてしまった。

　そんなとき俺は、スキー客に腕うでを引かれてホテルへ向かう雪女を偶ぐう然ぜん見かける。

　どういうことだ？　雪女が色じかけをして男をだましてるんじゃなかったのか。あれじゃまるで雪女の方が男に強ごう引いんなナンパをされているように見える。

　俺は知らず駆け出し、男の腕を取る。

「俺の女になにか用か？」

「……ちっ。男がいたのかよ」

　彼は興味をなくしたようにその場から去ってしまった。

「あ、ありがとう」

「あれは一体どういうことだ？」

「ゲレンデにいたらナンパされて、強引に……」

「お前、自分から男を誘さそってたんじゃないのか？」

「そんなことしない！　でも強引なナンパをする人はたまにいて、そのせいでわたしの〝吹雪〟の力が働いちゃって、凍傷になった人はいる」

「なんだって!?　それじゃ、凍傷になったやつらは自じ業ごう自じ得とくじゃないか」

　なんてことだ。俺は雪女の間ま違ちがった噂うわさを信じていたのか。

「今からみんなにそのことを話す。そしたらお前が討伐隊に倒たおされることもない」

「誰も信じないよ。だってわたし、半分は妖よう怪かいだから」

　彼女は悲しそうに言い、うつむいてしまう。

　ど、どうしたらいいんだ……。

　俺はしばらく悩んだのち、覚かく悟ごを決めたように顔を上げる。

「二人で遠くへ行こう。俺はゲレンデを経営してる一家の息子だが……それは仮の姿。本当は巨きよ万まんの富を動かし世界を牛ぎゆう耳じろうともくろむ闇社会の人間なのだ」

「ありがとう。ウソでも嬉しいよ」

「ウソじゃねーし！　か、株で儲もうけたんだよ」

「株って闇社会の取り引きなんだ？」

　おそらく世間をよく知らないであろう彼女は、純じゆん粋すいな瞳ひとみでこちらをじっと見つめる。

　や、やめろよ。なんか痛いから。

「でも本当に大だい丈じよう夫ぶよ。わたしのせいであなたの人生がダメになるのは嫌いやだから」

「ダメにはならん！　お前が……お前がいない方が嫌だ!!」

　俺は身を切られるようにして叫ぶ。

　ここで引いたら彼女と二度と会えなくなる……そんな気がして、次の言葉を探す。

　そんな想おもいが顔に出ていたのだろうか。

　彼女は意を決したようにして口を開く。

「わたしは半妖。だからわたしの寿じゆ命みようはあなたの何倍もある。一いつ緒しよに歳を重ねて過ごすことができないの」

「そんなのかまわない！」

「今はそうだろうけど、きっと恐こわくなるわ。年月が過ぎれば過ぎるほど、あなたは嫌というほどわたしが妖怪だと思い知る」

「それがなんだっていうんだ！」

　そう叫ぶと、俺は彼女を抱だきしめる。

　小さくて細い体。強く抱きしめれば折れてしまいそうなほど儚はかない。

　そしてそれは彼女の心も同じなのだ。だからこそこんなにも自分が半妖であることを気にして、人を求めながらも人を遠ざけてしまう。

「……ありがとう」

　俺の熱意が通じたのか、彼女は頰ほおを染めていた。

「わたし、あなたに出会えてよかった。あなたのおかげで〝希望〟を見つけた」

　──希望？

　脚きやく本ほんにはなかったひと言に、内心で首をかしげる。

「人と相あい容いれない存在だったわたしを、あなたは信じてくれた。だからわたしもあなたを信じようと思う。あなたという希望がある限り、あなたが死んだあともわたしは人を信じ続けられると思うから」

　まただ。〝希望〟という言葉の入ったセリフだけアドリブだ。

　間違えて言ったんじゃない。明らかにわざとこの言葉を入れている。

　そして俺はこの言葉に聞き覚えがあった。

　なにせ昨夜自分で言ったばかりの言葉なのだから。

「お前は一体……」

　客席に聞こえないよう、小さく漏もらす。

　すると雪奈は静かに微笑ほほえんできた。

　俺に心から感謝しているかのような透とう明めいな笑え顔がお。それは雪の妖精のように純白で、つい見入ってしまった。

「ありがとう」

　そう言った直後、彼女はこちらの唇くちびるへ自分の唇を近づけてきた──────────。

　そして、照明が落ちて舞ぶ台たいに幕が下りる。

　出演者たちはそれを確認するとすぐにステージへ集まってきた。

　そして再び幕が開き、客席に向かって礼をする。

　その直後、大きな拍はく手しゆがわき起こった。

「よかった。成功したみたいだな」

　ほっと胸を撫なで下ろして言う。

　これで長かった練習も報むくわれたというものだ。

　しかし、俺には一つ確認しなければならないことができた。

　そう思い、雪奈へ目を向ける。

　あいつは一体……。




　文化祭の後片付けが終わると、体育館で後夜祭が始まった。

　ステージではカラオケ大会がおこなわれ、フロアの中央では飲食店を出していたクラスがあまった食べ物を広げてみんなにふるまっている。

「次は渚が歌う番だったか？」

「そうだな」

　俺と一緒に床ゆかへ座りこんでいた歩貴は、ステージを見ながらそう漏らす。

「あいつ、こういうイベントで盛り上がれるから俺にリア充じゆう扱あつかいされるんだよな」

「いいじゃないか。チャイナドレスのまま出るらしいぞ」

「マジで!?」

「よっぽど気に入ったんじゃないかな。誰だれかさんのチョイスを」

「な、なに言ってんだよ」

　普段はきついツッコミばかり入れるくせに、こういうとき女の子らしい部分を見せるから憎にくめない。

「──二人とも、アイスはいるか？」

　うしろから声がしたので振ふり返ると、チョコミントアイスが入ったカップを持って美紅が立っていた。

「ずいぶん儲かったんじゃないか？」

「諸もろ々もろの経費とクラスの打ち上げ代を引いたら、儲けはなしだ。お父様のサイフに迷めい惑わくをかけなかっただけいいな」

「そういうものか……。ちなみに特製アイスは売れたのか？」

「昼の間には完売してしまったぞ」

　マジで!?

「ふっふっふ……私の商品開発力もあなどれんだろ」

　得意気に笑う彼女は、この文化祭を心から楽しんだ一人だろう。

「ところで妹さんはどこだ？」

「まだ働いてるんじゃないか」

「え!?」

「鈴待ちの客が多くてな。鈴と数名の裏方だけでコスプレ喫きつ茶さは営業中だ」

「それはかわいそうだろう」

「今日はお小こ遣づかいをたくさん稼かせぎたいから、下校時間ギリギリまでやるそうだ」

「パワフルな妹さんだな」

　パワフルというかがめついというか……。

　そんなことを考えていると、ついに渚がステージへと上がった。本当に、チャイナドレス姿で。

「渚かわいいー！」

「出いず海みさん、最高です！」

　生徒たちの間から歓かん声せいが上がる。

　渚はこちらに気づくと、大きく手を振ってきた。

　俺たちもそれに手を振って返すと、陽気なポップスが流れ始める。

「あいつ、歌もうまいんだな」

「翔はカラオケに行かないから知らなかったんだな」

　楽しそうに歌う渚を見つめながら歩貴と話していると、美紅がこちらの横に座って遠くを見つめるようにステージへ目をやった。

「雪奈が復帰してよかったな。劇も成功したし……めでたしめでたしだ」

「いや、まだ終わってない」

「どういうことだ？」

　彼女が不思議そうにこちらを見つめたそのとき、葉子が俺の前に来る。

「雪奈、最後にアドリブ入れたわね」

「あぁ」

「あれってどういう意味？」

「俺に聞くな」

「ウソ。あれは翔にだけわかるように言ったものよ」

　葉子はさすがに雪奈とのつき合いが長い。

　俺は立ち上がるとみんなに背を向け、「あいつと話してくる」と歩き出した。

　それでなにか察したのか、みんな俺を引きとめない。

　そして……体育館の端はしにぽつりと座っていた雪奈の前へ来た。

「おつかれさま」

「翔くんも、おつかれさま」

　……………………………………………………………………………………………………。

　お互たがい、言葉が出ない。

　なにを言うべきなのかわかっているのに、リアルではやはりうまく言えない。

「ピュアランドの高原エリアで待ってる」

　それだけ言うと、俺は体育館を出た。
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　高原エリアにはさわやかな風が吹ふいていた。

　それは辺りの草木を揺ゆらし、向こうに立っている少女のまぶしい白銀ロングヘアも揺らす。

「まさか、お前が雪奈だったとはな」

　この世界ではココロと呼んでいた少女に向かって、俺はつぶやく。

　その言葉に彼女はうなずき、こちらへ近づいてきた。

「俺の正体にいつ気づいたんだ」

「合宿のとき。ソラが相談した内容は明らかに翔くんと渚さんのケンカだったから」

「……そうか」

　ココロに対して最近たまに覚えていた違い和わ感かんの正体がわかった。

　彼女と演劇の話をしているときも、リアルの知り合いである葉子の名前を出してしまったときも、彼女の反応は薄うすかった。だが、俺の正体を知っていたなら当然だろう。

「雪奈がピュアランドに合格していたなんてな……意外だ」

「うん。翔くんがわたしのことどう思ってるかわかったから、意外だと思われてるって気づいてた」

「俺がお前をどう思ってるかわかった？」

「わたしの固有アクション、心の零距離プラトニツク・ジヤツクの力。心と心をつなぐことで相手の感情がわかるの」

　そう言われて、ココロの胸から飛び出したコードのことを思い出した。

　彼女はあのとき、俺が失しつ恋れんで抱いだいた負の感情を受け取ってしまったのか。

　そう考えれば、あのあとから雪奈の態度がおかしくなったことも説明がつく。

　──心にウソはつけない。ゆえに真の心こそ心を繫つなぐ縄なわとなる……よん[image: (^-^)]

　ふと、占うらないのことを思い出した。

　まさか心って……ココロのことだったのか!?

「くそっ、ひどいオヤジギャグな占いしやがって……！」

　我が能力ながら腹の立つひねり方だった。

　雪奈がピュアランドにいると気づいたのは演劇の本番中だったため、頭の中が整理できておらず次の言葉が浮うかばない。

　っていうかあいつが合格するなんて……入会試験の問題、甘かったか？

　そのとき、俺にメールが届く。

「なんだよこんなときに」

　メール機能を使えるのは俺以外ではセフィアだけだ。

　なんの用事があるっていうんだ。

　そう思いながらメールを開く。




『転校したばかりのわたしに、いろいろよくしてくれてありがとう。

　夜よ空ぞらくんのこと、好きです。

　深み山やま雪奈』




「なっ……これは？」

　驚おどろいて差出人を確かく認にんすると、「ココロ」となっていた。

　そして件名には「ラブレター」と記されている。

「ど、どういうことだ」

　うろたえて彼女を見ると、「わたし、ソラくんのメールに返信してなかったから」とつぶやく。

「わたしはメール機能を使えないけど、ソラくんからのメールに一回だけ返信はできる。だからさっき、三年前に書いたラブレターをもう一度送信したの」

「三年前に書いたって……まさかあれ、男漁あさりのスレッドじゃなかったのか!?」

「うん。翔くんしか読めないように限定公開してるものだった。翔くんが読んだ記録はあったのに返事もなくて、しかもわたしを避さけるようになったから……振られたんだと思いこんでたの」

「そんなバカな……」

　突とつ然ぜんのことで頭が真っ白になってしまう。

　三年前、雪奈が俺に告白していただと……？

「だ、だってお前、ＳＮＳでそんなことする性格じゃないだろ」

「葉子さんや他ほかのお友達がわたしたちの気持ちに気づいてて、『見てるとじれったいからさっさと告白しなよ』って言われて、がんばって……」

　そこから先は言葉にならなかった。

　だが、やっと状じよう況きようを理解した。

　葉子が演劇を通して俺と雪奈をやけに近づけようとしたのはこのためか。自分が関かかわった告白で二人の仲が悪くなったことに責任を感じていたのだ。

　今までずっと勘かん違ちがいしたままだった自分に対して後こう悔かいした。

　実るはずだった初はつ恋こいが終わってしまっていたことにも後悔した。

　そして、雪奈のことをずっと勘違いして怨うらんでいた自分を……責める。

「俺は、俺は……」

　なんてひどいことをしていたんだろう。

　彼女の気持ちも知らないで、一人で暴走して……。

　そのときふと、歩貴の言葉を思い出した。

　──ピュアランドがその存在意義を否定されたとき……お前はそれでもプレイし続けられるか？

　あいつはココロの正体に気づいていたのだ。

　そしてココロの正体は、俺の人生において大きな意味を持つ。

　ゆえに今まで黙だまっていたのだろう。

　なぜならココロ──雪奈こそ俺がピュアランドを作ることになった原因であり、ある意味でピュアランドの存在意義なのだ。簡単に教えられないのも当然だった。

「俺は、今こそ歩貴の問いに答えなければならないのか」

　ひとりごちたそのとき、ココロは「ようやく、これで三年前の恋が終わったのね」とログアウトしようとする。

「待て！」

「だって、もう三年も前のことなんだよ。その間に翔くんはピュアランドを作って、新しい恋を探し始めてる」

「そ、そうだが……でも待ってくれ！」

　今ここで答えを出さなければ一生後悔する。

　直感的にそう思った。

　俺はもう、後悔したくない。

　後悔なんて……三年前のことだけで充じゆう分ぶんだ！

「って、三年前？」

　自分の考えに、なにか引っかかった。

　そうだ。ピュアランドを作り、ネット恋愛をしようと思ったのは三年前の俺の考えだ。しかし高校に入って美紅と出会い、渚と仲を深めてリアルの大切さも知った。そして、リアルも大切にする中でそれでもピュアランドが必要だと思ったからこそ、まだプレイしているのだ。

「そうか。ネット恋愛だけに固こ執しつしていた昔の俺なら、これでピュアランドは終わりだったのかもしれない。だが、今の俺は違ちがう」

　俺は、リアルの大切さも知っている。

　そしてリアルですれ違ってしまったことを修復できるピュアランドを、素す晴ばらしいと思っている。

　ならば今ここで、雪奈へ三年前の気持ちを素直に伝えよう。

　俺はココロを真っ直すぐ見つめ、息を吸う。

「お前が三年前の告白をしてくれたというなら、俺も三年前の気持ちを正直に伝えよう」

「……いいよ。今さら聞いたって、虚むなしくなるだけ」

「だがお前は俺に三年前のラブレターを見せた。なにかが変わると思ってやったことなんだろ？　だから俺もなにかが変わることを信じて告白する」

　その言葉を聞いて、ココロは息を吞のむ。

　たったひと言。伝えられなかったたったひと言を喋しやべろう。

　リアルでは死んでも言わないようなセリフ。

　そう、俺は──。

「一目見たときから、お前のことが好きだった」

「翔くん……」

　俺の告白を聞き、ココロは白い肌はだを真っ赤に染めてこちらに見入っていた。





『ピュアガールの「ドキッ☆」を確認。これより〝魂の恋人ソウル・ラヴアーシステム〟を発動します』






　突然、俺の耳に直接アナウンスが流れる。

　魂の恋人システム……そうか。このシステムなら俺たちの〝なにか〟を変えてくれるかもしれない。

　そう思った刹せつ那な、辺りがホワイトアウトして別の風景が現れる。

　そこは、俺がこの間侵しん入にゆうした小学校だった。

「今回はずいぶん違うな」

　辺りを見ていると、「翔くん、これってなに？」と戸と惑まどった声が聞こえる。

　目を向けると、そこには小学生くらいの女の子がいた。ボブカットで白いワンピースを着ている、おとなしそうな雰ふん囲い気きをした子。

「って……小学生の雪奈じゃないか！」

「え？　あれ??　翔くんも小学生の姿に戻もどってる」

「なんだって!?」

　言われて自分を見ると、半はん袖そで半ズボンからのぞく手足は確かに短い。





『あなたたちの後悔を、ここで克こく服ふくしてください』






　ただひと言、それだけアナウンスされた。

　後悔の克服……そうか。

　それがなければ俺たちは前に進めない。

「雪奈」

　そう言って、俺は彼女の肩かたに手を載のせる。

「な、なに？　っていうかここって一体……」

　完全に状況がわかっていないが、できればさきほどまでの雰囲気を崩くずしたくない。

　俺は静かに、「まだ告白の答えをもらってないぞ」とつぶやく。

「あ、あれはその……えと……はい。よろしくお願いします」

　幼い雪奈が頰ほおを染めた様は、本当にかわいらしい。

　俺は勇気がなかったせいで、この顔を見られなかったんだな。

　そう思いながらそっと唇くちびるを交かわした。

　そして彼女から流れこんでくる様々な感情。

　振ふられたと思って押しこめていた愛情が溢あふれんばかりに押し寄せてくる。彼女の愛はこんなにも情熱的だったのかと思うほどの奔ほん流りゆう。

　だが、それは俺も同じだったらしい。

　雪奈は頰を染めながら陶とう酔すいしたようにぼうっとしていた。

　互たがいの情熱がさらなる情熱を呼び、高まっていく感情。

　三年間も互いに失しつ恋れんしたと思いこんでいただけに、昂たかぶりはとどまるところを知らない。

　俺たちはもう、立っているのもやっとだった。
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　後夜祭が終わったあとの学校は、夜の帳とばりに包まれて静かだった。

「祭りのあとの静けさか」

　俺はそうつぶやくと校門へ向かう。

　すると、門の前に美み紅く・渚なぎさ・歩ほ貴たか……そして雪ゆき奈なが立っていた。

　雪奈はさきほどのキスが強きよう烈れつな印象となって残っているのか、俺を見た瞬しゆん間かんに顔を真っ赤にしてそらしてしまった。

　それを見た歩貴が、「なるほど、だいたいわかったよ」とこちらへ目を向ける。

「それで、ピュアランドをどうする？」

　そのひと言で、場に緊きん張ちようが走ったのがわかる。

　おそらく歩貴が一連のことを話したのだろう。

　ともにピュアランドを作った美紅は、ただ瞳ひとみを閉じていた。

　幼い頃ころからずっと俺のそばにいた渚は、口を結んでこちらをじっと見つめていた。

「そんなに緊張するな。ピュアランドは続けるさ。雪奈とのすれ違いがなければピュアランドを作っていなかったが、そのピュアランドのおかげで仲直りすることができた。リアルで素直になれないピュアな人たちのためにも、ピュアランドは必要ってことさ」

「それでこそ翔かけるだ！　心の友よ！」

「まったくもう……リアルとネットを同じくらい大切に考えてくれればいいのに」

　二人は安心したように口を開き、こちらへ来る。

「よし、また私と素晴らしいイベントを作って純愛を極きわめよう」

　勢いあまったのか、美紅の大きな胸が俺の右みぎ腕うでに当たる。

「ピュアランドもいいけど、リアルも楽しみなさいよ。っていうかあんた、後夜祭であたしが歌ってる最中に体育館を出て行ったでしょ」

　渚がむくれてこちらへ顔を近づけたせいで、ほどよい膨ふくらみの胸が左腕に当たる。

「……わたしもリアルは苦手だけど、翔くんを見習ってピュアランドを楽しむ。もちろん、リアルの大切さもわかった上でね」

　雪奈が後ろから俺に語りかける。しかしその体勢が俺の背に体を預けている形になっているため、彼女の薄うすい胸が俺の背中で押し潰つぶされる感かん触しよくがわかってしまった。

　や、やっぱり情熱的だ。

「──あら、お盛んね～」

　ふと、校舎の方から保健の野の原はら先生が歩いてくる。

「違ちがっ、これには事情がだな」

「わかってるわよ。演劇、成功させてくれてありがとう」

「……へ？」

　一いつ瞬しゆん、なにを言っているのかわからなかった。だが段々とその意味がわかってきて──。

「お前だったのか！　ど、どうやって？　なんの目的で!?」

「質問が多いわねぇ。保健室にはいろんな噂うわさが舞まいこむって言ったでしょ～」

「そんな……」

「でも、いいものが見られたわ。私も高校生の頃、すれ違いの恋愛をしちゃった人がいてね……。リアルでがんばればなんとかなったのか、素直になれないあの頃の私たちじゃどちらにしろダメだったのか、知りたかったのよ～」

「……それで、満足したのか？」

「ピュアランドは、ピュアな人たちのためにやっぱり必要みたいね。学校へはナイショにしてあげるわ」

「それはどうも」

　先生はそのまま、こちらへ手を振って去ってしまった。

「先生の方が一枚上手だったか」

　歩貴が感心したように言う。

　そして彼はこちらへ目を向けると、メガネの奥の瞳を優やさしくして口を開いた。

「しかし、翔だったら思いこみでバッサリとピュアランドを運営中止するかも……と考えていたが、変わったな」

「あまり誉ほめられてる気がしないぞ──って、今何時だ!?」

「もう夜の十時になるな」

「まずい！　体育祭イベントの発表会をしなきゃいかんぞ」

「ピュアランドから戻って来たと思ったら、またピュアランドか」

　歩貴は肩をすくめると、ＡＲメガネを取り出す。

「──あ、お兄ちゃんそんな所にいたんだ～」

　校舎から鈴りんが駆かけてくる姿が見えた。

「まずい。あいつが来たらイベントを中止せざるをえなくなる。早くログインするぞ」

「そんなことさせませーん」

　言うが早いか鈴は俺の胸に飛びこみ、ほとんど膨らみのない胸をギュッと押しつけてくる。

　今の俺は、四方を女子に囲まれて身動きできない状態になっていた。

　その様子を見た歩貴がため息をつく。

「やっぱり、翔にはもうピュアランドは必要なさそうだな。僕にメシアを引き継つがないか？　お前の場合は、気づいてないだけですでに魂の恋人ソウル・ラヴアーに出会ってそうだしな」

　そのひと言で、俺を取り囲んでいた女の子たちがさらに迫せまってきた。

「ちょ、みんな胸、当たってる」

「念のために言っておくが、翔と最初に心と心のキスをしたのは私だからな」

「あたしなんて、翔の小さいころから知ってるんですからねー」

「わたしと翔くん、もう告白し合ったから。……三年前のだけど」

「鈴なんてお兄ちゃんと一いつ緒しよのベッドで寝ねてるもーん！」

　みんな好き放題に言ってくれる。

　だが今回の一件で俺は学んだ。

　ネット〝だけ〟で本当の恋愛をすることはできない。

　だがネットがあるからこそできる恋愛もある。

　ネットだからこそ言える本音……それは、普ふ段だんなかなか本音を言えないピュアな人たちにはかけがえのないものなのかもしれない。

[image: ]

「翔、体育祭イベントの締しめは僕に任せろ。メシアさまはハーレムしてしまって強制退会になったとみんなに伝えておくから」

「だから、俺はこんなハーレムなんて不本意だ─────────────────！」







　あとがき




　表紙の通り、今回は初はつ恋こいの人である雪ゆき奈なのお話でした。

　彼女は翔かけるがピュアランドを作ることになった原因であり、ある意味でピュアランドの存在意義です。

　そんな彼女とのやりとりは、やがて翔に「自分にとってピュアランドとは何なのか？」という問いを突つきつけます。

　ネット恋れん愛あい至上主義だった翔がそれにどう答えるのか……それが、この物語の結末となりました。

　三年間も引きこもっていた彼がどんな結末を選んだのか、お楽しみ頂けたのなら幸いです。

　スニーカー編集部のＩ様、Ｙ様、そしてイラストの仁に村むら様、『不本意～』の本作りに携たずさわってくださり、本当にありがとうございました。

　そして読者様。いずれ、またお会いできる機会を楽しみにしております。


伏見ひろゆき　　
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